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１ 平成 21 年度（2009 年度）の特徴的な取り組み 
 

                平成２1 年度（２００9 年度）に行われた 

食育に関する取り組みの一部をご紹介します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生とつくるお口の健康づくりパネルシアター 

 ライフステージに合わせた料理講習会 

 「給食おいしいね」学校給食の今と昔 

 

 〈 コラム 〉 

１． 「食の育みフォーラム 21 in とよなか」 

       ～市長と素顔のシェフが語るおもてなしの心～ 

2． 「ボランティアのための食の安全・安心講座」のその後 

3． 平成 20 年度ランチメニューコンテスト入賞作品は？？？ 
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対応する大目標 

 

 Ⅴ お口の健康を維持・増進しよう 

 

対応する年代別目標 

 

 幼年期 歯みがきの習慣をつけよう 

 青年期 定期的な歯科健診を受け、お口の健康を保とう 

対応する施策の展開 

 

 幼年期 ⑦ 子どものお口の機能発達に関する理解の支援 

⑧ 歯科保健の推進 

 青年期 ④ 歯科保健の推進 

 

世代間交流（幼年期・青年期） 新規事例 

事業名称 

高校生とつくるお口の健康づくりパネルシアター 

０歳～ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

対応するライフステージ 

６歳～ 25 歳～ 45 歳～ 65 歳～ 15 歳～ 

教育 ・ 保健 

関係する分野 
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１．目的 
   お口の健康を維持・増進することは「食」を支え、健康な食生活を送るために大切である。

高校生と協働し、幼年期向けのパネルシアター教材の企画と作成を行い、高校生自身によっ

て、幼児に実演することにより、幼年期のみならず青年期のお口の健康への感心を高めるこ

とを目的に行った。 

     

２．主催  健康支援室 

    

３．協力  大阪府立桜塚高等学校家庩科クラブ 

（社）豊中市歯科医師会  

 

４．内容 

 ① 幼年期向け歯科保健パネルシアターの作成 

 『にこりちゃんとぴかりくんのだいぼうけん』 

     「カムカムの街」や「おやつの街」などいろいろな街を通りにこりちゃんとぴかりくん

が探検をして学びながら、丈夫な歯を持つ元気な子どもの国に向かって進んでいくストー

リー 

 

 ② パネルシアターを用いての高校生による歯科保健啓発活動（幼児への実演） 

 

  ③ 市内関係機関、団体などに作製した教材を貸し出したり、台本や型紙・演じ方 DVD を配 

布したりすることによりお口の健康づくりにかかる食育活動を行えるように支援する。 

 

５．スケジュール 
 

時 期 内  容 

4 月～ 教材内容について、高校生と打ち合わせ 

5 月～ パネルシアター台本作成、豊中市歯科医師会に監修を依頼 

7 月～8 月 パネルシアター作製と練習 

9 月 19 日 桜塚高等学校へ豊中幼稚園園児招待、パネルシアター初回公演 

10 月～3 月 
パネルシアターを用いての歯科保健啓発活動５回実施 

パネルシアター型紙・演じ方 DVD の作成 

平成 22 年 

（2010 年） 

 4 月～ 

パネルシアター貸し出し・型紙配布の実施 
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６．公演実績 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

７．考察 

  パネルシアター作成を行うなかでは「歯の大切さについて考えることができてよかった」「子

どもだけでなく高校生へも PR できる内容だと思った」「だらだら食べることを自分もやめよう

とおもった。」「今まで知らなかった歯科衛生士や栄養士の仕事を知れてよかった」「幼児に歯の

大切さについて知ってもらいたい」など高校生みずからの気づきになれた。 

  また、公演後には「子どもたちが楽しんでくれてうれしい」「もっと小さい子と触れ合いたい」

「次が楽しみ」など前向きな意見もみられた。 

  高校生が考え教材を制作することで、青年期のお口の健康づくりについて考えてもらえる機会

となった。さらに高校生が幼年期の子どもたちにお口の健康づくりについて指導を行ったことで、

幼年期の興味も、高校生の興味もより一層高まったと思われる。 

今後も制作したパネルシアターを活用し、広く歯科保健の大切さについて啓発ができることを

期待する。 

 

 

○ にこりちゃんとぴかりくんの大冒険 パネルシアター練習風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公演先  人数（概算） 

桜塚高等学校文化祭 親子 30 組（幼稚園児招待） 

中央公民館まつり 親子 15 組 

わくわくランド庄内 親子 5 組（未就学児） 

すこやかプラザまつり 親子 50 組（未就学児） 

すこやかネットカーニバル 45 人 
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パネルシアター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルシアター絵人形のいろいろ   すべて高校生が作りました 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

パネルシアター公演後には歯やお口の健康を守るた

めの３つのお約束を書いた手作りメダルを子どもた

ちにプレゼントしました。 

 

高校生のお姉さんから３つのお約束を書い

たメダルをもらったあとは子どもたちから

「ありがとうございました」と元気のよい

お礼もありました。  
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高校生の活動が新聞にも載りました。（2 社） 
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「食の育みフォーラム２１ｉｎとよなか」 

～市長と素顔のシェフが語るおもてなしの心～ 

 

 

豊中市の食育を市民に身近に感じ、また考えてもらうため、年に 1 度食育推進フォーラムを開催

しています。 

平成 21 年度のフォーラムは、「食の育みフォーラム 21 in とよなか」～市長と素顔のシェフが

語るおもてなしの心～と題し、インタビューショーや豊中市産の農作物を使った料理の試食会など

盛りだくさんな内容で開催しました。 

第 1 部インタビューショー 「おもてなしの心」って何だろう?! では、北摂で飲食店を経営する

オーナーシェフの会「北摂会」から 3 人の料理人がボランティアとして出演し、豊中市長や市民の

代表とともに、ご自身のおふくろの味や、日ごろから大切にしているおもてなしの心について、て

いねいにお話しくださいました。 

 また、それに続く試食会では、地産地消の取り組みとして豊中市産の野菜を使ったお料理の調理

実演とその試食、また市長もプロの料理人とともに豊中市産米を使った炊きこみご飯の紹介を行い

ました。 

 残暑が厳しいころでしたが、166 人の参加者がふだんはあまり目にすることのない料理人の素

顔に触れ、プロが腕を振るったお料理に舌鼓をうち、とてもたのしく食育を考えるつどいとなりま

した。 

  

出演してくださった北摂会会員   一汁二菜うえの 上野さん 

ラ・メゾン ブランシュ 加藤さん 

ラ・ミア クッチーナ笠井 笠井さん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

ラ 
 

ム コ １ 
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対応する大目標 

 Ⅰ 食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

 Ⅲ おいしく、楽しく、食事をしよう 

 Ⅳ 食べる物、食べることを大切にしよう 

ライフ 

ステージ 
対応する年代別目標 対応する施策の展開 

妊娠期 ・栄養バランスのとれた食生活を実践しよう 
③妊産婦のための食事バランスガイドの普

及・啓発や食の安全についての情報提供 

幼年期 ・いろいろな食材を食べよう ①基本的生活習慣についての情報提供と啓発 

尐年期 
・早寝・早起き・朝ごはんを実践しよう 

・食の大切さ、調理の方法を学ぼう 

⑧学校、地域、行政などとの連携による食育の

推進 

青年期 ・情報を正しく理解しよう ①食に関する知識の普及・啓発や情報提供 

壮年期 ・メタボリックシンドロームの予防に取り組もう ①メタボリックシンドローム予防の啓発 

中年期 ・地域や家庩で食事を楽しもう ③調理技術の向上に対する支援 

高年期 ・「低栄養」の予防に取り組もう ③健康状態にあった食育の推進 

 

全ライフステージへの展開 新規事例 

事業名称 

ライフステージに合わせた料理講習会 

０歳～ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

対応するライフステージ 

６歳～ 25 歳～ 45 歳～ 65 歳～ 15 歳～ 

教育 

関係する分野 
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１．目的 

   豊中市食育推進計画の具体的実践として、世代に合わせた料理づくりを学び、併せて食と健

康について学ぶ機会とする。 

   また、同世代のコミュニケーションの機会の提供となることを期待している。 

     

２．主催   豊中市立中央公民館 

 

３．講師   家庩料理研究家 池田 栄美さん 

 

４．日時・内容    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 タイトル・内容 対象・定員 参加貹 
参加 

者数 

第１回〈妊娠期〉 

9 月 26 日（土） 

  11 時～14 時 

「マタニティークッキング」 

～バランスのとれた料理づくり～ 

〈献立名〉 

・白米と玄米のブレンドご飯 

・味噌と豆乳のヘルシー椀 

・鶏肉の包み焼 

・ひじきと大豆の煮物 

・ちりめんじゃこのふりかけ 

・デザート 

妊娠期の女性 

とパートナー 

24 人 

1 人 

700 円 

15 人 

第２回〈幼年期〉 

10 月 31 日（土） 

 11 時～14 時 

「幼年期（3～5 歳）とその保護者

の料理講習会」 

 ～いろいろな食材を使って＆ 

   はじめましての調理器具～ 

〈献立名〉 

・シャケ寿司 

3～5 歳児と 

その保護者 

12 組 

1 家族 

700 円 

10 組 

(2０人) 

第３回〈尐年期〉 

 12 月 19 日（土） 

  10 時～13 時 

「尐年期の料理教室～朝ごはんをつ

くってみよう～」みそ汁づくり 

〈献立名〉 

・さつまいもごはん 

・豚汁 

・デザート 

小学生  

20 人 

500 円 20 人 
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日時 タイトル・内容 対象・定員 参加貹 
参加 

者数 

第４回〈青年期〉 

12 月 22 日（火） 

14 時～16 時 

「高校生のための料理講習会～

情報を正しくつかもう～」 

日本の伝統料理を学ぶ 

〈献立名〉 

・赤飯 

・茶碗蒸し 

・筑前煮 

・デザート 

高校生 ２４人 500 円 ８人 

第５回〈壮年期〉 

 1 月 30 日（土） 

  11 時～14 時 

「壮年期（２５～４４歳）の男性

の料理～自分でお昼の弁当つく

りませんか～」メタボリックシン

ドロームにならない食事 

〈献立名〉 

・焼き鳥 

・蒸し野菜 

・お汁 

・デザート 

一般 ２４人 700 円 １５人 

第６回〈中年期〉 

 2 月 21 日（日） 

  11 時～14 時 

「中年期（４５～６４歳）地域や

家庩で食事を楽しもう」 

イベントで作れる料理あれこれ 

〈献立名〉 

・おでん 

・焼きおにぎり 

・おぜんざい 

・塩昆布、梅昆布茶 

一般 ２４人 700 円 １５人 

第７回〈高年期〉 

 3 月 20 日（土） 

  11 時～14 時 

「高年期（６５歳以上）低栄養予

防についての料理」 

〈献立名〉 

・ゆで鶏 

・さくらもち 

一般 ２４人 700 円 ２０人 
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5．考察  
 食育推進計画の具体的実践として、世代に合わせた料理づくりと併せて「食と健康」について

学び、また同世代のコミュニケーションの場としても役立った。 

 講師には日常的な献立を工夫し、食材の選定にも留意していただいた。ごはんは、白米１：玄

米１や白米１：玄米２といったブレンドで炊くことで、色〄な食感を味わっていただいた。また、

炊飯器で炊くのではなく、土鍋を使って炊くことに参加者は驚いておられた。 

世代ごとに分けたことで、話がはずみ交流の場づくりには成功だったと考えている。 

 

  妊娠期・・・ご夫婦での参加が３組あり、和やかだった。妊娠期は特にバランスのとれた食事

が大切であるが、講師のひと工夫がとても参考になった様子である。 

 

幼年期・・・家ではなかなかお手伝いをしたくてもさせてもらえない年頃で、当日は子どもた

ちが中心となって料理に挑戦していた。公民館の料理室が子ども仕様ではないので、

作業がやりにくいようではあったが、料理づくりを楽しんでいる様子がうかがえた。 

  

尐年期・・・朝食をしっかり食べることや、料理を作る楽しさを学び、自分たちが作ったご飯

をお腹いっぱい食べて、友達同士での楽しいひと時を過ごした。 

  

青年期・・・公民館講座への申込み参加が難しい年代であるが、8 名の参加があった。 

       また、男子の高校生 2 名が尐年期料理講習会にお手伝いをしてもらえた。 

  

壮年期・・・豊中保健所の「すっきりスリムアクティブ父さん」応援事業と連携し、 

      料理講習会の前に「腹囲測定」・「メタボ予防」のミニ講座もあり好評だった。 

  

中年期・・・イベントで作れる料理ということで、講師にはメニュー選定に苦労していただい

たが、ちくわの中にもちを入れるなど具材で工夫を加えたことで話題性のあるもの

とした。 

  

高年期・・・当初予定のケーキづくりから献立を変更、季節に合わせた“さくらもち”を作り、

好評だった。ゆで鶏も、鶏肉が意外と食べやすくなったと好評だった。 

 

 今後は、料理講習会でだけではなく、ミニ講習会も含めた講座展開をはかれるように検討したい。 
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〈レシピ紹介〉 

 

尐年期の料理教室 ～朝ごはんをつくってみよう～ 

 

＊さつまいもの炊き込みごはん＊ 

米                  ３合               

さつまいも      １本             黒ごま    

梅干し 

１．さつまいもは皮をよく洗い、１cm のさいころ状に切り、水にさらす。 

２．米をとぎ、水を通常通り加えさつまいも、梅干しを加え炊く。 

３．炊きあがったらよく混ぜ、茶碗に盛る。炒った黒ごまを手でひねりながらかける。 

 

＊豚汁＊ 

豚こまぎれ            ２００ｇ 

玉ねぎ                １/２個・・大きめの色紙切り 

大根                  １/６本・・大きめの色紙切り 

人参                  １/３本・・大きめの色紙切り 

こんにゃく            １/２枚・・大きめの色紙切り 

かぼちゃ              １/６個・・大きめの色紙切り 

きのこ                １/２ﾊﾟｯｸ・・食べやすいように 

青ねぎ                １/２束・・輪切り 

味噌                  大４ 

１．鍋に切った野菜と水４ｶｯﾌﾟ入れ火にかけ、沸騰したらアクをとる。豚肉とこんにゃく 

  を加えやわらかくなるまで煮る。 

２．火が通ったら味噌を味をみながら加え火をとめる。青ねぎを加える。 

 

＊干物＊ 

みりんぼし 

・軽くあぶる 

 

＊フルーツプディング＊ 

柿      １個・・皮をむき、1cm の角切り 

卵            １個 

砂糖         ３０ｇ 

牛乳        ２００cc    

１．ボウルに卵を割りほぐし、砂糖を加えよく混ぜる。牛乳を加え更に混ぜる。 

２．耐熱容器に柿を散らし１の卵液を注ぎ、オーブンで焼く。180℃20 分。 

      あら熱がとれたら、好みでグラニュー糖をふりバーナーで焦げ目をつけてもおいしい。 
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中年期 地域や家庩で食事を楽しもう ～イベントで作れる料理あれこれ～             

   

＊おでん＊ 

だいこん            1/2 本               トマト 

こんにゃく          1/2 枚               溶けるチーズ 

ゆでたまご           ４個                

ちくわ               ２本                水              6～8 ｶｯﾌﾟ 

すじ                 ４本               昆布 

キャベツ             ４枚        しょうゆ        大 3～4 

鶏ミンチ     ２００ｇ        砂糖            大 2～3 

ねぎ        2～3 本       白だし           適量 

きのこ        適量 

れんこん             適量 

塩、こしょう、片栗粉大２ 

卵小１個、しょうゆ尐〄 

１．だいこんは厚さ 3～4cm の輪切りにし、皮をむき、米のとぎ汁で柔らかくなるまで 

     下ゆでする。水洗いする。 

２．こんにゃくは三角形に切り水からゆで沸騰後数分でザルに上げる。 

３．ゆで卵は皮をむき、ちくわの穴に細長く切ったおもちをつめる。 

４．すじは沸騰した湯の中に入れあくを抜き、串に刺しやすい大きさに切る。 

５．ロールキャベツ：しんなりするまでゆで、ザルに広げてさます。 

           鶏ミンチ、小口切りしたねぎ、あらみじん切りしたきのこ、れんこん、塩、 

こしょう、しょうゆ、片栗粉、卵を入れ混ぜ、４個に分ける。キャベツで包む。 

６．土鍋に水、しょうゆ、砂糖、白だしで調味し味のしみにくいだいこん、こんにゃく、 

     すじを入れ煮る。煮立ってきたら項次残りの材料も加え煮る。最後にもち入りちくわ、 

     トマトを加える。トマトに火が通ったら上にチーズをのせ溶けたらいただく。 

 

＊焼きおにぎり＊ 

白米   １ｶｯﾌﾟ       玄米は一晩水に漬けておく 

玄米   １ｶｯﾌﾟ       梅干し１個入れ、やや柔らかめのご飯を炊く 

・ボウルにごはんを入れ水でぬらしたすりこぎで軽くつぶしおにぎりを作る 

・しょうゆを軽く塗って、オーブンで焼く 

 

＊おぜんざい＊   (作りやすい分量) 

小豆             ２００ｇ      おもち  

水               6～8 ｶｯﾌﾟ 

砂糖           150～200g 

塩                尐〄 

１．小豆は洗ってたっぷりの水に一晩つける。 

鍋に小豆と水を入れゆでこぼす。 

分量の水を入れ小豆をやわらかく煮て、砂糖、塩尐〄で味をととのえる。 

２．小さく切ったおもちを軽く焼く。 

＊塩昆布入り梅昆布茶＊ 

塩昆布 

梅干し昆布茶 
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講習会の風景 

  

＜妊娠期 9 月 26 日＞               

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜尐年期 12 月 19 日＞         ＜青年期 12 月 22 日＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜壮年期 1 月 30 日＞ 

             

 

 

     

 

 

 

 

 

 

＜中年期 2 月 21 日＞                  ＜高年期 3 月 20 日＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ボランティアのための食の安全・安心講座」のその後 
 

 

 

 

平成 20 年（2008 年）10 月に食にまつわる様〄な活動を衛生的に行い、食中每の発生を防ぐこと

により、地域における食育活動を継続的に行うことを目的に「ボランティアのための食の安全・安心講

座」行いました。主に子どもを対象に活動しているボランティアを中心に、94 人の参加があり、食中

每の予防について熱心に学びました。 

 地域での食育活動のほか保育や教育の現場などでも、その内容をいかしてもらおうと、講座の内容や

使用したテキストをもとに、平成２１年８月に「食育推進のための安全・安心ハンドブック―食中每を

予防して継続的な食育活動を―」を 5000 部作成しました。 

 

その内容の一例は… 

 

○食中每予防の基礎知識 

    手を洗いましょう 

○たのしい模擬店・イベントにするために 

    模擬店・イベントのおすすめ料理はこれだ！ 

○バーベキュー、焼肉、野外での活動こんなところに気をつけて 

 自然を楽しむときにも気をつけましょう 

○調理実習・クッキング保育をする時の注意点 

 安全のために守ること 

○資料編 

 食中每の原因となる細菌・ウイルス 

 

 

豊中市では地域での食育活動が 

ますます盛んになっています。 

 

市ホームページでも閲覧できます。 

ぜひご活用下さい。 

 

 

   

  

  

ラ 
 

ム コ ２ 
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対応する大目標 

 Ⅰ 食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

 Ⅱ 生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう 

 Ⅲ おいしく、楽しく、食事をしよう 

ライフ 

ステージ 
対応する年代別目標 対応する施策の展開 

幼年期 ・家族や仲間と楽しく食事をしよう ①基本的生活習慣の大切さについての情報提供と啓発 

尐年期 ・家族や仲間と楽しく食事をしよう 
③学校給食センターにおける児童への支援 

⑧学校、地域、行政などとの連携による食育の推進 

青年期 ・情報を正しく理解しよう ①食に関する知識の普及・啓発や情報提供 

壮年期 ・子どもに対しての食育に取り組もう ②食に関する知識の普及・啓発 

中年期 ・食育を伝えよう、拡げよう ④食育を拡げやすい環境整備 

高年期 ・食に関わる経験を次世代に伝えよう ②食文化の継承の場の提供 

 

連携事例（ＮＰＯ、行政） 新規事例 

事業名称 

「給食おいしいね」学校給食の今と昔 

０歳～ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

対応するライフステージ 

６歳～ 25 歳～ 45 歳～ 65 歳～ 15 歳～ 

教育 ・ 保健 

関係する分野 
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１．目的 
今の豊中市の給食の方針、子どもたちのために気をつけていることなどを、未就学児を持

つ保護者の方にも関心を持ってもらい、知ってもらうこと。 

多様な世代に共通する「給食」をテーマとすることで、コラボが目指す多世代間の交流を

促すこと。 

     

２．主催  千里文化センター市民運営会議 

       豊中市 

    

３．日程  3 月 26 日（金）～31 日（水）9:00～17:00 

 

 

 

 

   

 

 

 

４．場所  千里文化センター「多目的スペース」 

 

５．内容詳細 

 ●給食展展示 (26 日～31 日、9：00～17：00) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日     時 内 容 

3 月 26 日（金）～ 31 日（水） 9:00～17:00 給食展展示 

3 月 30 日（火） 12:00～16:00 給食カフェ 

13:00～13:30 コンサート 

13:30～15:00 給食講座 

 

展 示 物 所 管 

給食献立表 

 昭和 40 年のものから社会の動きと関連させた給食の歴史がわかる。 
学校給食課 

給食に関する VTR 学校給食課 

給食・食育に関するパネル くらしかん 

ランチメニューコンテスト 豊中保健所 

学校給食で使われる釜・しゃく・食器の見本 学校給食課 

食育推進のための安全・安心ハンドブック 健康支援室 

給食マッピング 

地域ごとに違っている給食の紹介。日本地図に張り付けて展示。 

市民ボラン

ティア作成 
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 ●コンサート (30 日、13：00～13：30) 

   学校給食センターの栄養士と調理員による、給食の歌（作詞：豊島北小学校の 

児童、作曲：給食センター調理員）のバンドコンサート 

 

●給食講座  (30 日、13：30～15：00) 

子どもと保護者が一緒に楽しめるゲームを交えた講座 

・はてな？ボックスゲーム 

・学校栄養教諭による講話 

・給食配膳ゲーム 

 

 

 ●給食カフェ (30 日、12：00～16：00) 

  給食で出されているパンと牛乳を提供。 

   メニュー：牛乳、コッペパン、アップルパン、レーズンパン、ツイストパン 

 

  

 

 

 

 

 

 

６．考察 

  実際に参加した人から「昔の給食の展示が懐かしかった」「給食の歌はとても大事なことを伝

えているのでたくさんの子に歌ってほしい」などの声が聞かれ、好評だった。 

メニュー 単価 販売数 

牛乳 １本 100 円 20 本 

パン 

（コッペパン、アップルパン、 

レーズンパン、ツイストパン） 

１個 50 円 
各 25 個 

計 50 個 
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○展示の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

学校給食献立表 
  

給食・食育に関するパネル 

給食マッピング 
参加者に子どもの頃に食べた給食を書いて貺っていただきました。 

たくさんの人に参加していただきました。 
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ミニコンサート 

学校給食の調理に使われるしゃくで 

混ぜる体験をしました。 

給食カフェ  
パンが特に好評で、 

すぐに売り切れました。 

生バンドコンサートに、会場が 

大いに盛り上がりました。 

給食講座   

給食○×クイズ。答えは、はてな？ 

ボックスから出てきました。 
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平成 20 年度ランチメニューコンテスト入賞作品は？？？ 
 

 

 

平成 20 年度ランチメニューコンテストは 20 年度の年次報告書でご紹介しました。 

その後も入選作品の活用は続いています。 

 

平成 21 年 7 月には、3 作品が学校給食のメニューに登場 

『やさいたっぷりセミドライカレー』 

『トマトとたまねぎのコンソメスープ』  

『なつやさいのペンネ』        児童のみなさんおいしかったかな？ 

平成 21 年 7 月 22 日～8 月 28 日に地域のお惣菜店で販売 

場所：お惣菜・デリカート（服部元町） 

メニュー：『鳥肉の夏野菜梅酢あんかけ』、『切り干し大根サラダ』 

 

♪商品化された子供の声  

『切り干し大根サラダ』は、野菜がたっぷりで私も好きなので作りました。食べやすく細く同

じ長さに切ったのが工夫したところです。私が考えた料理がお店で販売されると聞いた時は、最

初はびっくりしたけど、みんなに食べてほしいと思いました。とてもうれしかったです！！ 

 

♪商品化して下さった惣菜店・店主の声 

地元の子ども達に、食に関心を持って欲しいという思いがあり、子ども達が考えたメニューを

当店で商品化しました。小学生が考えたメニューだと説明すると、「すごい！」「じゃあ、買って

みようかしら」といったお客様の反応もありました。またメニューを考えてくれた子どもや保護

者も来店され、本当に喜んで商品を購入されました。このような形で、地域の子ども達への食育

に貢献し、地域のお客様とのつながりが深まることは、店としても非常にうれしいことです。 

 

 

今後もこのような取組みを 

実施していきたいと思っています。 

 

 

 

新聞にも掲載されました。 

 

  

  

  

ラ 
 

ム コ ３ 
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２ 推進計画の数値目標の達成状況（意識調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市食育推進計画の進行管理に向け、市民の意識を調査するため

に、平成２２年（２０１０年）３月に食育アンケート調査を行いました。 

 その概要についてご報告します。 
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□  調査の実施状況 

 
①幼年期（０～６歳） 

対象者 平成２２年３月の離乳食講習会・幼児食講座参加者 

方法 参加時に配布・回収 

有効回答数 １１９件 

 

②青年期・壮年期・中年期・高年期 

（青年期：15～24 歳、壮年期：25～44 歳、中年期：45～64 歳、高年期：65 歳以上） 

対象者 平成２２年３月の胃がん検診・市民健康診査受診者 

方法 検診時に配布・回収 

有効回答数 青年期・壮年期・中年期１２９件、高年期１２２件 

 

（参考） 

豊中市食育推進計画策定のためのアンケート調査（平成１９年７～８月実施）の有効回答数 

 有効回答数 対象者 

幼年期 １,３５７件 

・乳幼児健診対象児（４か月、１歳６か月、 

３歳６か月）の保護者 

・公私立幼稚園年長児、保育所・保育園年長 

児の保護者 

尐年期 １,５３８件 
・小学校６年生とその保護者 

・中学校３年生とその保護者 

青年期・壮年期・中年期 １,８７２件 ・豊中市内在住の１５～６４歳の人 

高年期 １,５８５件 ・豊中市内在住の６５歳以上の人 

 

 

□  アンケートまとめ 

平成２1 年度に大阪府北ブロック（豊中・池田・吹田・茨木・高槻保健所管内）で食事バラン

スガイドに関するアンケートを実施しましたので、本市では、平成 21 年度食育アンケート調査

の頄目に同じ内容を加え参加しました。結果を分析し北ブロックのデータと比較しました。 

食事バランスガイドを見た場面としては、テレビ、雑誌・本、新聞といったマスメディアが多

かった一方で、「保健所や市町村での講習会や広報」「スーパーマーケット」といった、これまで

の取り組みの中で情報を徔た人も多く、取り組みを継続していくことがバランスガイドの周知に

は必要であると認識しました。食事バランスガイドの認知度が高いのに比べて活用がすすんでい

ないので、活用方法についてさらに情報提供に努めます。 

また、平成 21 年度から幼年保護者にも調査を始めた、「食べ残しを減らす努力をしている人」

については「努力している人」の割合が尐ない傾向がみられました。食物を育て、収穫し、調理

する方法についての情報提供や、生産者との交流などにより、食べることを大切にする心を育む

支援を行います。さらに、「もったいない」の心を行動に移すために、食材を有効活用する方法な

どについての啓発を行います。
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□  食育への関心度 

  
食育に関心を持っている人は、「食育に関心がある」と「どちらかといえば関心がある」を合わ

せると、幼年保護者で 94.1%（H20：95.2%）、青年・壮年・中年で 83.7%（H20：94.0%）、

高年で 81.9%（H20：95.9%）となっています。豊中市食育推進計画の数値目標のひとつに、「食

育に関心を持っている人の増加」があり、計画策定時のアンケート調査では幼年保護者 90.4%、

青年・壮年・中年 85.5%、高年 71.7%でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  食事バランスガイドの認知度 

  
食事バランスガイドについて、北ブロックのデータと比較しました。なお対象を北ブロックに合

わせて、「15 歳～64 歳」（「幼年保護者」を「青年・壮年・中年」に含めました）と「高年」とし

ました。食事バランスガイドの認知度をみると、「（見たことが）ある」は 15 歳～64 歳で 72.2%

（北ブロック 64.7%）、高年で 37.7%（北ブロック 49.0%）でした。計画策定時のアンケート

調査では、幼年保護者 72.0%、青年・壮年・中年 51.4%、高年 44.5％でした。 

 

72.2%

64.7%

26.6%

35.3%

1.2%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊中市 15歳～64歳
（248人）

北ブロック 15歳～64歳
（733人）

ある 無回答ない

 

37.7%

49.0%

59.0%

51.0%

3.3%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊中市
高年(122人）

北ブロック
高年(194人)

ある ない 無回答

 

54.9%

41.1%

58.8%

27.0%

42.6%

35.3%

4.9%

9.3%

0.8%

0.0%

0.8%

2.5%

3.4%

4.7%

5.7%

0.0%

2.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高年(122人）

青年・壮年・中年（129人）

幼年保護者（119人）

関心がある どちらかといえば関心がある
どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

食育という言

葉を知らない
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□  食事バランスガイドを見た場所 

 
食事バランスガイドを見たことが「ある」と答えた人に、どこで（何で）見たかお聞きしま

した。15 歳～64 歳では、「雑誌・本」（46.4%）、「保健所や市町村の講習会や広報」（39.1%）、

「スーパーマーケット」（25.1%）の項に多い結果となりました。これは北ブロックも同様の

項位でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.1%

2.2%

3.9%

1.1%

7.8%

3.4%

5.0%

21.8%

39.1%

1.7%

16.8%

46.4%

23.5%

3.4%

8.9%

15.6%

31.4%

8.6%

4.2%

1.1%

10.8%

6.1%

12.7%

29.5%

36.1%

9.5%

19.4%

36.7%

30.2%

6.5%

11.4%

10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

スーパーマーケット

コンビニエンスストア

百貨店（デパート）

その他の商店

ファミリーレストラン

飲食店（ファミリーレストラン以外）

社員食堂や学生食堂

職場や学校の講習会や広報

保健所や市町村の講習会や広報

シンポジウムなどのイベント

新聞

雑誌・本

テレビ

電車の中の吊り広告、広報ポスター

インターネット（ホームページ）

その他

北ブロック 15歳～64歳
（474人）

豊中市 15歳～64歳
（179人）
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高年では、「テレビ」（39.1%）、「雑誌・本」（23.9%）、「新聞」（23.9%）の項に多い結果とな

りました。北ブロックでは、「保健所や市町村の講習会や広報」（40.0%）が最も多く、北ブロッ

クとは異なる結果になっています。市・北ブロックとも、インターネット（ホームページ）は 0.0%

でした。高年期はインターネットで情報を徔る習慣がないことがうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

13.0%

0.0%

2.2%

0.0%

2.2%

0.0%

0.0%

4.3%

15.2%

6.5%

23.9%

23.9%

39.1%

0.0%

0.0%

6.5%

15.8%

2.1%

6.3%

0.0%

6.3%

2.1%

1.1%

5.3%

40.0%

12.6%

21.1%

31.6%

27.4%

1.1%

0.0%

9.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

スーパーマーケット

コンビニエンスストア

百貨店（デパート）

その他の商店

ファミリーレストラン

飲食店（ファミリーレストラン以外）

社員食堂や学生食堂

職場や学校の講習会や広報

保健所や市町村の講習会や広報

シンポジウムなどのイベント

新聞

雑誌・本

テレビ

電車の中の吊り広告、広報ポスター

インターネット（ホームページ）

その他

北ブロック高年
（95人）

豊中市 高年
(46人）
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□  食事バランスガイドの活用度 

 
 食事バランスガイドの活用度をみると、「ほぼ毎食参考にしている」と「毎日１食は参考にして

いる」を合わせると、15 歳～64 歳で 6.7%、高年で 36.9%でした。豊中市食育推進計画の数値

目標のひとつに、「食事バランスガイドなどを参考に食生活を送っている人の増加」（「ほぼ毎食参考に

している」と「毎日１食は参考にしている」の合計）があり、24 年度に 60%が目標となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  食べ残しを減らす努力 

  
食べ残しを減らす努力を「必ずしている」人をみると、青年・壮年・中年で 65.9%（H20：70.7%）、

高年で 48.0%（H20：64.4%）となっています。豊中市食育推進計画の数値目標のひとつに、「食

べ残しを減らす努力を必ずしている人の増加」があり、計画策定時のアンケート調査では青年・壮

年・中年 50.2%、高年 55.3%でした。また、今回幼年保護者にも同じ質問をしたところ、食べ残

しを減らす努力を「必ずしている」人は、29.4%と、他の世代に比べて低い傾向がみられました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.9%

13.7%

13.0%

13.7%

41.3%

48.4%

19.6%

21.1%

2.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊中市 高年
（46人）

北ブロック 高年
（95人）

無回答

していない

時〄参考に

している
毎日1食は

参考にしている

ほぼ毎食参考

にしている

 

4.5%

4.4%

30.7%

29.7%

61.5%

62.2%

1.1%

1.5%
2.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊中市 15歳～64歳
（179人）

北ブロック 15歳～64歳
（474人）

ほぼ毎食参考

にしている

毎日1食は

参考にしている
時〄参考に

している

していない

無回答

 

48.0%

65.9%

29.4%

15.4%

20.2%

26.9%

15.4%

5.4%

15.1%

9.8%

4.2% 20.2%

2.3%

6.5%

3.9%

4.2%

4.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高年(122人）

青年・壮年・中年（129人）

幼年保護者（119人）

必ずしている しばしばしている

時〄している

あまりしていない

全くしていない

無回答
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□  メタボリックシンドロームの認知度 

 
 メタボリックシンドロームの認知度をみると、「内容を知っていた」が 76.7%（H20：86.2%）、

「知らなかった」が 1.6%（H20：0.0%）でした。豊中市食育推進計画の数値目標のひとつに、

「メタボリックシンドロームを認知している人の増加」があり、計画策定時のアンケート調査では

「内容を知っていた」が 78.8%、「知らなかった」が 4.0%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  朝食の摂取状況 

 
 朝食の摂取状況をみると、「週に 6、7 日食べる」は青年・壮年・中年で 84.5%（H20：87.9%）、

高年で 95.1%（H20：97.3%）でした。計画策定時のアンケート調査では、青年・壮年・中年

で 82.4%、高年で 93.9%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95.1%

84.5%

0.8%

5.4%

3.1%

0.0%

0.8%

0.0%

2.5%

6.2%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高年(122人）

青年・壮年・中年

（129人）

週に6、7日食べる

週に4、5日食べる

週に2、3日食べる

週に1、2日食べる

食べない

無回答

 

76.7%

86.2%

20.2%

12.9%

1.6%

0.0%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年度
（129人）

平成20年度
（116人）

内容を知っていた

言葉をきいたことはあるが、

内容は知らなかった
知らなかった

無回答

 



- 30 - 

 

 

□  定期的な歯科健診の有無 

  
定期的な歯科健診の受診状況をみると、「受けている」は幼年保護者で 41.2%（H20：36.9%）、

壮年で 47.2%（H20：49.3%）、中年で 62.4%（H20：61.5%）、高年で 52.8%（H20：72.6%）

となっています。豊中市食育推進計画の数値目標のひとつに、「定期的な歯科健診を受けている人

の増加」があり、計画策定時のアンケート調査では青年で 28.1%、壮年で 35.6%、中年で 43.4%、

高年で 46.4%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□  子どもの噛む力にあわせた食事の心がけ 

 
子どもの噛む力にあわせた食事を心がけているかをみると、「はい」が 77.2%（H20：87.5%）、

「いいえ」が 3.5%（H20：6.3%）でした。計画策定時のアンケート調査では「はい」と答えた

人が 48.9%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.2%

87.5%

3.5%

6.3%

19.3%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年度（57人）

平成20年度（48人）

はい いいえ 無回答

 

52.8%

62.4%

47.2%

41.2%

46.3%

37.6%

50.0%

58.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高年(122人）

中年（93人）

壮年（36人）

幼年保護者（119人）

受けている 受けていない 無回答
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1 関心がある     2 どちらかといえば関心がある 

3 どちらかといえば関心がない   4 関心がない 

5 わからない  

 

1 ある→問３、４へ        2 ない→問５へ 

平成 21年度食育アンケート（幼年期） 
このアンケートは、食育の推進のため市民の皆様の「食育」への意識等を知るために行います。こ

のアンケート結果は食育推進の目的以外に使うことはありません。ご協力いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 

問１ 「食育」に関心がありますか。【１つだけに○】 

 

 

 

 

 

問２ 食事の望ましい組み合わせとおおよその量を示したコマ型のイラスト 

「食事バランスガイド」（下図）を見たことがありますか。【１つだけに○】 

 

 

 

問２で「1 ある」と答えた方にお聞きします。 

問３ どこで（何で）見ましたか。あてはまる番号をすべて選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 「食事バランスガイド」を参考にしてメニューを考えたり、選んだりしていますか。【１つだけ

に○】 

1 ほぼ毎食参考にしている  2 毎日 1食は参考にしている 

3 時々参考にしている   4 していない 

 

問５ お子さんが食事をする時には、大人も一緒に食べますか。【１つだけに○】 

   1 はい  2 いいえ     3 まだ食べていない 

 

問６ 食べ残しを減らす努力をしていますか。【１つだけに○】 

  1 必ずしている          2 しばしばしている  3 時々している 

4 あまりしていない        5 全くしていない 

 

問７ お子さんの噛む力にあわせた食事を心がけていますか。【１つだけに○】 

  1 はい  2 いいえ     ３ まだ食べていない 

 

問８ あなたは定期的な歯科健診を受けていますか。【１つだけに○】 

  1 受けている     2 受けていない 

 

問９ あなたの年齢・性別をお答えください 

 

 

 

    歳    女 ・ 男 

 

ご協力ありがとうございました 

（１）スーパーマーケット       （２）コンビニエンスストア 

（３）百貨店（デパート）       （４）その他の商店 

（５）ファミリーレストラン      （６）飲食店（ファミリーレストラン以外） 

（７）社員食堂や学生食堂       （８）職場や学校の講習会や広報 

（９）保健所や市町村の講習会や広報  （10）シンポジウムなどのイベント 

（11）新聞              （12）雑誌・本 

（13）テレビ             （14）電車の中吊り広告、広報ポスター 

（15）インターネット（ホームページ） （16）その他（           ） 

 
豊中市健康福祉部健康支援室 
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1 関心がある     2 どちらかといえば関心がある 

3 どちらかといえば関心がない   4 関心がない 

5 わからない                  6 食育という言葉を知らない 

1 ある→問３、４へ        2 ない→問５へ 

平成 21年度食育アンケート 

問１ 「食育」に関心がありますか。【１つだけに○】 

 

 

 

 
 

問２ 食事の望ましい組み合わせとおおよその量を示したコマ型のイラスト 

「食事バランスガイド」（下図）を見たことがありますか。【１つだけに○】 

 

 

 

問２で「1 ある」と答えた方にお聞きします。 

問３ どこで（何で）見ましたか。あてはまる番号をすべて選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 「食事バランスガイド」を参考にしてメニューを考えたり、選んだりしていますか。【１つだけに○】 

  1 ほぼ毎食参考にしている   2 毎日 1食は参考にしている 

3 時々参考にしている   4 していない 

 

問５ 「メタボリック・シンドローム」 (内臓脂肪症候群)を知っていますか。裏面参照【１つだけに○】 

1 内容を知っていた       2 言葉をきいたことはあるが、内容は知らなかった 

3 知らなかった 
 

問６ 朝食を食べますか。【１つだけに○】 

1 週に６、７日食べる       2 週に４、５日食べる    3 週に２、３日食べる  

4 週に１、２日食べる       5 食べない 
 

問７ 食べ残しを減らす努力をしていますか。【１つだけに○】 

1 必ずしている          2 しばしばしている  3 時々している 

4 あまりしていない        5 全くしていない 
 

問８ あなたは定期的な歯科健診を受けていますか。【１つだけに○】 

 
 

 

問９ ２人以上でお住まいの方にお聞きします。 

夕食の時、家にいる人全員で食事をしますか。【１つだけに○】 

1 全員で食べている    2 全員そろわないこともある 

3 全員そろわないことの方が多い  4 その他（             ） 
 

問１０ あなたの年齢・性別をお答えください 

このアンケートは、食育の推進のため市民の皆様の「食育」への意識等を

知るために行います。このアンケート結果は食育推進の目的以外に使うこと

はありません。ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

    歳    女 ・ 男 

 

ご協力ありがとうございました 

１ 受けている                 2 受けていない 

（１）スーパーマーケット       （２）コンビニエンスストア 

（３）百貨店（デパート）       （４）その他の商店 

（５）ファミリーレストラン      （６）飲食店（ファミリーレストラン以外） 

（７）社員食堂や学生食堂       （８）職場や学校の講習会や広報 

（９）保健所や市町村の講習会や広報  （10）シンポジウムなどのイベント 

（11）新聞              （12）雑誌・本 

（13）テレビ             （14）電車の中吊り広告、広報ポスター 

（15）インターネット（ホームページ） （16）その他（           ） 

 

豊中市健康福祉部健康支援室 

 

青年・壮年・中年・高年期対象 
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３ 各事業の進行状況 
   

１、行政の取り組み 

                 ２、教育・保育の取り組み 

                 ３、地域社会の取り組み 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今後の方向性」欄の記号の見方 

 

  ◎ → 充実：今後さらに積極的に取り組む予定  

  ○ → 継続：今後も同様に取り組む予定  

  △ → 縮小：規模などを縮小して今後も取り組む予定  

  ― → 廃止：21 年度で終了するもの  

  完 → 完了：単年度事業、期間の決まっている事業など、 

当初の予定どおり 21 年度で終了するもの   
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１．行政の取り組み      
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関
す

る
情

報
に

つ
い

て
も

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

た
い

。
○

5
情

報
誌

等
の

発
行

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
●

●

妊
娠

が
わ

か
っ

て
か

ら
就

学
前

ま
で

の
子

育
て

情
報

を
掲

載
し

た
「

子
育

て
サ

ー
ビ

ス
ガ

イ
ド

」
、

公
立

保
育

所
・

民
間

保
育

園
・

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

情
報

を
掲

載
し

た
子

育
て

マ
ッ

プ
”

て
く

て
く

”
を

発
行

し
、

離
乳

食
講

座
・

食
の

講
座

の
情

報
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

子
育

て
サ

ー
ビ

ス
ガ

イ
ド

8
,5

0
0

部
”

て
く

て
く

”
2

5
,0

0
0

部

講
座

な
ど

の
食

育
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

た
い

。
○

6
給

食
の

献
立

表
と

給
食

だ
よ

り
の

配
布

障
害

福
祉

課
●

●
●

栄
養

士
に

よ
る

食
育

に
関

す
る

情
報

を
掲

載
し

て
い

ま
す

。
毎

月
１

回
食

育
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

ま
す

。
○

7
食

育
推

進
の

た
め

の
安

全
・

安
心

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
発

行
健

康
支

援
室

＊
●

●
●

●
●

●
●

食
に

ま
つ

わ
る

様
〄

な
活

動
を

衛
生

的
に

行
な

い
、

食
中

每
発

生
を

防
ぐ

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

食
育

活
動

を
継

続
的

に
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

た
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

発
行

し
ま

し
た

。

5
,0

0
0

部
発

行
関

係
機

関
・

団
体

・
個

人
に

 2
,6

2
6

部
配

布

地
域

の
お

祭
り

等
で

活
用

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

残
部

は
今

後
も

配
布

し
て

い
き

ま
す

。

完

出 版 物

事
業

等
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

映 像

8
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

番
組

「
か

た
ら

い
プ

ラ
ザ

」
広

報
広

聴
課

●
●

●
●

●
●

●
市

広
報

番
組

「
か

た
ら

い
プ

ラ
ザ

」
を

企
画

・
制

作
し

、
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

で
放

送
し

て
い

ま
す

。

年
間

5
2

本
放

送
(詳

細
)

5
月

放
送

な
ん

で
も

調
査

隊
「

食
育

推
進

計
画

、
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
、

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
募

集
」

6
月

放
送

特
集

「
み

ん
な

で
考

え
る

食
育

」

食
育

だ
け

で
な

く
健

や
か

親
子

2
1

に
関

す
る

情
報

を
発

信
し

て
い

ま
す

。
今

後
も

定
期

的
に

番
組

で
取

り
上

げ
、

食
や

生
活

リ
ズ

ム
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
た

い
。

○

9
く

ら
し

か
ん

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
く

ら
し

か
ん

●
●

●
●

●
●

●

平
成

１
４

年
度

に
生

活
情

報
関

連
シ

ス
テ

ム
（

く
ら

し
ネ

ッ
ト

）
を

大
幅

に
見

直
し

、
く

ら
し

か
ん

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

(く
ら

し
ネ

ッ
ト

)に
よ

り
、

消
貹

生
活

情
報

を
提

供
し

て
い

ま
す

。

平
成

2
0

年
度

よ
り

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

一
部

に
入

り
形

式
が

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
ま

し
た

が
、

引
き

続
き

消
貹

生
活

情
報

を
提

供
し

て
い

ま
す

。

食
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
も

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

た
い

。
○

1
0

子
育

て
支

援
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
●

豊
中

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

子
育

て
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
公

開
す

る
と

と
も

に
、

最
新

情
報

を
定

期
的

に
更

新
し

て
い

ま
す

。

各
セ

ン
タ

ー
月

1
回

更
新

講
座

な
ど

の
食

育
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
豊

中
市

公
式

携
帯

サ
イ

ト
か

ら
も

情
報

発
信

し
て

い
き

ま
す

。

◎

1
1

ふ
く

し
ね

っ
と

　
と

よ
な

か
地

域
福

祉
課

社
会

福
祉

協
議

会
●

●
●

●
●

●
●

豊
中

市
の

福
祉

や
健

康
に

関
す

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
情

報
を

は
じ

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
地

域
福

祉
活

動
情

報
、

介
護

保
険

や
福

祉
関

連
の

民
間

事
業

者
情

報
な

ど
を

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

平
成

2
1

年
度

ア
ク

セ
ス

数
2

9
3

,6
9

7

市
民

へ
の

情
報

提
供

の
場

と
し

て
、

継
続

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

○

1
2

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
健

康
食

生
活

応
援

」
健

康
支

援
室

●
●

●
●

●
●

●

健
康

づ
く

り
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
を

目
的

に
平

成
1

8
年

6
月

に
立

ち
上

げ
、

生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
メ

ニ
ュ

ー
の

提
供

等
を

行
っ

て
い

ま
す

。

食
育

に
関

す
る

講
座

等
の

ご
案

内
を

随
時

行
な

い
ま

し
た

。

食
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

場
と

し
て

活
用

し
て

い
き

ま
す

。
○

1
3

く
ら

し
の

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

く
ら

し
か

ん
●

●
●

●
●

●
●

食
に

関
す

る
図

書
・

ビ
デ

オ
等

の
閲

覧
・

貸
出

を
行

っ
て

い
ま

す
。

平
成

2
1

年
度

を
も

っ
て

事
業

終
了

常
に

最
新

の
情

報
を

ビ
デ

オ
や

図
書

で
提

供
し

て
い

く
こ

と
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

講
座

を
通

じ
て

そ
の

時
の

最
新

情
報

を
正

し
く

正
確

に
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

－

相 談 対 応 ・ 指 導

1
4

関
連

資
料

提
供

、
読

書
振

興
岡

町
図

書
館

●
●

●
●

●
●

●

①
食

育
に

関
す

る
図

書
や

資
料

・
情

報
の

収
集

と
提

供
・

相
談

を
行

っ
て

い
ま

す
。

②
食

育
へ

の
関

心
を

深
め

て
い

く
た

め
関

連
資

料
の

展
示

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

乳
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

幅
広

い
世

代
に

対
す

る
資

料
の

提
供

が
で

き
ま

す
。

継
続

し
て

取
り

組
み

を
お

こ
な

い
ま

す
。

○

イ ン タ ー ネ ッ ト 図 書

事
業

等
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
5

教
育

相
談

・
支

援
事

業
豊

中
人

権
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

●
●

①
子

ど
も

に
関

す
る

相
談

全
般

を
行

っ
て

い
ま

す
。

②
学

校
、

家
庩

、
地

域
に

お
け

る
生

活
の

相
談

事
の

解
決

を
支

援
し

て
い

ま
す

。

教
育

相
談

　
2

4
8

回
子

育
て

相
談

　
8

8
2

回
計

　
1

,5
4

1
人

食
に

関
す

る
こ

と
も

含
め

、
幅

広
い

相
談

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○

1
6

福
祉

な
ん

で
も

相
談

窓
口

地
域

福
祉

課
●

●
●

●
●

●
●

（
社

会
福

祉
協

議
会

に
委

託
）

校
区

の
福

祉
委

員
会

と
民

生
・

児
童

委
員

が
連

携
し

て
「

福
祉

な
ん

で
も

相
談

」
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

平
成

2
2

年
4

月
現

在
3

6
か

所
に

て
開

設
各

校
区

の
相

談
窓

口
と

し
て

今
後

も
必

要
で

す
。

○

1
7

給
食

時
の

指
導

障
害

福
祉

課
●

●
●

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
に

努
め

て
い

ま
す

。
毎

日
実

施
給

食
か

ら
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

○

1
8

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
・

ケ
ア

ホ
ー

ム
で

の
相

談
障

害
福

祉
課

●
●

●
●

共
同

生
活

を
行

う
住

居
で

、
相

談
や

入
浴

、
排

泄
、

食
事

等
生

活
上

の
援

助
や

介
護

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

毎
日

実
施

世
話

人
対

象
講

話
1

回
1

5
人

世
話

人
対

象
調

理
実

習
1

回
1

5
人

規
則

正
し

い
食

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
○

1
9

障
害

者
通

所
施

設
、

生
活

介
護

事
業

所
で

の
食

事
提

供
時

に
お

け
る

情
報

提
供

障
害

福
祉

課
●

●
●

専
門

職
員

が
個

〄
人

の
障

害
に

応
じ

た
工

夫
を

す
る

と
共

に
、

そ
の

内
容

を
家

族
に

情
報

提
供

す
る

こ
と

で
、

摂
取

す
る

食
材

や
食

事
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
場

面
の

多
様

化
を

促
し

て
い

ま
す

。

毎
日

実
施

保
護

者
対

象
給

食
試

食
会

1
回

5
人

食
育

に
関

す
る

情
報

や
、

食
の

大
切

さ
を

伝
え

る
こ

と
で

、
生

活
習

慣
病

な
ど

を
予

防
し

、
健

康
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

○

2
0

母
子

健
康

手
帱

交
付

時
の

指
導

健
康

支
援

室
●

母
子

健
康

手
帱

交
付

時
に

お
い

て
、

食
に

関
す

る
知

識
の

普
及

や
相

談
に

応
じ

て
い

ま
す

。
母

子
健

康
手

帱
3

,7
4

5
件

交
付

中
、

3
,4

1
2

件
指

導
。

個
別

の
状

況
に

合
わ

せ
た

指
導

や
助

言
の

機
会

と
な

っ
て

い
ま

す
。

食
育

の
目

標
に

合
致

し
て

お
り

、
食

育
推

進
に

活
用

で
き

る
機

会
で

す
。

○

2
1

妊
産

婦
・

乳
幼

児
電

話
相

談
健

康
支

援
室

●
●

①
妊

産
婦

・
乳

幼
児

の
保

護
者

等
の

電
話

に
よ

る
相

談
に

対
し

て
、

保
健

師
、

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
、

助
産

師
等

が
相

談
に

応
じ

て
い

ま
す

。
②

健
診

後
に

育
児

状
況

な
ど

確
認

が
必

要
と

思
わ

れ
る

対
象

者
に

対
し

保
健

師
等

か
ら

電
話

に
よ

る
保

健
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。

延
べ

6
,1

2
6

人
。

個
別

の
状

況
に

合
わ

せ
た

指
導

や
助

言
の

機
会

と
な

っ
て

い
ま

す
。

食
育

の
目

標
に

合
致

し
て

お
り

、
食

育
推

進
に

活
用

で
き

る
機

会
で

す
。

○

相 談 対 応 ・ 指 導

事
業

等
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
2

育
児

相
談

健
康

支
援

室
●

①
各

健
診

や
電

話
相

談
な

ど
で

相
談

を
希

望
し

た
り

、
必

要
と

思
わ

れ
る

対
象

者
に

案
内

し
、

３
会

場
で

１
～

２
回

／
月

ず
つ

実
施

。
保

健
師

・
栄

養
士

・
保

育
士

が
相

談
に

応
じ

ま
す

。
②

地
域

の
校

区
福

祉
委

員
会

や
保

育
所

な
ど

と
連

携
し

た
地

区
育

児
相

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

①
育

児
相

談
開

催
回

数
 4

9
回

参
加

者
数

 延
べ

2
8

1
人

②
地

区
育

児
相

談
開

催
回

数
 1

4
7

回
参

加
者

数
 延

べ
9

4
8

人

個
別

の
状

況
に

合
わ

せ
た

指
導

や
助

言
の

機
会

と
な

っ
て

い
ま

す
。

食
育

の
目

標
に

合
致

し
て

お
り

、
食

育
推

進
に

活
用

で
き

る
機

会
で

す
。

○

2
3

ア
レ

ル
ギ

ー
講

演
会

健
康

支
援

室
●

●
●

●

専
門

医
師

が
ぜ

ん
息

・
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
な

ど
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
に

つ
い

て
講

話
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

必
要

に
応

じ
保

健
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。

開
催

回
数

 3
回

参
加

者
数

 延
べ

7
5

人

ア
レ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

普
及

す
る

場
と

な
っ

て
い

ま
す

。
受

講
者

数
が

減
尐

傾
向

に
て

、
受

講
者

を
増

や
す

工
夫

が
必

要
で

す
。

○

2
4

健
康

相
談

健
康

支
援

室
●

●
●

生
活

習
慣

病
予

防
・

介
護

予
防

・
歯

・
栄

養
・

心
な

ど
健

康
に

関
す

る
相

談
に

電
話

や
面

接
で

応
じ

て
い

ま
す

。
 ①

面
接

相
談

（
糖

尿
病

、
病

態
別

食
生

活
、

歯
科

、
リ

ハ
ビ

リ
相

談
な

ど
）

 ②
電

話
相

談

実
施

回
数

 3
,7

4
2

回
実

施
人

数
 1

0
,7

1
2

人

健
康

に
関

す
る

相
談

に
お

い
て

食
育

は
常

に
付

随
し

て
い

ま
す

。
健

康
保

持
増

進
に

む
け

適
切

な
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

○

2
5

○
１

歳
８

か
月

の
ぴ

か
り

ち
ゃ

ん
歯

科
相

談
○

「
２

歳
の

に
こ

り
ち

ゃ
ん

歯
科

健
診

」
○

「
パ

パ
・

マ
マ

歯
科

相
談

」

健
康

支
援

室
●

●
●

1
歳

６
か

月
児

健
診

の
結

果
ハ

イ
リ

ス
ク

と
判

定
さ

れ
た

幼
児

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
個

別
相

談
や

健
診

を
、

３
会

場
で

実
施

し
て

い
ま

す
。

①
ぴ

か
り

ち
ゃ

ん
 2

4
回

1
,1

0
2

人
②

に
こ

り
ち

ゃ
ん

 2
4

回
1

,0
4

2
人

③
パ

パ
マ

マ
歯

科
相

談
 2

4
回

2
0

5
人

食
育

推
進

の
目

標
に

沿
っ

た
内

容
の

事
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○

2
6

妊
産

婦
・

乳
幼

児
訪

問
指

導
健

康
支

援
室

●
●

必
要

と
認

め
ら

れ
た

人
に

対
し

保
健

師
ま

た
は

助
産

師
・

栄
養

士
等

が
家

庩
訪

問
を

行
い

、
個

〄
の

状
態

に
応

じ
た

保
健

指
導

や
必

要
な

援
助

を
行

っ
て

い
ま

す
。

訪
問

件
数

　
延

べ
3

,5
1

2
人

食
育

の
目

標
に

合
致

し
た

指
導

・
助

言
を

行
っ

て
い

ま
す

。
○

2
7

4
か

月
児

・
1

歳
6

か
月

児
・

3
歳

6
か

月
児

健
診

時
の

保
健

指
導

健
康

支
援

室
●

①
4

か
月

児
健

診
で

は
、

第
1

子
に

対
し

て
離

乳
食

な
ど

に
つ

い
て

集
団

指
導

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

栄
養

士
や

保
健

師
な

ど
に

よ
る

個
別

の
相

談
や

保
健

指
導

も
行

な
っ

て
い

ま
す

。
②

1
歳

6
か

月
児

健
診

及
び

3
歳

6
か

月
児

健
診

で
は

、
栄

養
士

や
保

健
師

な
ど

が
相

談
や

保
健

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

①
4

か
月

児
健

康
診

査
　

　
開

催
回

数
 4

8
回

　
　

受
診

者
数

 3
,3

4
8

人
②

1
歳

6
か

月
健

康
診

査
　

　
開

催
回

数
 4

8
回

　
　

受
診

者
数

 3
,3

4
1

人
　

3
歳

6
か

月
健

康
診

査
　

　
開

催
回

数
 3

0
回

　
　

受
診

者
数

 3
,0

3
2

人

食
育

の
目

標
に

合
致

し
た

指
導

・
助

言
を

行
っ

て
い

ま
す

。
健

診
の

受
診

率
が

高
い

こ
と

か
ら

、
食

育
推

進
の

た
め

に
活

用
で

き
る

場
と

考
え

ま
す

。

○

事
業

等

相 談 対 応 ・ 指 導
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
8

歯
科

健
診

時
の

保
健

指
導

健
康

支
援

室
●

●
●

歯
科

医
師

や
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
相

談
や

保
健

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

食
を

支
え

る
お

口
の

健
康

の
維

持
増

進
に

効
果

が
あ

り
、

継
続

の
必

要
性

が
あ

り
ま

す
。

○

2
9

骨
粗

し
ょ

う
症

検
査

時
の

保
健

指
導

健
康

支
援

室
●

●
●

●
1

8
歳

以
上

の
女

性
を

対
象

に
、

骨
密

度
測

定
（

集
団

検
診

）
を

行
っ

て
い

ま
す

。
○

超
音

波
に

よ
る

か
か

と
の

測
定

1
0

回
 9

2
5

人
受

診
若

年
層

で
未

受
診

の
人

に
勧

奨
し

た
い

。
○

3
0

訪
問

指
導

健
康

支
援

室
●

●
●

保
健

師
・

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
・

歯
科

衛
生

士
・

栄
養

士
が

家
庩

を
訪

問
し

、
介

護
や

療
養

方
法

、
健

康
管

理
に

必
要

な
事

頄
を

指
導

し
て

い
ま

す
。

実
人

数
1

2
5

人
、

延
べ

人
数

6
6

3
人

寝
た

き
り

、
閉

じ
こ

も
り

、
介

護
家

族
に

対
す

る
訪

問
が

多
く

な
る

現
状

が
あ

り
、

食
に

関
す

る
問

題
は

常
に

付
随

し
て

い
ま

す
。

健
康

保
持

・
増

進
に

向
け

必
要

な
援

助
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○

3
1

口
腔

ケ
ア

訪
問

健
康

支
援

室
●

●
●

●
●

●
●

歯
科

衛
生

士
が

訪
問

し
、

要
介

護
者

や
そ

の
家

族
、

介
護

ス
タ

ッ
フ

等
に

歯
科

保
健

に
関

す
る

知
識

や
手

法
を

説
明

・
指

導
し

ま
す

。
実

人
員

3
1

人
、

延
べ

4
9

4
人

実
施

要
介

護
状

態
の

方
の

食
を

支
え

る
お

口
の

健
康

づ
く

り
に

つ
い

て
は

見
過

ご
さ

れ
が

ち
で

あ
り

、
今

後
も

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
対

応
し

て
ゆ

く
必

要
性

が
あ

り
ま

す
。

○

3
2

骨
密

度
測

定
時

の
保

健
指

導
保

険
給

付
課

●
●

●
●

健
康

展
参

加
市

民
を

対
象

に
、

市
民

が
自

己
の

健
康

管
理

を
す

る
た

め
の

支
援

と
し

て
骨

密
度

測
定

及
び

保
健

師
に

よ
る

指
導

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

開
催

回
数

 1
回

参
加

者
数

 2
1

7
人

市
民

が
自

己
の

健
康

管
理

を
す

る
た

め
の

支
援

が
で

き
ま

す
。

○

3
3

人
間

ﾄ
ﾞ
ｯ
ｸ
受

診
時

の
保

健
指

導
保

険
給

付
課

●
●

●
人

間
ﾄ
ﾞ
ｯ
ｸ
受

診
対

象
者

（
2

0
年

度
よ

り
3

0
歳

以
上

7
4

歳
以

下
）

に
対

し
、

医
療

機
関

が
個

別
指

導
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

人
間

ド
ッ

ク
 1

,3
1

4
人

脳
ド

ッ
ク

 1
0

4
人

セ
ッ

ト
(人

間
ド

ッ
ク

＋
脳

ド
ッ

ク
）

1
,1

8
1

人

医
療

機
関

が
個

別
指

導
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

疾
病

の
予

防
、

健
康

管
理

が
で

き
ま

す
。

○

3
4

特
定

健
診

健
康

支
援

室
●

●
●

●

平
成

2
0

年
度

よ
り

医
療

保
険

者
に

、
被

保
険

者
及

び
被

扶
養

者
（

い
ず

れ
も

4
0

歳
～

7
4

歳
）

を
対

象
と

す
る

健
診

・
保

健
指

導
の

実
施

が
義

務
付

け
さ

れ
ま

し
た

。

個
別

健
診

 1
4

,1
4

6
人

集
団

健
診

 1
,8

3
8

人
人

間
ド

ッ
グ

 1
,8

4
5

人

受
診

率
向

上
に

取
り

組
み

ま
す

。
○

事
業

等

相 談 対 応 ・ 指 導
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

3
5

特
定

保
健

指
導

健
康

支
援

室
●

●
●

●

特
定

健
診

を
受

診
し

た
結

果
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

や
そ

の
予

備
群

と
判

定
し

た
人

に
対

し
て

、
生

活
習

慣
を

振
り

返
り

、
そ

の
改

善
に

つ
な

げ
る

た
め

の
特

定
保

健
指

導
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

参
加

者
数

　
4

6
5

人
　

動
機

づ
け

支
援

　
4

1
1

人
　

積
極

的
支

援
　

5
4

人

参
加

数
は

増
加

傾
向

。
食

事
な

ど
の

生
活

習
慣

を
か

え
る

支
援

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

◎

3
6

子
育

て
つ

ど
い

の
広

場
事

業
で

の
相

談
子

育
て

支
援

課
●

つ
ど

い
の

広
場

に
お

い
て

、
乳

幼
児

を
持

つ
親

と
そ

の
子

ど
も

が
集

う
場

所
の

提
供

や
育

児
相

談
な

ど
を

実
施

し
、

地
域

の
子

育
て

支
援

の
充

実
を

は
か

っ
て

い
ま

す
。

「
あ

っ
ぷ

る
ガ

ー
デ

ン
」

で
伝

承
野

菜
・

草
花

栽
培

・
収

穫
な

ど
も

し
て

い
ま

す
。

（
（

特
活

）
大

阪
国

際
文

化
協

会
に

委
託

）

利
用

人
数

延
べ

5
,1

5
9

人
あ

っ
ぷ

る
ガ

ー
デ

ン
で

の
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
ゴ

ー
ヤ

を
題

材
に

エ
コ

ラ
イ

フ
を

提
唱

す
る

こ
と

も
行

い
ま

し
た

。

「
あ

っ
ぷ

る
ガ

ー
デ

ン
」

に
よ

っ
て

、
草

花
、

野
菜

の
栽

培
に

関
心

を
持

つ
親

子
は

多
い

。
自

宅
の

近
く

で
プ

ラ
ン

タ
ー

や
畑

に
野

菜
を

育
て

る
人

も
い

ま
し

た
。

食
育

の
役

割
を

果
た

し
て

い
ま

す
。

○

3
7

放
課

後
こ

ど
も

ク
ラ

ブ
で

の
指

導
子

育
て

支
援

課
●

放
課

後
、

帰
宅

し
て

も
保

護
者

が
仕

事
な

ど
で

家
庩

に
丌

在
の

市
立

小
学

校
の

１
年

生
か

ら
３

年
生

（
支

援
学

級
在

籍
の

児
童

及
び

本
市

に
居

住
す

る
支

援
学

校
在

籍
の

児
童

は
６

年
生

）
ま

で
の

児
童

の
健

全
育

成
を

は
か

っ
て

い
ま

す
。

三
季

休
業

期
間

中
（

春
・

夏
・

冬
休

み
）

の
昼

食
（

弁
当

）
及

び
毎

日
の

お
や

つ
時

に
手

洗
い

着
席

等
の

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

生
活

リ
ズ

ム
を

整
え

る
と

と
も

に
、

食
事

前
の

手
洗

い
、

食
事

中
の

着
席

等
の

習
慣

づ
け

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○

3
8

育
児

支
援

家
庩

訪
問

事
業

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
●

児
童

の
養

育
支

援
が

必
要

で
あ

り
な

が
ら

、
自

ら
支

援
を

求
め

て
行

く
こ

と
が

困
難

な
状

況
に

あ
る

家
庩

に
対

し
て

、
家

庩
に

訪
問

し
育

児
に

関
す

る
相

談
や

助
言

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

訪
問

件
数

 6
3

件
1

0
6

回

食
育

に
関

す
る

質
問

、
相

談
が

あ
っ

た
場

合
に

随
時

対
応

し
、

食
育

に
関

す
る

正
し

い
情

報
を

理
解

し
て

も
ら

う
場

と
し

て
い

ま
す

。

○

3
9

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

事
業

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
●

育
児

、
食

育
、

健
康

な
ど

に
つ

い
て

の
相

談
指

導
（

電
話

、
面

接
、

訪
問

、
出

前
相

談
）

を
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

域
支

援
保

育
士

が
行

っ
て

い
ま

す
。

相
談

内
容

件
数

 1
5

,9
4

5
件

食
育

に
関

す
る

質
問

、
相

談
が

あ
っ

た
場

合
に

随
時

対
応

し
、

食
育

に
関

す
る

正
し

い
情

報
を

理
解

し
て

も
ら

う
場

と
し

て
い

ま
す

。

○

4
0

子
育

て
心

の
悩

み
相

談
事

業
こ

ど
も

家
庩

相
談

室
●

子
育

て
の

悩
み

や
丌

安
、

子
ど

も
の

心
身

の
発

達
に

関
す

る
相

談
を

受
け

、
必

要
な

場
合

は
支

援
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

ぐ
た

め
の

調
整

を
行

っ
て

い
ま

す
。

2
3

0
件

食
育

に
関

す
る

質
問

、
相

談
が

あ
っ

た
場

合
に

随
時

対
応

し
、

食
育

に
関

す
る

正
し

い
情

報
を

理
解

し
て

も
ら

う
場

と
し

て
い

ま
す

。

○

4
1

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
事

業
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

＊
●

生
後

4
ヶ

月
ま

で
の

乳
児

の
い

る
全

て
の

家
庩

を
訪

問
し

、
授

乳
状

況
な

ど
親

子
の

心
身

の
状

況
の

把
握

、
お

よ
び

助
言

を
行

う
。

ま
た

、
子

育
て

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
。

訪
問

人
数

 3
,5

0
9

人
離

乳
食

講
座

な
ど

を
知

ら
せ

て
い

き
ま

す
。

○

相 談 対 応 ・ 指 導

事
業

等
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

4
2

個
人

栄
養

食
事

指
導

事
業

市
立

豊
中

病
院

栄
養

管
理

課
●

●
●

●
●

●
●

医
師

の
指

示
に

よ
る

、
疾

病
別

の
個

人
栄

養
食

事
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。
指

導
人

数
 1

,6
2

2
人

食
事

療
法

に
つ

い
て

正
し

い
理

解
を

し
て

も
ら

う
事

で
、

治
療

の
一

助
と

し
て

も
ら

う
よ

う
し

て
い

ま
す

。

○

4
3

ふ
れ

あ
い

看
護

で
の

相
談

事
業

等
市

立
豊

中
病

院
看

護
部

●
●

●
●

●
●

●

①
看

護
の

日
イ

ベ
ン

ト
を

行
っ

て
い

ま
す

。
②

栄
養

管
理

課
で

は
各

種
生

活
習

慣
病

の
食

事
に

よ
る

予
防

及
び

治
療

に
つ

い
て

の
パ

ネ
ル

展
示

、
骨

密
度

測
定

･
血

糖
測

定
･
体

脂
肪

測
定

後
の

異
常

値
が

出
た

方
へ

の
無

料
栄

養
相

談
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。

開
催

回
数

 １
回

相
談

人
数

 2
4

人

各
種

生
活

習
慣

病
に

関
す

る
相

談
が

多
く

、
食

生
活

改
善

に
反

映
さ

せ
て

も
ら

え
る

よ
う

相
談

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○

4
4

環
境

情
報

サ
ロ

ン
に

お
け

る
情

報
提

供
等

業
務

環
境

政
策

室
●

●
●

●
●

●
●

（
N

P
O

法
人

と
よ

な
か

市
民

環
境

会
議

ア
ジ

ェ
ン

ダ
2

1
に

委
託

）
①

環
境

関
連

の
図

書
・

雑
誌

の
閲

覧
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
て

環
境

関
連

情
報

の
発

信
・

提
供

・
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

。
②

講
座

の
開

催
。

情
報

交
流

の
場

の
提

供
。

来
館

者
数

 3
,8

5
3

人

環
境

関
連

情
報

（
食

に
関

す
る

こ
と

含
む

）
の

発
信

・
提

供
・

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

ま
す

。

○

4
5

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
ほ

っ
ぺ

事
業

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
●

①
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
統

拢
す

る
中

核
施

設
と

し
て

、
子

ど
も

の
視

点
に

立
っ

た
子

ど
も

施
策

の
企

画
調

整
、

子
育

ち
・

子
育

て
情

報
の

受
発

信
や

相
談

、
子

育
て

講
座

(手
づ

く
り

お
や

つ
講

座
）

、
地

域
の

子
育

て
支

援
す

る
人

材
の

育
成

等
を

行
い

、
さ

ま
ざ

ま
な

子
育

ち
・

子
育

て
支

援
活

動
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
ま

す
。

②
地

域
福

祉
計

画
の

保
健

・
福

祉
・

医
療

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

全
市

的
な

子
育

て
支

援
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

進
め

て
い

ま
す

。

プ
レ

イ
ル

ー
ム

利
用

人
数

1
2

,0
3

5
組

2
5

,6
0

8
人

親
子

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
確

保
や

、
食

育
に

関
心

を
も

つ
効

果
が

あ
り

ま
す

。
○

4
6

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

●

①
6

ヶ
所

の
地

域
の

子
育

て
拠

点
施

設
と

し
て

、
子

育
て

相
談

、
情

報
提

供
、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

育
成

、
遊

び
や

交
流

の
場

の
提

供
等

を
行

っ
て

い
ま

す
。

②
地

域
支

援
保

育
士

と
と

も
に

、
「

地
域

福
祉

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

子
ど

も
部

会
」

を
運

営
、

住
民

や
関

係
機

関
・

団
体

と
の

連
携

の
も

と
地

域
の

子
育

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

①
地

域
支

援
セ

ン
タ

ー
8

カ
所

の
プ

レ
イ

ル
ー

ム
利

用
人

数
1

6
,2

6
4

組
3

5
,5

9
0

人

親
子

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
確

保
や

、
食

育
に

関
心

を
も

つ
効

果
が

あ
り

ま
す

。
○

相 談 対 応 ・ 指 導

事
業

等

総 合 的 情 報 提 供
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

4
7

子
育

て
支

援
事

業
あ

そ
び

の
広

場

豊
中

人
権

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
●

●

来
館

す
る

子
ど

も
た

ち
が

菜
園

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

「
作

る
」

「
育

て
る

」
「

食
べ

る
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
し

た
体

験
を

通
じ

、
自

分
の

身
体

や
生

命
を

大
切

に
す

る
こ

と
を

学
び

ま
す

。

実
施

回
数

 1
0

回
参

加
者

数
 2

2
5

人

菜
園

活
動

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
子

ど
も

も
お

り
、

食
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

提
供

で
き

て
い

ま
す

。

○

4
8

子
育

て
支

援
事

業
親

子
教

室
・

轟
レ

イ
ン

ボ
ー

ク
ラ

ブ
親

子
交

流
会

豊
中

人
権

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
●

●

菜
園

活
動

で
収

穫
し

た
食

材
を

使
っ

て
調

理
を

し
な

が
ら

人
と

の
交

流
を

深
め

た
り

、
会

食
を

通
し

、
支

え
あ

え
る

仲
間

づ
く

り
を

支
援

し
ま

す
。

実
施

回
数

 4
回

参
加

者
数

 1
1

9
人

様
〄

な
人

と
交

流
し

な
が

ら
お

い
し

く
、

楽
し

く
食

事
す

る
場

と
な

っ
て

い
ま

す
。

○

4
9

さ
さ

え
あ

い
参

加
型

食
事

会
豊

中
人

権
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

●
●

園
芸

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
育

て
た

老
人

憩
の

家
の

作
物

や
身

近
な

食
材

で
成

人
病

予
防

等
健

康
管

理
･
高

齢
者

等
の

食
事

に
配

慮
し

た
調

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

調
理

を
学

び
皆

で
会

食
し

て
い

ま
す

。

実
施

回
数

 2
1

回
参

加
者

数
 7

8
9

人

月
2

回
の

会
食

を
楽

し
み

な
が

ら
、

調
理

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
地

域
の

高
齢

者
の

交
流

の
場

と
な

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

の
必

要
が

あ
り

ま
す

。
野

菜
く

ず
や

残
菜

は
堆

肥
と

し
て

園
芸

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
活

用
し

て
い

ま
す

。

○

5
0

給
食

障
害

福
祉

課
●

●
●

①
お

い
し

く
、

安
全

に
、

仲
間

と
楽

し
く

食
事

を
す

る
場

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
②

季
節

の
行

事
食

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
毎

日
実

施
仲

間
と

共
に

季
節

感
の

あ
る

食
事

を
と

る
こ

と
で

、
心

豊
か

な
生

活
が

で
き

ま
す

。
○

5
1

収
穫

体
験

障
害

福
祉

課
＊

●
●

●
地

域
の

方
か

ら
の

招
待

で
、

施
設

通
所

者
が

、
い

ち
ご

・
た

ま
ね

ぎ
・

じ
ゃ

が
い

も
の

収
穫

を
体

験
し

ま
し

た
。

1
回

 2
1

人

食
へ

の
関

心
を

深
め

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

持
て

る
貴

重
な

体
験

に
な

っ
た

と
考

え
ま

す
。

○

5
2

調
理

体
験

障
害

福
祉

課
●

●
●

調
理

実
習

を
体

験
し

て
い

ま
す

。
菜

園
活

動
の

収
穫

物
に

よ
る

ク
ッ

キ
ン

グ
な

ど
、

年
間

を
通

じ
て

随
時

実
施

実
際

に
調

理
に

関
わ

る
こ

と
で

食
に

関
心

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

ま
す

。
○

事
業

等

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

5
3

食
育

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

み
ん

な
で

収
穫

祭
健

康
支

援
室

●
●

●

（
N

P
O

法
人

と
よ

な
か

市
民

環
境

会
議

ア
ジ

ェ
ン

ダ
2

1
協

力
）

・
緑

と
食

品
の

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

見
学

と
「

と
よ

っ
ぴ

ー
」

製
造

の
話

・
収

穫
体

験
（

小
松

菜
、

青
梗

菜
、

さ
つ

ま
い

も
の

つ
る

な
ど

）
・

収
穫

物
を

調
理

し
て

食
事

1
回

 4
2

人

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

大
変

好
評

で
し

た
。

子
ど

も
の

体
力

を
考

慮
す

る
こ

と
と

、
定

員
を

増
や

す
こ

と
を

課
題

と
し

て
、

2
2

年
度

も
よ

り
よ

い
形

で
取

り
組

み
た

い
。

◎

5
4

施
設

見
学

広
報

広
聴

課
●

●
●

●
●

●
●

市
民

団
体

等
を

対
象

に
、

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

や
緑

と
食

品
の

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

な
ど

の
見

学
に

ご
案

内
し

て
い

ま
す

。

８
件

、
総

参
加

人
数

1
2

4
人

（
う

ち
給

食
セ

ン
タ

ー
1

件
、

給
食

セ
ン

タ
ー

＋
緑

と
食

品
の

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

1
件

、
計

2
5

人
）

食
育

に
関

す
る

施
設

を
市

民
に

見
学

し
て

も
ら

う
機

会
と

し
て

好
評

な
の

で
、

継
続

し
て

市
民

の
参

加
を

呼
び

か
け

た
い

。

○

5
5

「
親

と
子

の
遊

び
の

ひ
ろ

ば
」

パ
ン

ダ
グ

ル
ー

プ
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

●

①
2

,3
歳

の
子

ど
も

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
人

権
を

尊
重

し
た

保
育

を
基

本
に

遊
び

提
供

・
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
中

で
、

保
護

者
同

士
が

子
育

て
の

楽
し

さ
を

実
感

し
、

悩
み

を
出

し
合

う
場

を
も

ち
、

保
育

所
と

と
も

に
地

域
の

中
で

つ
な

が
っ

て
い

け
る

子
育

て
支

援
を

し
て

い
ま

す
。

②
パ

ン
ダ

グ
ル

ー
プ

の
中

で
、

大
勢

の
子

ど
も

と
と

も
に

保
育

所
の

給
食

経
験

を
行

う
こ

と
で

食
事

の
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
い

ま
す

。

②
「

親
と

子
の

遊
び

の
広

場
」

パ
ン

ダ
グ

ル
ー

プ
6

6
0

組

栄
養

の
バ

ラ
ン

ス
や

一
緒

に
食

べ
る

こ
と

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
の

楽
し

さ
を

伝
え

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
食

品
の

安
全

性
に

関
す

る
意

識
の

増
進

に
つ

な
が

り
ま

す
。

○

5
6

青
尐

年
野

外
活

動
事

業
青

尐
年

課
●

●

共
同

で
野

外
活

動
を

す
る

中
で

食
事

を
通

し
た

交
流

を
行

い
ま

し
た

。
①

創
作

キ
ャ

ン
プ

（
小

学
3

、
4

年
）

②
ジ

ュ
ニ

ア
サ

マ
ー

キ
ャ

ン
プ

（
小

学
5

、
6

年
）

③
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
プ

（
小

学
3

、
4

年
）

④
フ

ァ
ミ

リ
ー

キ
ャ

ン
プ

（
小

学
生

と
そ

の
家

族
）

⑤
キ

ャ
ン

ピ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
（

小
学

3
、

4
年

）
⑥

サ
イ

ク
リ

ン
グ

（
中

学
生

）

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

委
託

　
（

キ
ャ

ン
プ

名
：

参
加

人
数

）
①

創
作

キ
ャ

ン
プ

：
3

4
人

　
②

ジ
ュ

ニ
ア

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
：

2
9

人
　

③
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
プ

：
4

0
人

　
④

フ
ァ

ミ
リ

ー
キ

ャ
ン

プ
：

2
8

人
　

⑤
キ

ャ
ン

ピ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
：

3
8

人
⑥

サ
イ

ク
リ

ン
グ

：
1

3
人

応
募

も
あ

り
、

定
例

の
事

業
と

し
て

実
施

し
た

い
。

食
事

の
前

の
歌

や
準

備
な

ど
一

緒
に

す
る

こ
と

で
交

流
が

よ
く

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

○

事
業

等

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

5
7

青
尐

年
自

然
の

家
主

催
事

業
（

宿
泊

事
業

）
青

尐
年

課
●

 小
学

生
を

対
象

と
し

た
野

外
活

動
事

業
を

実
施

。
（

9
月

と
1

0
月

）
竹

で
作

っ
た

食
器

（
箸

、
コ

ッ
プ

）
を

使
用

し
た

り
、

お
祭

り
の

夜
店

（
お

で
ん

屋
、

ク
レ

ー
プ

屋
な

ど
）

を
子

ど
も

た
ち

で
話

し
合

っ
て

企
画

し
た

り
し

ま
し

た
。

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

委
託

①
お

ま
つ

り
キ

ャ
ン

プ
(1

泊
2

日
) 

参
加

者
数

 5
0

人
②

わ
っ

ぱ
る

妖
怪

冒
険

キ
ャ

ン
プ

(1
泊

2
日

)　
参

加
者

数
 3

5
人

平
成

2
2

年
度

か
ら

、
青

尐
年

自
然

の
家

の
指

定
管

理
者

と
し

て
指

定
し

た
、

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

移
管

し
た

形
で

継
続

実
施

。

◎

5
8

青
尐

年
自

然
の

家
主

催
事

業
（

日
帰

り
事

業
）

青
尐

年
課

●
●

●
●

●
●

日
帰

り
で

気
軽

に
野

外
で

の
創

作
活

動
、

自
然

体
験

活
動

に
参

加
で

き
る

事
業

を
実

施
。

（
５

月
と

１
１

月
）

冷
蔵

庨
を

使
わ

な
い

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
作

り
や

、
た

き
火

料
理

を
行

い
ま

し
た

。

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

委
託

①
初

夏
の

里
山

オ
ー

プ
ン

フ
ェ

ス
タ

（
日

帰
り

、
2

日
）

 延
べ

参
加

者
数

2
5

7
人

②
里

山
の

秋
オ

ー
プ

ン
フ

ェ
ス

タ
（

日
帰

り
、

2
日

）
 延

べ
参

加
者

数
2

6
2

人

平
成

2
2

年
度

か
ら

、
青

尐
年

自
然

の
家

の
指

定
管

理
者

と
し

て
指

定
し

た
、

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

移
管

し
た

形
で

継
続

実
施

。

◎

5
9

三
世

代
交

流
事

業
青

尐
年

課
●

●
●

協
働

事
業

と
し

て
N

P
O

 法
人

シ
ニ

ア
自

然
大

学
と

高
齢

介
護

課
と

共
催

参
加

人
数

（
小

学
生

と
家

族
の

み
の

数
）

①
春

の
野

山
は

楽
し

い
な

 3
2

人
②

初
夏

の
里

山
で

昆
虫

と
遊

ぼ
う

3
1

人
③

み
ん

な
で

楽
し

く
川

遊
び

 3
4

人
④

秋
空

の
も

と
み

ん
な

で
遊

ぼ
う

2
7

人

小
学

生
と

そ
の

家
族

そ
し

て
お

お
む

ね
6

0
歳

以
上

の
シ

ニ
ア

の
方

と
の

食
事

を
通

し
て

交
流

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

。

○

6
0

青
尐

年
自

然
の

家
に

お
け

る
給

食
の

提
供

青
尐

年
課

●
●

●
●

●
●

青
尐

年
自

然
の

家
で

給
食

の
提

供
を

行
っ

て
い

ま
す

。
給

食
利

用
団

体
数

 1
3

2
団

体

平
成

2
2

年
度

か
ら

、
青

尐
年

自
然

の
家

の
指

定
管

理
者

と
し

て
指

定
し

た
、

N
P

O
法

人
豊

中
市

青
尐

年
野

外
活

動
協

会
に

移
管

し
た

形
で

継
続

実
施

。

○

6
1

地
域

教
育

協
議

会
（

す
こ

や
か

ネ
ッ

ト
）

地
域

教
育

振
興

課
●

●
●

●
●

●
●

中
学

校
区

を
単

位
と

し
て

、
料

理
講

習
会

を
様

〄
な

世
代

が
関

わ
り

な
が

ら
実

施
し

た
り

、
食

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

演
会

等
の

開
催

を
通

じ
て

、
世

代
を

つ
な

ぐ
事

業
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

中
学

校
区

を
単

位
と

し
て

稲
作

体
験

や
フ

ェ
ス

タ
の

中
で

食
に

つ
な

が
る

取
組

み
を

行
い

ま
し

た
。

食
育

に
関

す
る

講
演

会
等

の
取

組
み

が
今

年
度

も
予

定
さ

れ
て

お
り

、
世

代
を

つ
な

ぐ
事

業
の

１
テ

ー
マ

と
し

て
、

今
後

も
活

用
し

て
い

き
ま

す
。

○

6
2

地
域

子
ど

も
教

室
地

域
教

育
振

興
課

●

小
学

校
区

を
単

位
と

し
て

、
小

学
生

が
地

域
の

大
人

か
ら

料
理

や
マ

ナ
ー

な
ど

、
学

校
教

育
で

は
体

験
で

き
な

い
様

〄
な

こ
と

を
交

流
し

な
が

ら
学

ん
で

い
ま

す
。

小
学

校
区

を
単

位
と

し
て

小
学

生
が

地
域

の
大

人
か

ら
料

理
や

食
文

化
に

つ
い

て
の

講
義

を
受

け
る

な
ど

、
学

校
で

は
学

べ
な

い
様

〄
な

こ
と

を
交

流
し

な
が

ら
学

び
ま

し
た

。

子
ど

も
た

ち
へ

の
啓

発
に

一
定

の
効

果
が

あ
り

、
今

後
も

活
用

し
て

い
き

ま
す

。
○

事
業

等

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

6
3

市
民

農
園

農
業

委
員

会
●

●
●

●

①
募

集
か

ら
斡

旋
、

契
約

事
務

②
苦

情
処

理
③

栽
培

講
習

会
④

運
営

貹
助

成
事

務
等

　
①

～
④

の
事

業
推

進
に

よ
る

農
地

の
活

用
及

び
都

市
農

業
・

食
育

の
啓

発
を

は
か

っ
て

い
ま

す
。

1
区

画
約

1
5

㎡
を

2
3

か
月

利
用

2
9

農
園

 1
,2

6
4

区
画

住
民

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
農

園
開

設
者

と
協

議
を

し
な

が
ら

、
利

用
し

や
す

い
農

園
に

な
る

よ
う

努
め

ま
す

。

○

6
4

青
尐

年
学

習
活

動
推

進
事

業
学

習
機

会
提

供
事

業

豊
中

人
権

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
●

轟
レ

イ
ン

ボ
ー

ク
ラ

ブ
や

、
春

・
夏

休
み

に
「

ル
ン

ル
ン

・
ワ

ク
ワ

ク
教

室
」

で
お

菓
子

作
り

を
行

っ
て

い
ま

す
。

色
〄

な
食

材
に

触
れ

、
栄

養
価

や
調

理
法

を
友

達
と

楽
し

み
な

が
ら

学
び

ま
す

。

お
か

し
づ

く
り

教
室

実
施

回
数

 1
1

回
参

加
者

数
 2

2
0

人

季
節

の
食

材
の

栄
養

価
を

学
び

、
身

体
に

良
い

お
か

し
づ

く
り

を
行

っ
て

お
り

、
子

ど
も

た
ち

の
関

心
も

高
い

で
す

。

○

6
5

と
よ

な
か

市
民

環
境

展

環
境

政
策

室
、

市
民

環
境

会
議

ア
ジ

ェ
ン

ダ
２

１

●
●

●
●

●
●

●

（
豊

中
市

教
委

・
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

２
１

と
共

催
）

市
民

、
事

業
者

、
行

政
の

環
境

問
題

解
決

に
向

け
て

の
取

り
組

み
の

発
表

・
交

流
の

場
。

概
ね

、
１

２
月

第
１

も
し

く
は

第
２

週
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

と
よ

な
か

市
民

環
境

展
2

0
0

9
「

-
2

5
％

！
　

未
来

を
変

え
る

一
歩

に
」

参
加

者
数

 3
,3

0
0

人

環
境

問
題

解
決

に
向

け
て

の
取

り
組

み
の

発
表

・
交

流
の

場
で

あ
る

と
よ

な
か

市
民

環
境

展
に

お
い

て
、

市
民

の
食

に
関

す
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

も
発

表
・

交
流

を
行

い
ま

す
。

○

6
6

環
境

学
習

の
推

進
環

境
政

策
室

●
●

●
●

●
●

●

①
平

成
1

6
年

６
月

2
8

日
設

置
し

た
環

境
情

報
サ

ロ
ン

の
運

営
 。

②
交

通
環

境
学

習
の

実
施

③
市

民
・

事
業

者
な

ど
が

環
境

へ
の

理
解

を
深

め
、

環
境

に
配

慮
し

た
生

活
行

動
や

事
業

活
動

を
行

う
た

め
の

支
援

。
④

環
境

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

の
学

習
情

報
の

更
新

。
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。

環
境

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
0

9
の

開
催

参
加

者
数

　
8

6
人

②
1

0
校

２
～

6
年

1
,3

0
0

人
　

実
施

内
容

(ク
ル

マ
大

集
合

、
エ

コ
ク

イ
ズ

大
会

、
出

前
授

業
、

施
設

見
学

）
③

各
団

体
要

請
に

よ
り

出
前

講
座

を
実

施

環
境

問
題

解
決

に
向

け
て

、
次

世
代

へ
の

教
育

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
学

校
か

ら
家

庩
・

地
域

へ
の

普
及

啓
発

と
し

て
実

施
し

て
い

ま
す

。

○

6
7

エ
コ

ク
ッ

キ
ン

グ
減

量
推

進
課

●
●

●
●

料
理

に
か

か
る

す
べ

て
の

事
柄

の
ム

ダ
を

思
い

つ
く

限
り

省
く

「
も

っ
た

い
な

い
」

活
動

を
実

践
し

て
い

き
ま

す
。

2
1

年
度

は
、

未
実

施
ー

○

6
8

く
ら

し
か

ん
祭

り
く

ら
し

か
ん

●
●

●
●

●
●

●

①
消

貹
者

問
題

等
を

楽
し

く
学

ん
で

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
毎

年
統

一
テ

ー
マ

を
決

め
、

様
〄

な
催

し
を

く
ら

し
か

ん
全

体
で

行
う

消
貹

者
啓

発
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

 ②
平

成
１

０
年

度
か

ら
く

ら
し

か
ん

登
録

グ
ル

ー
プ

と
と

も
に

実
行

委
員

会
体

制
で

企
画

運
営

を
し

て
い

ま
す

。

協
力

団
体

 1
8

団
体

（
く

ら
し

か
ん

登
録

グ
ル

ー
プ

を
除

く
）

参
加

者
数

 1
,5

0
7

人

食
に

関
す

る
ブ

ー
ス

も
設

け
て

い
る

の
で

、
食

育
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。
○

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

6
9

子
ど

も
の

消
貹

者
教

育
講

座
く

ら
し

か
ん

●
小

学
生

対
象

の
消

貹
者

問
題

啓
発

講
座

の
中

で
食

に
関

す
る

講
座

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

2
回

実
施

。
内

1
回

は
、

親
子

で
ク

ッ
キ

ン
グ

を
中

央
公

民
館

と
共

催
し

、
食

育
の

推
進

を
図

っ
た

。

子
ど

も
向

け
料

理
実

習
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

実
施

予
定

で
す

。
○

7
0

く
ら

し
の

教
員

セ
ミ

ナ
ー

く
ら

し
か

ん
●

●
●

小
中

学
校

技
術

家
庩

科
教

員
対

象
の

消
貹

者
問

題
啓

発
講

座
（

年
2

回
）

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

「
人

の
味

覚
と

食
文

化
か

ら
学

ぶ
食

育
」

、
「

食
品

工
場

の
見

学
か

ら
加

工
食

品
の

製
造

過
程

を
学

ぶ
」

の
2

回
実

施
。

子
ど

も
に

近
い

教
員

向
け

に
引

き
続

き
実

施
し

て
い

き
た

い
。

○

7
1

消
貹

者
啓

発
講

座
く

ら
し

か
ん

●
●

●
●

●
●

●

①
く

ら
し

の
専

門
講

座
：

一
つ

の
テ

ー
マ

を
様

〄
な

角
度

か
ら

専
門

的
に

学
ぶ

シ
リ

ー
ズ

講
座

。
②

く
ら

し
の

一
日

講
座

：
消

貹
生

活
の

基
礎

知
識

を
学

ぶ
講

座
③

消
貹

者
月

間
行

事
：

消
貹

者
月

間
の

５
月

に
内

閣
府

の
統

一
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

行
う

啓
発

事
業

と
し

て
食

に
関

す
る

講
座

を
開

催
し

て
い

ま
す

。

①
専

門
講

座
 2

回
②

一
日

講
座

 5
回

③
月

間
行

事
 1

回

食
べ

る
こ

と
や

食
べ

る
も

の
、

食
生

活
全

般
に

関
す

る
講

座
を

実
施

し
て

い
く

。
平

成
２

２
年

５
月

に
は

、
食

品
表

示
に

関
す

る
講

座
や

パ
ネ

ル
展

を
重

点
的

に
お

こ
な

い
ま

す
。

◎

7
2

く
ら

し
の

研
究

発
表

会
く

ら
し

か
ん

●
●

●
●

●
●

●
く

ら
し

に
関

す
る

問
題

に
つ

い
て

、
調

査
・

研
究

を
し

て
い

る
消

貹
者

グ
ル

ー
プ

な
ど

に
発

表
の

機
会

の
提

供
を

毎
年

行
っ

て
い

ま
す

。

発
表

団
体

は
4

グ
ル

ー
プ

、
く

ら
し

か
ら

提
案

！
2

0
0

9
を

発
行

毎
年

実
施

し
、

食
に

関
す

る
テ

ー
マ

を
扱

っ
た

発
表

も
過

去
に

あ
り

、
引

き
続

き
実

施
し

ま
す

。

○

7
3

生
活

情
報

ひ
ろ

ば
事

業
（

市
民

啓
発

業
務

等
）

く
ら

し
か

ん
●

●
●

●
●

●
●

（
と

よ
な

か
消

貹
者

協
会

に
委

託
）

平
成

1
8

年
8

月
に

制
定

し
た

「
豊

中
市

の
消

貹
者

の
く

ら
し

を
守

る
条

例
」

に
基

づ
い

て
開

設
し

た
「

生
活

情
報

ひ
ろ

ば
」

に
お

い
て

、
く

ら
し

か
ん

登
録

グ
ル

ー
プ

主
体

に
よ

る
消

貹
者

啓
発

講
座

・
展

示
等

の
中

で
、

食
に

関
す

る
講

座
・

展
示

を
開

催
し

て
い

ま
す

。

パ
ネ

ル
展

 3
回

地
産

地
消

イ
ベ

ン
ト

 1
2

回
講

座
 1

2
回

「
青

梅
を

使
っ

た
レ

シ
ピ

紹
介

」
「

魚
の

捌
き

方
と

試
食

」
等

食
に

関
す

る
市

民
啓

発
や

食
育

推
進

の
目

標
に

合
致

す
る

内
容

の
講

座
等

を
引

き
続

き
実

施
し

ま
す

。

◎

7
4

介
護

予
防

教
室

高
齢

介
護

課
●

特
定

高
齢

者
（

要
支

援
･
要

介
護

状
態

等
と

な
る

お
そ

れ
の

高
い

、
虚

弱
な

状
態

に
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
6

5
歳

以
上

の
者

）
を

対
象

に
「

運
動

器
の

機
能

向
上

」
「

低
栄

養
改

善
」

「
口

腔
機

能
向

上
」

等
の

介
護

予
防

教
室

の
開

催
し

て
い

ま
す

。

運
動

器
の

機
能

向
上

教
室

：
2

2
教

室
人

数
（

延
べ

）
2

4
9

7
人

口
腔

機
能

の
向

上
教

室
：

1
4

教
室

人
数

（
延

べ
）

7
0

3
人

栄
養

改
善

相
談

：
3

教
室

人
数

（
延

べ
）

1
4

5
人

低
栄

養
改

善
は

対
象

者
が

尐
な

い
た

め
廃

止
。

口
腔

機
能

の
向

上
教

室
の

中
で

栄
養

に
つ

い
て

フ
ォ

ロ
ー

し
ま

す
。

△

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

7
5

妊
婦

教
室

「
フ

レ
ン

ド
リ

ー
コ

ー
ス

」
健

康
支

援
室

●

3
拠

点
の

保
健

セ
ン

タ
ー

に
て

１
コ

ー
ス

2
回

実
施

。
育

児
の

イ
メ

ー
ジ

作
り

や
先

輩
マ

マ
と

の
交

流
な

ど
を

目
的

に
保

健
師

・
助

産
師

が
従

事
し

て
い

ま
す

。

3
0

コ
ー

ス
5

8
回

開
催

参
加

者
数

　
実

 5
6

1
人

　
　

　
　

　
延

べ
1

,0
4

9
人

○

7
6

お
父

さ
ん

の
た

め
の

子
育

て
教

室
健

康
支

援
室

●

初
妊

婦
と

そ
の

パ
ー

ト
ナ

ー
を

対
象

に
、

沐
浴

実
習

、
妊

婦
体

験
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
紹

介
等

を
行

っ
て

い
ま

す
。

隔
月

に
1

回
。

土
曜

日
の

午
前

・
午

後
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

（
大

阪
府

助
産

師
会

に
委

託
、

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

と
共

催
で

実
施

）

1
2

回
実

施
。

参
加

者
5

0
7

組
　

　
　

　
　

　
延

べ
1

,0
1

4
人

○

7
7

カ
ン

ガ
ル

ー
ク

ラ
ス

健
康

支
援

室
●

栄
養

士
に

よ
る

、
妊

娠
中

の
食

生
活

、
栄

養
に

つ
い

て
の

講
話

。
毎

月
１

回
開

催
し

て
い

ま
す

。

実
施

回
数

 1
1

回
参

加
者

数
 1

2
3

人

妊
娠

期
だ

け
で

な
く

生
涯

を
通

じ
た

食
生

活
に

つ
い

て
啓

発
す

る
場

と
し

て
、

継
続

し
て

い
き

た
い

。

○

7
8

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

マ
の

デ
ン

タ
ル

教
室

健
康

支
援

室
●

妊
婦

を
対

象
に

、
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
妊

娠
期

か
ら

の
お

口
の

健
康

づ
く

り
の

話
や

、
歯

み
が

き
と

デ
ン

タ
ル

フ
ロ

ス
の

実
習

を
行

っ
て

い
ま

す
。

隔
月

に
1

回
。

中
部

保
健

セ
ン

タ
ー

に
て

6
回

実
施

。
受

講
者

数
 7

3
人

。

妊
娠

期
か

ら
の

お
口

の
健

康
づ

く
り

は
食

育
推

進
に

向
け

て
重

要
で

あ
り

、
継

続
の

必
要

性
が

あ
り

ま
す

。

○

7
9

離
乳

食
講

習
会

健
康

支
援

室
●

離
乳

食
に

関
す

る
知

識
・

情
報

の
提

供
○

会
場

　
千

里
保

健
セ

ン
タ

ー
、

中
部

保
健

セ
ン

タ
ー

、
庄

内
保

健
セ

ン
タ

ー
○

回
数

　
前

期
（

ご
っ

く
ん

ク
ラ

ス
）

・
後

期
（

か
み

か
み

ク
ラ

ス
）

　
年

2
4

回
ず

つ
実

施
。

ご
っ

く
ん

ク
ラ

ス
　

実
施

回
数

 2
4

回
　

参
加

者
数

 9
0

7
人

。
か

み
か

み
ク

ラ
ス

　
実

施
回

数
 2

4
回

　
参

加
者

数
 6

8
0

人

食
育

推
進

の
５

つ
の

目
標

に
合

致
す

る
内

容
の

講
話

を
行

っ
て

い
る

。
定

員
を

超
え

る
申

し
込

み
が

あ
る

の
で

、
希

望
者

全
員

が
受

講
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

◎

8
0

幼
児

食
講

座
健

康
支

援
室

●
幼

児
食

に
関

す
る

知
識

・
情

報
の

提
供

○
会

場
　

千
里

保
健

セ
ン

タ
ー

、
中

部
保

健
セ

ン
タ

ー
、

庄
内

保
健

セ
ン

タ
ー

実
施

回
数

 2
3

回
参

加
者

数
 1

3
9

人

幼
年

期
だ

け
で

な
く

生
涯

を
通

じ
た

食
生

活
に

つ
い

て
啓

発
す

る
場

と
し

て
、

継
続

し
て

い
き

た
い

。

○

8
1

地
区

健
康

教
室

・
介

護
教

室
（

出
前

健
康

教
室

）
健

康
支

援
室

●
●

●

健
康

に
関

す
る

ご
希

望
の

テ
ー

マ
を

保
健

師
、

栄
養

士
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

歯
科

衛
生

士
等

が
地

域
の

会
場

に
出

向
き

、
講

演
し

ま
す

。

実
施

回
数

 2
6

7
回

参
加

者
数

 8
,6

3
6

人
食

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
場

と
し

て
活

用
し

ま
す

。
○

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト

事
業

等

妊
娠

・
育

児
の

基
礎

知
識

を
普

及
す

る
場

に
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら

出
産

を
迎

え
る

世
代

に
対

し
、

食
育

を
推

進
し

て
い

く
い

い
機

会
と

考
え

ま
す

。
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

8
2

「
や

っ
て

納
徔

！
体

験
型

健
康

セ
ミ

ナ
ー

」
健

康
支

援
室

●
●

●

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

な
ど

生
活

習
慣

病
予

防
に

焦
点

を
あ

て
た

栄
養

・
運

動
に

つ
い

て
の

気
軽

で
楽

し
い

体
験

学
習

。
（

特
定

保
健

指
導

の
場

と
し

て
も

活
用

）

4
会

場
で

2
7

回
実

施
参

加
者

数
 4

9
9

人

食
育

推
進

5
つ

の
目

標
の

う
ち

特
に

Ⅰ
Ⅱ

に
合

致
す

る
内

容
の

講
話

を
行

っ
て

い
る

。
年

〄
受

講
者

も
増

加
し

て
い

る
の

で
、

実
施

回
数

や
内

容
を

さ
ら

に
充

実
し

て
い

き
た

い
。

◎

8
3

生
活

習
慣

改
善

講
座

（
面

接
型

・
通

信
型

）
健

康
支

援
室

●
●

●

血
液

検
査

な
ど

の
検

査
デ

ー
タ

と
、

生
活

習
慣

調
査

票
か

ら
個

人
の

課
題

を
抽

出
し

、
各

人
に

あ
っ

た
目

標
を

決
め

、
実

践
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

講
座

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
期

間
は

２
か

月
間

。
①

「
面

接
型

」
：

健
康

セ
ミ

ナ
ー

１
回

・
個

別
面

接
３

回
・

運
動

教
室

３
回

（
希

望
者

）
。

②
「

通
信

型
」

：
デ

ー
タ

の
分

析
・

課
題

に
つ

い
て

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

、
福

岡
大

学
の

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

て
抽

出
し

、
こ

の
結

果
に

基
づ

い
て

受
講

者
に

対
し

て
郵

送
等

の
や

り
取

り
に

よ
り

指
導

し
て

い
ま

す
。

(特
定

保
健

指
導

の
場

と
し

て
も

活
用

）

実
施

回
数

 2
6

5
回

参
加

者
数

 3
0

5
人

特
定

保
健

指
導

の
積

極
的

支
援

と
し

て
も

実
施

生
活

リ
ズ

ム
を

整
え

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

生
活

を
実

現
す

る
た

め
に

支
援

を
継

続
し

ま
す

。

○

8
4

す
く

す
く

よ
い

歯
の

教
室

健
康

支
援

室
●

乳
幼

児
期

の
歯

科
保

健
に

関
す

る
知

識
の

普
及

、
啓

発
(講

話
・

健
診

）
。

 3
会

場
で

実
施

し
て

い
ま

す
　

予
約

制
。

1
3

年
度

よ
り

内
容

を
見

直
し

、
1

回
2

日
制

に
変

更
し

ま
し

た
が

。
1

5
年

度
よ

り
、

内
容

を
維

持
し

つ
つ

、
受

講
者

の
利

便
性

を
考

え
、

1
回

1
日

制
に

変
更

し
ま

し
た

。

千
里

6
回

、
庄

内
6

回
、

中
部

6
回

計
1

8
回

実
施

。
受

講
者

数
 9

8
5

人

食
育

推
進

の
目

標
に

沿
っ

た
内

容
の

教
室

を
行

え
て

い
ま

す
。

◎

8
5

食
の

育
み

フ
ォ

ー
ラ

ム
健

康
支

援
室

＊
●

●
●

●
●

●
●

市
長

・
市

内
料

理
店

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ェ
フ

（
北

摂
会

よ
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
参

加
）

・
市

民
の

代
表

に
よ

る
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
シ

ョ
ー

と
、

市
長

・
北

摂
会

オ
ー

ナ
ー

シ
ェ

フ
の

豊
中

産
農

作
物

を
つ

か
っ

た
調

理
実

演
と

試
食

を
行

い
ま

し
た

。
（

食
育

推
進

計
画

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
・

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

の
表

彰
式

も
同

時
開

催
）

1
回

 1
6

6
人

定
員

を
超

え
る

参
加

者
で

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

も
好

評
で

し
た

。
市

長
や

シ
ェ

フ
を

身
近

に
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

と
い

う
意

見
も

あ
り

ま
し

た
。

完

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

8
6

子
育

て
に

関
す

る
講

座
等

の
開

催
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

●

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
で

は
親

子
・

同
年

齢
の

子
ど

も
と

一
緒

に
お

や
つ

を
作

り
、

作
る

楽
し

さ
を

実
感

し
、

家
庩

で
も

親
子

の
ふ

れ
あ

う
機

会
と

し
て

知
ら

せ
る

「
お

や
つ

講
座

」
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

「
セ

ン
タ

ー
講

座
」

で
は

子
ど

も
の

育
ち

や
健

康
・

食
育

・
か

か
わ

り
方

に
つ

い
て

等
の

話
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

保
護

者
に

と
っ

て
の

育
児

丌
安

の
軽

減
や

子
育

て
に

関
す

る
情

報
を

徔
る

機
会

と
し

て
い

ま
す

。

「
お

や
つ

講
座

」
5

回
「

セ
ン

タ
ー

講
座

」
で

の
食

育
に

関
す

る
講

座
6

回

親
子

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
確

保
や

、
食

育
に

関
心

を
も

つ
効

果
が

あ
り

ま
す

。
○

8
7

ほ
の

ぼ
の

マ
マ

教
室

市
立

豊
中

病
院

栄
養

管
理

課
●

ほ
の

ぼ
の

マ
マ

教
室

の
３

回
シ

リ
ー

ズ
の

内
１

回
で

「
食

事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド

」
に

よ
る

妊
娠

中
の

食
品

摂
取

の
目

安
及

び
､
鉄

分
・

カ
ル

シ
ウ

ム
の

丌
足

予
防

な
ど

の
理

解
を

深
め

て
い

ま
す

。

開
催

回
数

 1
2

回
参

加
者

数
 1

3
3

人

平
成

2
2

年
度

よ
り

テ
キ

ス
ト

内
容

を
一

新
し

ま
し

た
。

今
後

さ
ら

に
妊

娠
中

の
食

生
活

に
つ

い
て

認
識

を
深

め
て

も
ら

え
る

よ
う

に
し

て
行

き
た

い
。

◎

8
8

糖
尿

病
教

室
市

立
豊

中
病

院
栄

養
管

理
課

●
●

●
●

●
糖

尿
病

教
室

の
７

回
シ

リ
ー

ズ
の

内
２

回
で

「
糖

尿
病

食
事

療
法

：
基

礎
編

」
「

糖
尿

病
食

事
療

法
：

応
用

編
」

を
開

催
し

て
い

ま
す

。

開
催

回
数

 5
0

回
参

加
者

数
 3

8
2

人

主
に

入
院

患
者

に
対

し
糖

尿
病

に
関

す
る

食
事

療
法

に
つ

い
て

講
義

を
行

っ
て

お
り

、
退

院
後

の
食

事
療

法
の

継
続

に
役

立
て

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。

○

8
9

慢
性

腎
臓

病
教

室
市

立
豊

中
病

院
栄

養
管

理
課

●
●

●
●

●

慢
性

腎
臓

病
教

室
の

4
回

シ
リ

ー
ズ

の
内

2
回

で
「

慢
性

腎
臓

病
の

食
事

療
法

の
実

際
：

総
論

」
「

慢
性

腎
臓

病
の

食
事

療
法

の
実

際
：

各
論

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

開
催

回
数

 6
回

参
加

者
数

 1
0

0
人

慢
性

腎
臓

病
に

関
す

る
食

事
療

法
に

つ
い

て
講

義
を

行
っ

て
お

り
、

毎
回

終
了

後
に

行
う

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

概
ね

良
好

で
す

。

○

9
0

市
立

豊
中

病
院

市
民

公
開

講
座

健
康

長
寿

の
た

め
の

食
事

箋
－

慢
性

腎
臓

病
の

基
礎

知
識

ー

市
立

豊
中

病
院

栄
養

管
理

課 健
康

支
援

室

＊
●

●
●

●

慢
性

腎
臓

病
に

つ
い

て
の

基
礎

知
識

と
食

事
療

法
に

つ
い

て
市

立
豊

中
病

院
の

腎
臓

内
科

部
長

と
管

理
栄

養
士

が
豊

中
市

す
こ

や
か

プ
ラ

ザ
内

に
て

市
民

対
象

に
講

演
を

行
い

ま
し

た
。

開
催

回
数

 1
回

参
加

者
数

 6
2

人

慢
性

腎
臓

病
に

に
つ

い
て

専
門

医
と

管
理

栄
養

士
が

講
演

を
行

い
、

正
し

い
食

事
療

法
に

関
す

る
理

解
を

深
め

ま
し

た
。

終
了

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

概
ね

良
好

で
し

た
。

完

9
1

と
よ

な
か

倶
楽

部
（

糖
尿

病
患

者
の

会
）

市
立

豊
中

病
院

栄
養

管
理

課
●

●
●

●
●

糖
尿

病
患

者
の

会
の

一
活

動
と

し
て

、
糖

尿
病

食
の

講
習

及
び

調
理

実
習

を
行

い
、

糖
尿

病
食

へ
の

理
解

を
深

め
て

い
ま

す
。

開
催

回
数

　
1

回
参

加
者

数
 1

3
人

医
師

･
看

護
師

な
ど

も
メ

ン
バ

ー
と

し
て

参
加

し
て

お
り

、
毎

回
調

理
実

習
は

好
評

で
す

。

○

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

9
2

が
ん

治
療

セ
ミ

ナ
ー

市
立

豊
中

病
院

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
●

●
●

●
●

が
ん

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

が
ん

治
療

セ
ミ

ナ
ー

」
の

一
環

と
し

て
７

回
の

内
1

回
で

「
が

ん
と

食
事

の
関

係
」

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

い
ま

す
。

開
催

回
数

 2
回

参
加

者
数

 3
4

人

代
替

療
法

な
ど

が
ん

へ
の

食
事

に
関

す
る

興
味

が
深

い
方

が
多

く
、

定
数

超
過

と
な

る
申

し
込

み
が

あ
り

ま
す

。

○

9
3

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

合
わ

せ
た

料
理

講
習

会
中

央
公

民
館

＊
●

●
●

●
●

●
●

妊
娠

期
、

幼
児

期
、

小
学

生
、

高
校

生
、

壮
年

期
、

中
年

期
、

高
年

期
の

対
象

区
分

に
分

け
て

計
7

回
の

料
理

講
習

会
を

実
施

し
ま

し
た

。

妊
娠

期
（

9
月

 1
6

人
）

幼
児

期
（

1
0

月
 1

0
組

）
尐

年
期

（
1

2
月

 1
9

人
)

高
校

生
（

1
2

月
 1

1
人

）
壮

年
期

（
１

月
 1

0
人

）
中

年
期

（
2

月
 1

7
人

）
高

年
期

（
3

月
 1

6
人

）

区
分

に
分

け
て

の
実

施
で

、
同

じ
世

代
の

料
理

講
習

会
と

な
り

、
料

理
講

習
会

だ
け

で
は

な
く

、
交

流
も

出
来

た
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

内
容

も
思

考
を

こ
ら

し
た

も
の

で
し

た
。

中
年

期
で

は
、

豊
中

保
健

所
と

も
連

携
し

た
事

業
展

開
を

行
い

ま
し

た
。

尐
年

期
に

高
校

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
お

手
伝

い
も

あ
り

よ
か

っ
た

。

○

9
4

中
央

公
民

館
ま

つ
り

中
央

公
民

館
　

●
●

　
　

　
　

桜
塚

高
校

生
に

よ
る

、
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

「
に

こ
り

ち
ゃ

ん
と

ぴ
か

り
く

ん
の

大
冒

険
」

～
お

口
の

健
康

～

1
0

月
1

0
日

（
土

）
1

0
：

0
0

～
1

0
：

3
0

高
校

生
に

よ
る

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
に

、
乳

幼
児

・
小

学
生

が
見

て
い

た
。

高
校

生
の

公
民

館
事

業
へ

の
関

わ
り

は
尐

な
く

、
今

回
を

き
っ

か
け

に
今

後
も

連
携

を
し

て
い

き
た

い
。

○

9
5

健
康

維
持

と
増

進
を

目
的

と
し

た
「

食
」

と
「

健
康

」
に

関
す

る
講

座
蛍

池
公

民
館

＊
●

●
●

●
●

●
●

食
育

の
推

進
、

生
活

習
慣

病
予

防
・

改
善

介
護

予
防

の
た

め
の

講
座

･
講

習
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

『
乳

製
品

の
一

日
料

理
教

室
』

(1
/
2

9
) 

に
お

い
て

「
牛

乳
や

乳
製

品
」

の
基

礎
知

識
や

健
康

知
識

の
学

習
と

合
わ

せ
た

調
理

実
習

の
実

施
。

参
加

者
数

 1
8

人
（

2
5

人
申

込
み

）

参
加

者
か

ら
は

好
評

で
、

3
か

月
に

一
度

程
度

実
施

し
て

ほ
し

い
と

の
要

望
も

あ
り

ま
し

た
。

今
後

回
数

･
内

容
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
家

庩
で

も
応

用
･
活

用
し

や
す

い
内

容
が

提
供

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

◎

9
6

庄
内

公
民

館
講

座
「

端
午

の
節

句
は

親
子

で
満

腹
」

庄
内

公
民

館
●

●
●

●

世
代

間
交

流
の

名
目

で
行

い
ま

し
た

。
日

頃
接

す
る

機
会

が
尐

な
い

で
あ

ろ
う

親
子

間
で

料
理

を
作

っ
て

味
わ

う
こ

と
、

こ
の

交
流

の
大

切
さ

を
理

解
し

て
も

ら
う

と
と

も
に

食
べ

る
こ

と
の

大
切

さ
を

理
解

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

男
 1

5
人

　
女

 1
5

人
世

代
間

交
流

の
講

座
と

し
て

、
食

育
も

取
り

入
れ

て
開

催
し

て
い

き
た

い
。

○

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

9
7

男
の

料
理

教
室

「
手

打
ち

う
ど

ん
」

庄
内

公
民

館
●

●
●

成
人

男
性

を
対

象
、

趣
味

を
広

げ
る

き
っ

か
け

作
り

や
、

料
理

の
楽

し
さ

を
経

験
し

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
1

5
人

男
性

に
料

理
を

作
る

経
験

を
し

て
も

ら
い

、
作

る
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
も

ら
う

と
同

時
に

食
の

大
切

さ
を

学
ん

で
も

ら
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

◎

9
8

男
の

料
理

教
室

「
鶏

料
理

に
挑

戦
」

庄
内

公
民

館
●

●
●

中
高

年
男

性
が

料
理

を
作

る
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
も

ら
う

と
同

時
に

栄
養

も
考

え
る

き
っ

か
け

と
し

て
い

ま
す

。
1

6
人

（
定

員
全

員
）

男
性

に
料

理
を

作
る

経
験

を
し

て
も

ら
い

、
作

る
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
も

ら
う

と
同

時
に

食
の

大
切

さ
を

学
ん

で
も

ら
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

◎

9
9

「
子

ど
も

と
本

の
つ

ど
い

」

豊
中

市
立

図
書

館
豊

中
子

ど
も

文
庨

連
絡

会

●
●

●
●

●
●

●

「
子

ど
も

と
本

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

年
2

回
講

演
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
し

て
い

ま
す

。
2

1
年

度
は

子
ど

も
が

心
身

と
も

に
健

や
か

に
成

長
す

る
た

め
の

ひ
と

つ
の

テ
ー

マ
で

あ
る

、
食

生
活

に
つ

い
て

、
テ

ー
マ

に
と

り
あ

げ
ま

し
た

。

・
講

演
会

「
食

育
子

育
て

の
す

す
め

～
今

、
子

ど
も

に
大

切
な

こ
と

～
」

講
師

：
坂

本
廣

子
さ

ん
・

食
育

パ
ネ

ル
展

示
参

加
者

数
：

1
0

8
人

今
後

も
、

「
子

ど
も

と
本

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
食

育
に

関
し

て
も

、
機

会
あ

れ
ば

取
り

組
み

た
い

。

○

1
0

0
農

業
祭

農
業

委
員

会
、

豊
中

市
農

業
経

営
者

協
議

会

●
●

●
●

●
●

●

年
1

回
（

1
1

月
の

第
3

土
曜

日
）

、
農

協
等

と
実

行
委

員
会

形
式

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
 市

内
で

栽
培

さ
れ

た
野

菜
や

観
葉

植
物

等
の

即
売

、
演

芸
会

、
も

ち
つ

き
大

会
等

の
実

施
に

よ
る

都
市

農
業

・
食

育
の

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

参
加

人
数

　
7

,0
0

0
人

豊
中

市
に

お
け

る
農

業
へ

の
市

民
の

再
認

識
の

場
と

な
っ

て
い

ま
す

。
毎

年
、

市
・

J
A

等
の

負
担

金
の

見
直

し
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

○

1
0

1
出

前
教

室
上

下
水

道
局

経
営

企
画

課
●

小
学

４
年

生
及

び
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
水

道
水

が
で

き
る

ま
で

の
過

程
や

、
各

家
庩

に
水

道
水

が
配

ら
れ

る
仕

組
み

な
ど

を
、

簡
単

な
実

験
を

行
い

な
が

ら
説

明
し

ま
す

。
食

の
原

点
と

な
る

「
水

」
へ

の
関

心
を

深
め

、
水

道
水

が
安

全
な

飲
み

物
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

が
ね

ら
い

で
す

。

実
施

校
数

　
3

1
校

参
加

者
数

　
2

,7
6

0
人

（
児

童
）

　
 〃

　
　

　
  

1
5

9
人

（
保

護
者

）

毎
年

度
、

市
内

全
校

（
小

学
４

年
生

）
を

対
象

に
実

施
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。

○

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

講 師 派 遣
1

0
2

出
前

講
座

広
報

広
聴

課
●

●
●

●
●

●
●

市
民

（
団

体
）

や
学

校
等

が
主

催
す

る
、

食
育

や
生

活
習

慣
病

の
予

防
（

食
事

編
）

に
関

す
る

講
座

に
、

講
師

（
市

職
員

）
を

派
遣

し
て

い
ま

す
。

申
込

制
。

全
テ

ー
マ

 1
3

0
件

、
総

参
加

者
数

4
,4

8
2

人
（

う
ち

食
育

関
係

テ
ー

マ
6

件
、

2
2

0
人

）

食
育

に
関

す
る

情
報

を
市

民
に

提
供

す
る

機
会

と
し

て
好

評
を

徔
て

お
り

、
継

続
し

て
市

民
へ

情
報

発
信

し
て

い
き

た
い

。

○

1
0

3

食
育

推
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

「
豊

中
市

食
育

推
進

計
画

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
・

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

募
集

」

健
康

支
援

室
＊

●
●

●
●

●
●

●
豊

中
市

食
育

推
進

計
画

の
周

知
の

た
め

、
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

・
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
を

募
集

、
決

定
し

ま
し

た
。

応
募

総
数

1
,1

0
9

作
品

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
・

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
一

般
の

部
、

児
童

の
部

よ
り

、
１

点
ず

つ
採

用
。

予
想

を
超

え
る

数
の

応
募

が
あ

り
ま

し
た

。
食

育
推

進
計

画
の

周
知

に
活

用
し

て
い

き
ま

す
。

完

1
0

4
高

校
生

と
作

る
お

口
の

健
康

づ
く

り
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

(食
育

媒
体

作
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
健

康
支

援
室

＊
●

●

幼
児

を
対

象
に

し
た

お
口

の
健

康
づ

く
り

パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
を

高
校

生
が

企
画

・
作

成
し

、
高

校
の

文
化

祭
や

幼
児

対
象

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

高
校

生
が

幼
児

に
歯

科
保

健
啓

発
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

。
（

(社
)豊

中
市

歯
科

医
師

会
協

力
）

府
立

桜
塚

高
等

学
校

文
化

祭
、

中
央

公
民

館
祭

り
他

、
幼

児
向

け
イ

ベ
ン

ト
で

計
5

回
啓

発
実

施
。

高
校

生
と

協
働

し
、

幼
児

向
け

媒
体

を
作

成
し

、
啓

発
活

動
を

行
う

こ
と

は
、

世
代

間
交

流
に

も
つ

な
が

り
、

又
、

食
育

推
進

の
目

標
達

成
の

為
に

も
大

切
で

す
。

◎

1
0

5
「

食
育

月
間

」
「

食
育

の
日

」
の

啓
発

健
康

支
援

室
●

●
●

●
●

●
●

毎
年

6
月

を
食

育
月

間
、

毎
月

1
9

日
を

食
育

の
日

と
し

て
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。
3

月
1

9
日

に
啓

発
パ

ネ
ル

展
と

ポ
ス

タ
ー

掲
示

を
行

い
ま

し
た

。

市
民

の
啓

発
に

一
定

の
効

果
が

あ
り

、
継

続
の

必
要

性
が

あ
り

ま
す

。
○

1
0

6
「

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
」

の
啓

発
健

康
支

援
室

●
●

●
●

●
食

育
講

座
な

ど
に

よ
り

食
事

バ
ラ

ン
ス

ガ
イ

ド
の

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

「
食

事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド

」
を

参
考

に
食

生
活

を
行

う
人

は
ま

だ
尐

な
い

状
況

な
の

で
、

今
後

も
啓

発
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

○

そ の 他 啓 発

事
業

等
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
0

7
給

食
施

設
へ

の
食

育
推

進
支

援
豊

中
保

健
所

●
●

●
●

●
●

●

①
給

食
施

設
に

お
け

る
喫

食
者

に
対

す
る

食
育

推
進

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
②

豊
中

集
団

給
食

研
究

会
の

運
営

を
支

援
し

て
い

ま
す

。

①
給

食
施

設
指

導
時

に
喫

食
者

の
健

康
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

給
食

の
栄

養
管

理
に

つ
い

て
助

言
し

ま
し

た
。

ま
た

、
給

食
従

事
者

・
管

理
者

向
け

に
食

中
每

予
防

講
習

会
を

実
施

し
ま

し
た

。
(8

／
5

、
参

加
施

設
・

人
数

：
8

4
施

設
・

1
0

3
人

)
②

各
施

設
の

給
食

向
上

、
喫

食
者

に
対

す
る

食
育

推
進

・
健

康
づ

く
り

、
地

域
貢

献
と

い
っ

た
視

点
で

、
施

設
間

の
情

報
交

換
や

勉
強

会
等

の
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

　
活

動
回

数
：

1
5

回
、

延
べ

参
加

施
設

・
人

数
：

1
5

1
施

設
・

1
5

9
人

給
食

か
ら

発
信

す
る

健
康

づ
く

り
の

充
実

を
目

指
し

て
、

給
食

管
理

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
必

要
性

が
あ

り
ま

す
。

○

1
0

8
「

う
ち

の
お

店
も

健
康

づ
く

り
応

援
団

の
店

」
の

普
及

・
啓

発
豊

中
保

健
所

●
●

●
●

●
●

●
「

う
ち

の
お

店
も

健
康

づ
く

り
応

援
団

の
店

」
の

普
及

・
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。

「
う

ち
の

お
店

も
健

康
づ

く
り

応
援

団
の

店
」

の
駅

前
マ

ッ
プ

を
活

用
し

、
健

康
づ

く
り

に
協

力
し

て
く

れ
る

飲
食

店
・

惣
菜

店
の

Ｐ
Ｒ

を
行

い
ま

し
た

。
　

ま
た

、
地

域
の

子
ど

も
達

が
考

え
た

料
理

コ
ン

テ
ス

ト
入

賞
作

品
を

商
品

化
す

る
こ

と
で

、
応

援
団

の
店

が
地

域
住

民
の

健
康

応
援

と
同

時
に

、
子

ど
も

達
へ

の
食

育
に

も
貢

献
し

ま
し

た
。

・
新

規
承

認
店

舗
　

3
3

店
舗

・
累

計
店

舗
数

　
4

0
1

店
舗

(H
2

2
.3

)
・

市
民

へ
の

啓
発

･
･
･
商

店
街

夏
祭

り
(7

/
2

6
)、

体
育

の
日

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ

(1
0

/
1

2
)

・
地

域
の

子
ど

も
達

へ
の

食
育

支
援

　
→

小
学

生
メ

ニ
ュ

ー
コ

ン
テ

ス
ト

の
入

賞
作

品
を

商
品

化
（

3
店

舗
、

延
べ

5
メ

ニ
ュ

ー
）

・
ヘ

ル
シ

ー
メ

ニ
ュ

ー
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

応
募

(3
店

舗
、

5
メ

ニ
ュ

ー
)

「
う

ち
の

お
店

も
健

康
づ

く
り

応
援

団
の

店
」

の
普

及
を

す
る

た
め

に
、

「
駅

前
マ

ッ
プ

」
「

応
援

団
の

店
の

ア
ン

テ
ナ

店
」

等
を

作
成

し
、

さ
ら

な
る

啓
発

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

○

事
業

等

そ の 他 啓 発
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

食 品 廃 棄 物 ・ 地 産 池 消

1
0

9
生

ご
み

・
剪

定
枝

堆
肥

化
事

業

公
園

み
ど

り
推

進
課

、
N

P
O

法
人

と
よ

な
か

市
民

環
境

会
議

ア
ジ

ェ
ン

ダ
2

1
・

花
と

緑
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

●
●

●
●

●
●

●

①
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
か

ら
出

る
調

理
く

ず
や

給
食

の
食

べ
残

し
に

、
公

園
や

街
路

樹
か

ら
出

る
剪

定
枝

を
チ

ッ
プ

化
し

た
も

の
を

混
合

し
堆

肥
化

し
て

い
ま

す
。

で
き

あ
が

っ
た

堆
肥

（
と

よ
っ

ぴ
ー

）
は

土
壌

改
良

材
と

し
て

、
市

内
等

の
農

地
、

公
園

や
緑

地
、

学
校

・
保

育
所

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

配
布

・
頒

布
し

て
い

ま
す

。
②

豊
中

市
内

の
農

家
の

協
力

を
い

た
だ

き
、

｢
と

よ
っ

ぴ
ー

｣
を

使
っ

て
育

て
た

野
菜

等
を

学
校

給
食

の
食

材
に

提
供

す
る

、
地

産
地

消
の

取
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。
③

野
菜

の
植

え
付

け
・

収
穫

な
ど

の
体

験
型

学
習

及
び

小
学

校
等

に
出

向
い

て
野

菜
作

り
や

資
源

循
環

等
に

つ
い

て
話

を
す

る
環

境
教

育
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

④
市

内
外

か
ら

の
堆

肥
化

施
設

の
見

学
者

を
受

け
入

れ
て

い
ま

す
。

⑤
家

庩
で

の
生

ご
み

発
生

抑
制

等
を

目
的

に
、

堆
肥

化
講

習
会

や
野

菜
作

り
に

つ
い

て
の

講
習

会
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

①
堆

肥
（

と
よ

っ
ぴ

ー
）

の
配

布
・

頒
布

：
約

1
2

3
ト

ン
②

学
校

給
食

へ
の

食
材

提
供

：
3

1
回

、
9

種
類

③
体

験
型

学
習

及
び

講
座

型
環

境
学

習
：

5
3

回
、

3
,4

5
1

人
④

見
学

・
視

察
対

応
：

3
3

回
、

9
4

5
人 ⑤

堆
肥

化
講

習
会

及
び

野
菜

作
り

講
習

会
：

2
2

回
、

1
9

3
人

①
食

べ
残

し
・

調
理

く
ず

の
増

加
に

伴
い

、
剪

定
枝

チ
ッ

プ
の

投
入

も
増

や
す

こ
と

で
、

堆
肥

の
製

造
量

も
増

加
し

ま
し

た
。

②
学

校
給

食
へ

の
食

材
の

提
供

は
、

年
〄

増
加

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

③
一

部
有

料
に

し
た

こ
と

も
あ

り
、

と
よ

っ
ぴ

ー
農

園
で

の
体

験
型

学
習

は
減

尐
傾

向
に

あ
り

ま
す

が
、

小
学

校
等

で
の

学
習

の
機

会
は

増
加

し
て

い
ま

す
。

④
単

純
な

見
学

よ
り

農
体

験
と

連
動

し
て

施
設

を
見

学
し

て
い

た
だ

く
機

会
が

増
加

し
て

い
ま

す
。

⑤
定

期
的

な
開

催
に

加
え

、
保

育
所

な
ど

で
実

演
を

交
え

た
講

習
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

○

1
1

0
市

民
公

益
活

動
推

進
の

た
め

の
情

報
提

供

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

政
策

室
、

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
活

動
ネ

ッ
ト

き
ず

な

●
●

●
●

●
●

●

（
運

営
は

、
公

募
に

よ
り

市
民

公
益

活
動

団
体

に
委

託
）

「
市

民
活

動
情

報
サ

ロ
ン

」
（

豊
中

駅
舎

内
）

に
て

、
市

民
の

自
主

的
・

自
発

的
な

社
会

貢
献

活
動

（
市

民
公

益
活

動
）

に
関

す
る

情
報

提
供

や
相

談
等

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

平
成

2
1

年
度

市
民

活
動

情
報

サ
ロ

ン
来

場
者

数
4

,8
6

7
人

市
民

公
益

活
動

の
推

進
の

た
め

、
市

民
公

益
活

動
に

関
す

る
情

報
提

供
・

相
談

等
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

継
続

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

○

1
1

1
市

民
公

益
活

動
推

進
助

成
金

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

政
策

室
●

●
●

●
●

●
●

分
野

を
問

わ
ず

、
公

募
し

、
市

民
公

益
活

動
事

業
に

必
要

な
経

貹
の

一
部

を
助

成
。

市
民

公
益

活
動

団
体

の
自

律
的

・
継

続
的

な
発

展
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
内

の
市

民
公

益
活

動
全

体
の

推
進

を
図

る
制

度
で

す
。

2
1

年
度

助
成

金
交

付
団

体
数

1
6

団
体 助

成
額

　
計

2
,1

8
7

千
円

応
募

件
数

は
増

加
傾

向
に

あ
り

、
市

民
公

益
活

動
団

体
の

自
律

的
・

継
続

的
な

発
展

の
支

援
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

今
後

も
継

続
的

な
取

組
み

が
必

要
で

す
。

○

1
1

2
市

民
に

よ
る

環
境

活
動

へ
の

支
援

（
豊

中
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

の
普

及
・

促
進

）
環

境
政

策
室

●
●

●
●

●
●

●

「
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
」

の
事

務
局

と
し

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

と
し

て
の

活
動

、
な

ら
び

に
構

成
団

体
で

あ
る

市
民

団
体

・
事

業
者

が
主

体
的

に
取

組
む

環
境

活
動

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
「

豊
中

ア
ジ

ェ
ン

ダ
2

1
」

の
推

進
組

織
で

あ
る

「
N

P
O

法
人

と
よ

な
か

市
民

環
境

会
議

ア
ジ

ェ
ン

ダ
2

1
」

が
主

体
的

に
行

う
普

及
・

啓
発

活
動

や
実

践
活

動
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

と
よ

な
か

市
民

環
境

会
議

総
会

の
開

催 参
加

者
数

：
1

5
8

人
と

よ
な

か
エ

コ
市

民
賞

表
彰

式
の

開
催 参

加
者

数
：

8
9

人

行
動

提
案

の
一

つ
と

し
て

「
食

育
」

が
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

「
豊

中
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

」
の

普
及

・
促

進
に

努
め

ま
す

。

○

事
業

等

市 民 に よ る 自 主 的 活 動 へ の 支 援
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（１．行政の取り組み ） 

 

 

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
1

3
消

貹
者

活
動

の
支

援
く

ら
し

か
ん

●
●

●
●

消
貹

者
団

体
に

つ
い

て
、

登
録

制
を

実
施

し
、

定
例

会
の

運
営

や
事

業
（

リ
サ

イ
ク

ル
バ

ザ
ー

・
く

ら
し

か
ん

祭
り

・
講

座
等

）
を

市
と

協
働

で
行

う
こ

と
に

よ
り

、
活

動
の

促
進

支
援

を
図

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
使

用
申

込
を

一
般

申
込

の
２

か
月

前
か

ら
３

か
月

前
に

優
遇

し
、

ま
た

「
生

活
情

報
ひ

ろ
ば

」
を

活
動

・
交

流
の

場
と

し
て

提
供

し
て

活
動

の
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。

登
録

グ
ル

ー
プ

1
1

団
体

○

1
1

4
健

康
づ

く
り

推
進

員
会

へ
の

支
援

健
康

支
援

室
●

●
●

●
●

●
●

活
動

へ
の

交
付

金
の

支
払

、
講

師
派

遣
、

活
動

情
報

の
提

供
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。

地
域

で
の

活
動

の
ヒ

ン
ト

に
な

る
よ

う
、

市
の

食
育

事
業

（
食

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
お

口
の

健
康

づ
く

り
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

等
）

を
、

会
の

集
ま

り
で

紹
介

し
ま

し
た

。

機
会

あ
る

ご
と

に
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○

1
1

5
子

育
て

サ
ー

ク
ル

の
育

成
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

●
「

ほ
っ

ぺ
ク

ラ
ブ

」
は

地
域

の
人

材
を

活
用

し
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
・

支
援

を
行

い
、

そ
の

力
を

地
域

に
広

げ
て

い
ま

す
。

手
作

り
お

や
つ

講
座

を
２

回
実

施
。

そ
れ

に
向

け
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
「

オ
リ

ー
ブ

の
会

」
が

講
座

の
内

容
を

検
討

す
る

。
参

加
者

は
2

8
組

6
4

人
。

イ
モ

掘
り

体
験

で
、

収
穫

し
た

サ
ツ

マ
イ

モ
を

使
う

な
ど

、
い

ろ
ん

な
食

材
に

触
れ

る
機

会
と

な
り

ま
し

た
。

○

1
1

6
豊

中
市

こ
ど

も
会

連
合

会
の

育
成

青
尐

年
課

●

（
市

内
の

各
地

域
で

活
動

し
て

い
る

こ
ど

も
会

（
単

位
こ

ど
も

会
）

が
集

ま
っ

て
、

組
織

し
て

い
る

豊
中

市
こ

ど
も

会
連

合
会

に
事

業
委

託
）

こ
ど

も
会

活
動

事
業

で
軽

食
の

提
供

や
食

事
を

通
し

た
交

流
が

行
っ

て
い

ま
す

。
・

こ
ど

も
会

カ
ー

ニ
バ

ル
（

５
月

）
・

豊
中

市
・

鳴
門

市
こ

ど
も

会
交

歓
会

（
７

月
）

・
こ

ど
も

会
連

合
会

キ
ャ

ン
プ

（
８

月
）

を
実

施
し

ま
し

た
。

こ
ど

も
会

カ
ー

ニ
バ

ル
：

延
べ

参
加

者
数

3
8

6
人

豊
中

市
・

鳴
門

市
こ

ど
も

会
交

歓
会

：
参

加
者

数
1

9
人

市
こ

連
キ

ャ
ン

プ
：

計
３

回
　

述
べ

参
加

者
数

7
5

人

キ
ャ

ン
プ

な
ど

を
通

し
て

、
食

事
の

前
の

歌
や

準
備

な
ど

一
緒

に
す

る
こ

と
で

交
流

が
よ

く
行

わ
れ

て
い

ま
す

。

○

1
1

7
子

ど
も

セ
ミ

ナ
ー

・
家

庩
教

育
セ

ミ
ナ

ー
講

師
謝

礼
金

助
成

事
業

青
尐

年
課

●
●

●

学
校

や
地

域
で

行
わ

れ
る

、
青

尐
年

の
健

全
育

成
を

テ
ー

マ
と

す
る

セ
ミ

ナ
ー

等
に

関
し

て
、

講
師

の
謝

礼
金

を
助

成
し

て
い

ま
す

。
 ①

子
ど

も
セ

ミ
ナ

ー
：

子
ど

も
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム ②

家
庩

教
育

セ
ミ

ナ
ー

：
お

と
な

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム

・
子

ど
も

セ
ミ

ナ
ー

講
師

謝
礼

金
助

成
：

計
1

5
回

　
参

加
者

数
2

,4
2

1
人

・
家

庩
教

育
教

育
セ

ミ
ナ

ー
講

師
謝

礼
金

助
成

：
計

1
5

回
　

参
加

者
数

1
,4

5
4

人
（

実
施

テ
ー

マ
に

食
育

含
む

）

家
庩

教
育

セ
ミ

ナ
ー

で
は

食
育

を
主

と
し

た
テ

ー
マ

が
1

件
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

○

事
業

等

市 民 に よ る 自 主 的 活 動 へ の 支 援
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
1

8
公

民
館

登
録

グ
ル

ー
プ

活
動

支
援

中
央

公
民

館
蛍

池
公

民
館

庄
内

公
民

館
千

里
公

民
館

●
●

●
●

●
●

●

①
自

主
的

・
継

続
的

に
社

会
教

育
活

動
を

行
う

小
集

団
の

育
成

・
支

援
 (

活
動

場
所

の
確

保
及

び
施

設
使

用
料

の
免

除
）

を
行

っ
て

い
ま

す
。

②
グ

ル
ー

プ
活

動
成

果
の

社
会

還
元

と
し

て
、

人
材

バ
ン

ク
に

登
録

し
、

完
全

学
校

週
5

日
制

に
関

わ
る

事
業

や
総

合
的

学
習

時
間

の
講

師
お

よ
び

公
民

分
館

講
座

の
講

師
と

し
て

要
請

に
よ

り
派

遣
し

て
い

ま
す

。

①
自

主
グ

ル
ー

プ
の

育
成

中
央

３
、

蛍
池

４
、

庄
内

１
、

千
里

７
の

グ
ル

ー
プ

の
小

集
団

の
育

成
・

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
②

学
校

へ
の

講
師

派
遣

は
出

来
な

か
っ

た
が

、
公

民
館

講
座

へ
の

助
手

等
で

協
力

を
要

請
し

ま
し

た
。

平
成

2
2

年
度

よ
り

、
グ

ル
ー

プ
へ

の
施

設
使

用
料

の
免

除
は

廃
止

さ
れ

る
が

、
会

場
の

確
保

に
よ

り
、

今
後

も
グ

ル
ー

プ
の

育
成

・
支

援
を

行
い

ま
す

。
活

動
成

果
と

し
て

の
社

会
還

元
（

例
．

公
民

館
ま

つ
り

へ
の

協
力

）
は

今
後

も
要

請
し

ま
す

。

○

1
1

9
公

民
分

館
活

動
へ

の
支

援

中
央

公
民

館
蛍

池
公

民
館

庄
内

公
民

館
千

里
公

民
館

●
●

●
●

●
●

●

地
域

に
ね

ざ
し

た
社

会
教

育
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

 春
秋

講
座

、
体

育
祭

、
文

化
祭

、
人

権
学

習
講

座
、

家
庩

教
育

学
級

な
ど

、
地

域
教

育
力

を
高

め
る

た
め

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

公
民

分
館

に
対

し
て

、
そ

の
活

動
が

振
興

す
る

よ
う

に
本

館
共

催
事

業
を

は
じ

め
、

分
館

出
前

講
座

、
情

報
提

供
、

指
導

助
言

を
行

っ
て

い
ま

す
。

分
館

春
秋

講
座

で
は

、
2

分
館

が
食

育
に

関
す

る
講

座
を

実
施

。
文

化
祭

・
夏

祭
り

で
は

、
食

に
関

す
る

取
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。

文
化

祭
や

夏
祭

り
で

は
、

多
く

の
分

館
が

食
を

通
し

て
「

地
域

の
味

」
を

伝
承

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
こ

う
し

た
分

館
活

動
の

取
組

み
に

対
し

て
、

公
民

館
と

し
て

活
動

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

○

1
2

0
豊

中
市

農
業

経
営

者
協

議
会

と
の

協
働

に
よ

る
都

市
農

業
の

振
興

農
業

委
員

会
●

●
●

●

①
部

会
ご

と
に

事
業

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
○

指
導

者
部

会
━

協
議

会
の

基
本

事
頄

等
に

つ
い

て
協

議
。

○
研

究
部

会
━

豊
中

ま
つ

り
、

農
業

祭
に

お
い

て
新

鮮
野

菜
を

安
価

で
販

売
。

市
民

農
園

技
術

指
導

、
農

業
講

座
等

を
実

施
。

○
花

卉
部

会
━

花
卉

の
栽

培
技

術
の

向
上

等
の

調
査

、
研

究
を

実
施

。
②

上
記

事
業

を
実

施
し

て
い

る
協

議
会

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

地
産

地
消

の
推

進
、

都
市

農
業

・
食

育
の

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

学
校

・
保

育
所

の
副

食
用

野
菜

の
納

入 玉
ね

ぎ
6

.2
ト

ン
他

地
産

地
消

、
食

育
を

推
進

す
る

も
の

で
あ

り
、

継
続

の
必

要
性

が
あ

り
ま

す
。

○

1
2

1
学

校
・

保
育

所
・

幼
稚

園
・

保
護

者
等

へ
の

食
育

推
進

豊
中

保
健

所
●

●

①
食

育
情

報
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

②
食

育
授

業
へ

の
助

言
を

し
て

い
ま

す
。

③
指

導
教

材
の

紹
介

を
し

て
い

ま
す

。
④

講
師

紹
介

を
し

て
い

ま
す

。
⑤

食
育

体
験

学
習

先
紹

介
し

て
い

ま
す

。

①
～

⑤
の

食
育

実
施

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

保
護

者
へ

の
取

組
み

と
し

て
、

健
康

教
室

を
開

催
し

ま
し

た
。

　
母

親
対

象
 2

回
、

参
加

 5
8

人
　

子
ど

も
と

父
親

対
象

 2
回

、
参

加
2

9
人

今
後

も
継

続
し

て
い

き
ま

す
。

○

事
業

等

市 民 に よ る 自 主 的 活 動 へ の 支 援
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（１．行政の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
2

2
食

育
指

導
者

研
修

会
豊

中
保

健
所

●
●

●
●

●
●

●

学
校

・
幼

稚
園

・
保

育
所

関
係

者
、

給
食

関
係

者
、

食
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

健
康

づ
く

り
関

係
者

な
ど

を
対

象
に

、
食

育
に

関
す

る
ラ

イ
フ

ス
キ

ル
を

育
む

手
法

な
ど

食
育

実
践

に
役

立
つ

、
指

導
者

の
た

め
の

研
修

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

な
し

。

学
校

等
で

の
食

育
が

定
着

さ
れ

て
き

た
こ

と
か

ら
、

今
後

は
、

食
育

実
施

の
側

面
的

支
援

を
中

心
に

行
い

、
研

修
会

は
必

要
に

応
じ

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

△

1
2

3
地

域
活

動
栄

養
士

会
の

育
成

・
支

援
豊

中
保

健
所

●
●

●
●

●
●

●

保
健

所
が

進
め

る
食

育
に

、
地

域
活

動
栄

養
士

会
ト

ゥ
デ

ィ
の

食
育

活
動

を
連

動
さ

せ
、

活
動

に
つ

い
て

の
助

言
や

情
報

提
供

、
指

導
媒

体
の

開
発

支
援

、
活

動
先

の
紹

介
を

行
っ

て
い

ま
す

。

年
間

を
通

し
て

、
豊

中
地

域
活

動
栄

養
士

会
ト

ゥ
デ

ィ
の

活
動

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
（

豊
中

地
域

活
動

栄
養

士
会

ト
ゥ

デ
ィ

の
実

施
状

況
参

照
）

地
域

の
食

育
推

進
の

担
い

手
と

し
て

、
今

後
も

地
域

活
動

栄
養

士
会

の
育

成
・

支
援

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

○

1
2

4
国

連
・

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
（

Ｅ
Ｓ

Ｄ
）

の
１

０
年

の
取

組
み

環
境

政
策

室
、

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
他

●
●

●
●

●
●

●

庁
内

外
に

向
け

て
Ｅ

Ｓ
Ｄ

に
つ

い
て

の
学

習
会

・
研

修
等

を
実

施
し

、
Ｅ

Ｓ
Ｄ

の
概

念
の

周
知

と
と

も
に

、
各

分
野

と
連

携
･
協

働
し

な
が

ら
、

Ｅ
Ｓ

Ｄ
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

取
組

み
を

進
め

て
い

ま
す

。

E
S

D
セ

ミ
ナ

ー
（

5
回

）
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

を
テ

ー
マ

に
実

施
し

ま
し

た
。

参
加

数
7

7
人

実
践

編
と

し
て

豊
中

市
民

環
境

展
で

エ
コ

工
房

交
流

カ
フ

ェ
を

行
い

ま
し

た
。

E
S

D
リ

ソ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
w

e
b

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

ま
し

た
。

環
境

関
連

情
報

（
食

に
関

す
る

こ
と

含
む

）
の

発
信

と
取

り
組

み
団

体
の

行
事

案
内

を
行

い
ま

す
。

○

1
2

5
子

育
ち

・
子

育
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
、

社
会

福
祉

協
議

会

●

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
、

地
域

支
援

保
育

士
が

中
心

に
な

っ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
と

も
に

各
小

学
校

区
の

地
域

活
動

を
支

援
す

る
た

め
に

、
関

係
機

関
や

団
体

と
の

連
携

を
図

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
て

い
ま

す
。

校
区

連
絡

会
 3

6
小

学
校

校
区

 3
5

回
実

施

校
区

ご
と

に
相

談
内

容
を

共
有

し
、

同
じ

視
点

で
地

域
の

親
へ

対
応

し
て

い
け

る
よ

う
な

機
会

と
し

て
は

重
要

で
す

。

○

1
2

6
地

域
教

育
協

議
会

（
す

こ
や

か
ネ

ッ
ト

）
地

域
教

育
振

興
課

●
●

●
●

●
●

●

市
内

全
中

学
校

区
に

設
置

さ
れ

て
い

る
地

域
教

育
協

議
会

に
対

し
て

、
市

が
取

り
組

ん
で

い
る

子
ど

も
対

策
事

業
の

情
報

の
提

供
や

豊
中

市
内

全
中

学
校

区
地

域
教

育
協

議
会

の
「

交
流

会
」

「
連

絡
会

」
の

実
施

や
拠

点
の

整
備

に
つ

い
て

の
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。

連
絡

会
の

開
催

５
回

（
各

中
学

校
区

代
表

者
）

全
体

交
流

会
の

開
催

１
回

（
2

5
3

人
）

食
に

関
す

る
情

報
交

換
お

よ
び

発
信

の
場

と
し

て
活

用
し

て
い

き
ま

す
。

○

1
2

7
子

ど
も

の
健

康
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

豊
中

保
健

所
●

●
●

食
育

を
通

じ
た

子
ど

も
の

健
康

づ
く

り
を

目
的

に
、

関
係

機
関

が
集

ま
り

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
が

食
育

と
し

て
何

が
出

来
る

か
、

連
携

し
て

何
が

出
来

る
か

を
話

し
合

っ
て

い
ま

す
。

構
成

員
は

教
育

委
員

会
、

学
校

給
食

関
係

者
、

健
康

支
援

室
、

地
域

活
動

栄
養

士
会

、
子

ど
も

の
食

を
考

え
る

会
、

健
康

づ
く

り
推

進
員

会
、

花
と

緑
の

ネ
ッ

ト
な

ど
の

代
表

者
で

す
。

３
回

開
催

(5
/
2

9
、

9
/
1

5
、

2
/
2

4
)

様
〄

な
関

係
機

関
で

実
施

し
て

い
る

食
育

情
報

交
換

お
よ

び
小

学
５

・
６

年
生

対
象

の
メ

ニ
ュ

ー
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

実
施

協
力

を
行

い
ま

し
た

。

こ
の

会
議

を
通

し
て

、
市

内
の

食
育

関
係

団
体

が
連

携
し

て
食

育
事

業
に

取
組

む
こ

と
が

出
来

て
お

り
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

○

1
2

8
地

域
へ

の
食

育
推

進
豊

中
保

健
所

●
●

●
●

●
●

●
食

育
へ

の
理

解
が

進
む

よ
う

、
食

育
情

報
の

提
供

や
講

師
紹

介
、

講
師

派
遣

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

、
食

育
情

報
の

提
供

や
講

師
紹

介
等

を
行

い
ま

し
た

。
今

後
も

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
○

事
業

等

市 民 に よ る 自 主 的 活 動 へ の 支

援

関 連 機 関 の 連 携
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２．教育・保育の取り組み  

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1

食
に

関
す

る
情

報
発

信
「

簡
単

お
い

し
い

ク
ッ

キ
ン

グ
」

「
ぴ

よ
ぴ

よ
（

離
乳

食
の

進
め

方
）

」
「

食
育

だ
よ

り
」

等

各
保

育
所

・
園

、
幼

稚
園

、
幼

児
教

育
課

・
あ

ゆ
み

学
園

※
１

・
し

い
の

実
学

園
※

２

●
レ

シ
ピ

や
食

べ
物

に
関

す
る

情
報

な
ど

を
通

じ
て

、
保

護
者

に
食

育
の

重
要

性
を

伝
え

て
い

ま
す

。

各
保

育
所

・
園

で
随

時
発

信
「

み
ん

な
集

ま
れ

わ
く

わ
く

ラ
ン

ド
」

で
配

布

保
育

所
・

園
で

実
施

し
て

い
る

メ
ニ

ュ
ー

は
親

し
み

や
す

く
、

簡
単

に
作

れ
る

レ
シ

ピ
等

は
好

評
で

あ
り

、
今

後
も

続
け

た
い

。

○

2
保

護
者

向
け

に
発

行
す

る
通

信
豊

中
市

私
立

幼
稚

園
連

合
会

加
盟

幼
稚

園
●

栄
養

士
等

に
よ

る
食

育
に

関
す

る
記

事
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

今
後

も
保

護
者

向
け

に
発

信
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
◎

3
給

食
の

献
立

表
等

の
保

護
者

へ
の

配
布

各
保

育
所

・
園

、
学

校
給

食
課

、
あ

ゆ
み

学
園

※
１

・
し

い
の

実
学

園
※

２
共

通

●
●

毎
月

給
食

予
定

献
立

表
を

配
布

。
月

1
回

配
布

献
立

を
伝

え
る

こ
と

で
家

庩
で

の
食

事
に

も
役

立
て

て
も

ら
う

。
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
対

応
に

も
活

用
。

○

4
教

室
向

け
給

食
だ

よ
り

「
も

ぐ
も

ぐ
」

、
栄

養
メ

モ
学

校
給

食
課

●

毎
月

、
教

室
掲

示
用

に
低

学
年

、
高

学
年

別
に

給
食

だ
よ

り
「

も
ぐ

も
ぐ

」
、

献
立

カ
レ

ン
ダ

ー
、

栄
養

・
食

品
に

関
す

る
一

口
メ

モ
を

発
行

し
て

い
ま

す
。

月
1

回
各

ク
ラ

ス
１

枚
ず

つ
、

1
口

メ
モ

は
４

～
５

種

児
童

及
び

保
護

者
が

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
望

ま
し

い
食

生
活

習
慣

の
形

成
と

正
し

い
栄

養
に

関
す

る
知

識
の

普
及

と
学

校
給

食
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○

5
お

弁
当

づ
く

り
の

冊
子

学
校

給
食

課
●

お
弁

当
づ

く
り

の
冊

子
を

６
年

生
児

童
に

配
布

し
て

い
ま

す
。

発
行

部
数

　
3

8
0

0
部

中
学

生
は

心
身

と
も

大
き

く
成

長
す

る
大

切
な

時
期

で
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

お
弁

当
の

参
考

と
な

る
よ

う
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○

相 談 対 応 ・ 指 導
6

給
食

・
弁

当
時

の
指

導

各
保

育
所

・
園

、
幼

稚
園

、
小

学
校

、
あ

ゆ
み

学
園

※
１

・
し

い
の

実
学

園
※

２
共

通

●

①
食

前
食

後
の

食
事

へ
の

感
謝

を
指

導
し

て
い

ま
す

。
②

食
べ

物
を

大
事

に
し

、
残

さ
ず

食
べ

る
こ

と
を

指
導

し
て

い
ま

す
。

③
食

事
マ

ナ
ー

を
指

導
し

て
い

ま
す

。
④

嫌
い

な
も

の
で

も
一

口
食

べ
る

な
ど

、
偏

食
改

善
を

指
導

し
て

い
ま

す
。

⑤
献

立
に

使
わ

れ
た

食
材

に
つ

い
て

話
題

に
し

て
い

ま
す

。

毎
日

実
施

食
べ

物
と

身
体

作
り

が
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

っ
て

お
り

、
食

べ
る

量
も

わ
か

っ
て

い
っ

て
る

。
仲

間
と

共
に

楽
し

く
食

べ
、

残
さ

ず
き

れ
い

に
食

べ
た

時
の

心
地

良
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
、

食
べ

物
に

興
味

を
持

ち
食

を
話

題
に

す
る

姿
が

あ
る

。

○

事
業

等

出 版 物  
※
１

あ
ゆ

み
学
園

：
知
的

障
害

児
通
園

施
設

 

※
２

し
い

の
実

学
園
：
肢

体
不
自

由
児

通
園

施
設
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

7
集

会
時

の
指

導
豊

中
市

私
立

幼
稚

園
連

合
会

加
盟

幼
稚

園
●

①
朝

食
を

ゆ
っ

く
り

食
べ

て
か

ら
登

園
す

る
よ

う
指

導
し

て
い

ま
す

。
②

嫌
い

な
も

の
で

も
一

口
食

べ
る

よ
う

指
導

し
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

機
会

あ
る

ご
と

に
指

導
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

の
習

慣
に

な
る

こ
と

も
多

く
、

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。

○

8
一

年
生

給
食

開
始

事
前

指
導

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

●

新
１

年
生

の
給

食
開

始
前

に
児

童
の

給
食

へ
の

関
心

を
高

め
る

た
め

、
学

校
給

食
を

担
当

す
る

栄
養

士
・

調
理

員
が

訪
問

を
行

っ
て

い
る

学
校

も
あ

り
ま

す
。

小
学

校
5

校
で

実
施

望
ま

し
い

食
生

活
習

慣
の

形
成

と
正

し
い

栄
養

に
関

す
る

知
識

の
普

及
と

学
校

給
食

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

○

9
歯

科
健

診
の

実
施

保
育

課
保

健
体

育
課

●
●

虫
歯

の
早

期
発

見
、

受
診

勧
告

を
目

的
と

し
た

歯
科

健
診

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
年

1
回

実
施

お
口

の
健

康
を

維
持

・
増

進
に

努
め

ま
し

た
。

虫
歯

の
早

期
発

見
に

よ
り

、
子

ど
も

の
健

康
管

理
に

有
効

で
す

。

○

1
0

歯
み

が
き

指
導

豊
中

市
民

間
保

育
園

連
合

会
加

盟
保

育
園

、
市

立
幼

稚
園

●
昼

食
や

お
や

つ
の

後
に

行
う

年
齢

に
応

じ
た

歯
み

が
き

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

歯
み

が
き

を
習

慣
づ

け
る

た
め

、
継

続
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
○

1
1

ふ
れ

あ
い

子
育

て
相

談
各

保
育

所
・

あ
ゆ

み
学

園
※

１
●

子
育

て
に

関
す

る
電

話
相

談
と

来
所

（
園

）
に

よ
る

相
談

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

対
応

○

1
2

幼
児

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

相
談

幼
児

教
育

課

　

●
教

育
相

談
や

育
児

相
談

を
行

っ
て

い
ま

す
。

教
育

相
談

毎
月

第
1

月
曜

育
児

相
談

随
時

受
付

来
所

で
も

電
話

で
も

受
け

付
け

て
い

ま
す

。
食

事
も

含
め

た
し

つ
け

・
健

康
・

発
育

に
関

す
る

内
容

が
多

い
で

す
。

○

1
3

地
域

に
開

か
れ

た
幼

稚
園

づ
く

り
事

業
で

の
相

談
等

幼
児

教
育

課
・

私
立

幼
稚

園
●

私
立

幼
稚

園
に

お
け

る
「

子
育

て
支

援
事

業
」

（
育

児
・

教
育

相
談

な
ど

）
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

1
1

園
 8

3
回

 2
0

7
人

私
立

幼
稚

園
3

3
園

に
お

い
て

幼
児

教
育

の
充

実
事

業
と

子
育

て
支

援
事

業
を

実
施

し
、

事
業

開
始

後
定

期
的

に
地

域
の

未
就

園
児

対
象

に
支

援
を

行
う

園
が

多
く

あ
り

、
尐

し
ず

つ
定

着
し

て
き

て
い

ま
す

。

○

事
業

等

相 談 対 応 ・ 指 導  
※
１

あ
ゆ

み
学
園

：
知
的

障
害

児
通
園

施
設

 

※
２

し
い

の
実

学
園
：
肢

体
不
自

由
児

通
園

施
設
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

相 談 対 応 ・ 指

導

1
4

育
児

相
談

・
就

学
前

相
談

幼
児

教
育

課
・

市
立

幼
稚

園
●

公
立

幼
稚

園
を

会
場

に
、

地
域

の
子

育
て

中
の

保
護

者
を

対
象

に
し

た
専

門
家

に
よ

る
相

談
事

業
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

3
7

回
 2

1
9

人
心

身
の

発
達

や
し

つ
け

、
進

学
に

向
け

て
の

内
容

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

○

各
保

育
所

・
園

、
幼

稚
園

、
幼

児
教

育
課

、
小

学
校

●
●

①
野

菜
や

稲
の

栽
培

、
収

穫
物

に
よ

る
調

理
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

体
験

を
積

み
重

ね
、

食
を

営
む

基
礎

を
育

て
て

い
ま

す
。

②
も

ち
つ

き
等

の
季

節
行

事
を

催
し

て
い

ま
す

。
③

保
護

者
に

、
実

施
状

況
を

報
告

し
た

り
、

参
加

・
協

力
の

場
を

設
け

る
こ

と
で

、
家

庩
へ

の
情

報
発

信
及

び
食

文
化

の
伝

達
や

交
流

を
行

っ
て

い
ま

す
。

随
時

実
施

食
に

関
わ

る
様

〄
な

体
験

を
共

有
す

る
こ

と
で

子
ど

も
と

子
ど

も
、

子
ど

も
と

大
人

、
大

人
と

大
人

な
ど

、
人

と
人

が
つ

な
が

っ
て

い
け

る
。

子
ど

も
の

姿
か

ら
、

親
子

の
会

話
も

食
に

関
す

る
話

題
が

多
く

な
り

、
家

庩
に

お
い

て
も

「
食

」
へ

の
理

解
が

深
ま

る
。

○

豊
中

市
私

立
幼

稚
園

連
合

会
加

盟
幼

稚
園

豊
中

市
民

間
保

育
園

連
合

会
加

盟
保

育
園

●

○
農

家
と

交
流

し
て

い
ま

す
。

○
魚

の
さ

ば
き

方
の

見
学

を
し

て
い

ま
す

。
○

年
齢

に
合

っ
た

調
理

体
験

・
収

穫
体

験
を

行
っ

て
い

ま
す

。
○

季
節

行
事

：
　

ら
っ

き
ょ

漬
・

栗
拾

い
・

干
柿

づ
く

り
・

収
穫

祭
な

ど
を

行
っ

て
い

ま
す

。
○

茶
道

体
験

を
し

て
い

ま
す

。

随
時

実
施

体
験

す
る

こ
と

で
食

育
に

関
心

を
も

つ
子

ど
も

も
多

い
こ

と
か

ら
、

園
ご

と
に

工
夫

を
し

て
継

続
し

て
い

き
ま

す
。

○

事
業

等

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供

保
育

、
教

育
の

中
で

交
流

体
験

機
会

の
提

供
1

5
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

各
保

育
所

・
園

、
小

学
校

、
あ

ゆ
み

学
園

※
１

・
し

い
の

実
学

園
※

２
共

通

●
●

①
こ

ど
も

が
、

お
い

し
く

、
安

全
に

、
楽

し
く

食
事

を
す

る
こ

と
で

、
心

身
両

面
の

発
育

を
促

し
て

（
保

障
し

て
）

い
ま

す
。

②
季

節
の

行
事

食
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

③
給

食
の

配
膳

を
児

童
・

生
徒

が
自

ら
行

う
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

給
食

を
お

い
し

く
楽

し
く

食
べ

ら
れ

る
よ

う
、

子
ど

も
た

ち
が

様
〄

な
取

り
組

み
を

行
な

い
ま

し
た

。
　

○
お

味
見

当
番

○
自

分
で

お
に

ぎ
り

○
調

理
に

関
わ

る
（

野
菜

の
皮

む
き

・
す

じ
取

り
・

和
え

物
を

仕
上

げ
る

・
お

や
つ

作
り

e
tc

.）
○

給
食

材
料

を
見

る
・

触
る

○
厨

房
の

見
学

　
等

食
材

に
触

れ
た

り
、

給
食

作
り

に
関

わ
り

調
理

の
過

程
を

知
る

こ
と

で
、

食
材

や
調

理
し

て
く

れ
た

人
に

親
し

み
が

深
ま

り
、

給
食

に
期

待
感

を
持

っ
て

、
よ

り
積

極
的

に
食

べ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
食

べ
物

に
興

味
を

も
ち

、
「

食
」

を
話

題
に

す
る

。

◎

豊
中

市
私

立
幼

稚
園

連
合

会
加

盟
幼

稚
園

●

①
和

食
中

心
の

メ
ニ

ュ
ー

を
多

く
し

て
い

ま
す

。
②

食
材

そ
の

も
の

の
美

味
し

さ
を

知
る

よ
う

シ
ン

プ
ル

な
調

理
も

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。
③

希
望

す
る

園
児

が
、

1
6

時
の

お
や

つ
づ

く
り

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
④

日
常

の
給

食
に

保
護

者
が

参
加

で
き

る
機

会
を

設
け

て
い

ま
す

。
⑤

給
食

を
委

託
す

る
業

者
を

検
討

す
る

た
め

の
試

食
会

に
保

護
者

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

随
時

実
施

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

食
事

や
楽

し
い

食
生

活
を

送
れ

る
よ

う
に

、
引

き
続

き
献

立
の

工
夫

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
保

護
者

と
意

見
交

換
を

行
な

う
こ

と
は

、
よ

り
よ

い
給

食
提

供
に

つ
な

が
る

の
で

、
継

続
し

て
い

き
た

い
。

○

1
7

公
立

保
育

所
に

お
け

る
環

境
食

育
推

進
事

業
保

育
課

●

①
保

育
活

動
に

お
い

て
、

年
間

を
通

じ
て

、
ゴ

ミ
の

減
量

や
堆

肥
作

り
を

行
い

、
併

せ
て

食
育

の
推

進
に

つ
い

て
計

画
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

②
関

係
部

局
・

団
体

と
連

携
を

図
り

、
他

保
育

所
及

び
保

護
者

や
地

域
の

子
育

て
家

庩
へ

の
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

ま
す

。

「
食

育
と

環
境

の
取

り
組

み
計

画
」

に
基

づ
き

年
間

を
通

し
て

保
育

に
お

い
て

実
施

し
、

年
度

末
に

は
そ

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
評

価
・

反
省

を
行

い
、

次
年

度
へ

の
課

題
と

し
た

。

ね
ら

い
を

明
確

に
し

て
保

育
計

画
に

位
置

付
け

、
年

間
の

見
通

し
を

も
っ

た
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

◎

1
8

給
食

の
試

食
と

、
給

食
セ

ン
タ

ー
所

長
・

栄
養

士
に

よ
る

講
演

会
給

食
セ

ン
タ

ー
、

各
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
●

●
給

食
の

試
食

と
、

給
食

セ
ン

タ
ー

所
長

・
栄

養
士

に
よ

る
講

演
会

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
小

学
校

 3
7

校
で

実
施

食
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
と

学
校

給
食

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
に

、
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○

1
9

学
校

給
食

週
間

学
校

給
食

課
給

食
セ

ン
タ

ー
●

「
全

国
学

校
給

食
週

間
」

と
定

め
ら

れ
た

1
月

2
4

日
～

3
0

日
に

、
各

地
の

郷
土

料
理

や
世

界
の

料
理

な
ど

を
取

り
入

れ
た

特
別

の
献

立
を

出
す

こ
と

に
よ

り
、

改
め

て
食

に
感

謝
す

る
気

持
ち

や
食

の
大

切
さ

を
考

え
る

取
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。

全
小

学
校

 4
1

校
で

実
施

学
校

給
食

の
意

義
や

役
割

に
つ

い
て

児
童

生
徒

や
教

職
員

、
保

護
者

、
地

域
住

民
の

理
解

と
関

心
を

深
め

る
た

め
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供

1
6

給
食

事
業

等

 
※
１

あ
ゆ

み
学
園

：
知
的

障
害

児
通
園

施
設

 

※
２

し
い

の
実

学
園
：
肢

体
不
自

由
児

通
園

施
設
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
0

児
童

の
社

会
見

学
の

受
け

入
れ

各
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
●

学
校

調
理

員
、

栄
養

士
と

の
交

流
を

深
め

、
給

食
が

で
き

る
ま

で
を

見
学

す
る

こ
と

で
関

心
を

高
め

て
い

ま
す

。

原
田

セ
ン

タ
ー

 ３
校

服
部

セ
ン

タ
ー

 ５
校

給
食

へ
の

理
解

と
食

へ
の

関
心

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

◎

2
1

給
食

セ
ン

タ
ー

の
見

学
（

市
民

向
け

）
給

食
セ

ン
タ

ー
●

●
●

給
食

セ
ン

タ
ー

の
様

子
を

見
学

し
、

学
校

給
食

へ
の

理
解

を
深

め
て

い
ま

す
。

9
団

体
が

見
学

給
食

へ
の

理
解

と
食

へ
の

関
心

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○

各
保

育
所

・
園

、
幼

稚
園

、
小

学
校

、
あ

ゆ
み

学
園

※
１

●
●

①
栄

養
素

に
つ

い
て

学
ん

で
い

ま
す

。
②

調
理

実
習

を
体

験
し

て
い

ま
す

。

給
食

作
り

に
関

わ
っ

た
り

、
菜

園
活

動
の

収
穫

物
に

よ
る

ク
ッ

キ
ン

グ
な

ど
年

間
を

通
じ

て
随

時
実

施
。

魚
の

解
体

見
学

後
に

給
食

で
食

べ
る

等
。

偏
食

の
矯

正
。

食
べ

物
の

命
を

感
じ

て
大

切
に

い
た

だ
く

気
持

ち
が

育
ま

れ
た

。
共

に
経

験
、

共
感

し
仲

間
関

係
が

深
ま

り
、

自
信

に
も

つ
な

が
っ

た
。

○

豊
中

市
私

立
幼

稚
園

連
合

会
加

盟
幼

稚
園

●
○

季
節

の
果

物
や

野
菜

に
つ

い
て

学
ん

で
い

ま
す

（
講

師
：

生
産

地
の

農
協

関
係

者
）

。

随
時

実
施

・
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

ク
ッ

キ
ン

グ
・

家
庩

か
ら

持
参

し
た

食
材

を
使

っ
て

の
調

理
体

験

食
べ

も
の

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

づ
く

り
と

し
て

効
果

的
と

考
え

ま
す

。
○

2
3

保
育

所
地

域
活

動
事

業
保

育
所

●
●

●
●

●
●

●
所

庩
開

放
、

誕
生

会
、

発
育

測
定

、
年

間
行

事
、

高
齢

者
と

の
世

代
間

交
流

、
育

児
講

座
、

赤
ち

ゃ
ん

サ
ー

ク
ル

等
を

行
っ

て
い

ま
す

。

地
域

の
子

育
て

家
庩

対
象

に
所

庩
開

放
毎

日
。

誕
生

会
・

発
育

測
定

月
1

回
。

保
育

所
行

事
に

参
加

案
内

。
世

代
間

交
流

随
時

。
講

座
・

サ
ー

ク
ル

活
動

の
定

期
的

実
施

（
毎

月
）

安
心

し
て

遊
べ

る
場

所
で

あ
り

、
情

報
交

換
や

相
談

な
ど

で
継

続
し

て
来

ら
れ

る
方

が
多

く
、

地
域

に
果

た
す

役
割

は
大

き
い

。

○

2
4

「
食

」
に

関
す

る
子

育
て

講
座

保
育

所
●

保
育

所
給

食
を

も
と

に
、

幼
児

食
や

手
作

り
お

や
つ

、
食

事
の

話
な

ど
の

講
習

を
行

な
っ

て
い

ま
す

。

地
域

の
子

育
て

家
庩

対
象

。
各

所
2

回
程

度
開

催
。

1
回

2
0

～
3

0
組

。

保
育

所
給

食
の

実
際

を
基

に
行

な
う

の
で

、
理

解
さ

れ
や

す
い

。
○

2
5

赤
ち

ゃ
ん

サ
ー

ク
ル

「
ぴ

よ
ぴ

よ
」

で
の

離
乳

食
講

座
保

育
所

●
保

育
所

給
食

を
も

と
に

、
離

乳
食

の
講

習
を

行
な

っ
て

い
ま

す
。

地
域

の
子

育
て

家
庩

対
象

。
各

所
1

～
2

回
開

催
。

1
回

1
0

～
2

0
組

。

保
育

所
給

食
の

実
際

を
基

に
行

な
う

の
で

、
理

解
さ

れ
や

す
い

。
○

2
2

保
育

、
教

育
の

中
で

、
調

理
体

験
、

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
取

り
組

み

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト

事
業

等

交 流 ・ 体 験 機 会 の 提 供  
※
１

あ
ゆ

み
学
園

：
知
的

障
害

児
通
園

施
設

 

※
２

し
い

の
実

学
園
：
肢

体
不
自

由
児

通
園

施
設
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
6

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

テ
ス

ト
保

健
体

育
課

豊
中

保
健

所
●

保
健

所
と

共
催

で
、

小
学

5
・

6
 年

生
か

ら
メ

ニ
ュ

ー
を

募
集

し
て

コ
ン

テ
ス

ト
を

行
い

、
入

賞
献

立
を

学
校

給
食

に
取

り
入

れ
て

い
ま

す
。

「
気

に
な

る
メ

タ
ボ

！
ア

ク
テ

ィ
ブ

家
族

の
た

め
の

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

」
を

テ
ー

マ
に

、
7

～
8

月
に

実
施

し
、

1
0

月
に

は
体

育
の

日
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
で

表
彰

式
と

入
賞

作
品

ポ
ス

タ
ー

展
示

を
行

い
ま

し
た

。
（

応
募

児
童

1
7

7
4

人
、

入
賞

1
2

人
）

　
2

0
年

度
の

入
賞

作
品

か
ら

は
、

2
1

年
度

に
3

作
品

を
7

月
の

学
校

給
食

に
採

用
し

た
ほ

か
、

2
作

品
を

地
域

の
惣

菜
店

で
商

品
化

し
ま

し
た

（
7

～
8

月
）

。

毎
年

夏
休

み
に

実
施

し
、

多
く

の
応

募
が

あ
り

ま
す

。
お

い
し

く
、

楽
し

く
、

食
事

を
し

よ
う

、
家

族
の

た
め

に
「

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

」
を

考
え

る
こ

と
で

　
家

庩
に

お
け

る
食

育
の

推
進

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
　

ま
た

、
入

賞
作

品
の

学
校

給
食

採
用

、
給

食
だ

よ
り

等
で

の
紹

介
、

地
域

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
で

の
表

彰
式

実
施

、
惣

菜
店

で
の

商
品

化
等

に
よ

り
、

学
校

関
係

者
・

保
護

者
・

地
域

住
民

に
も

広
く

認
知

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
お

り
、

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

○

2
7

キ
ッ

ズ
フ

ェ
ス

タ
幼

児
教

育
課

●
親

子
の

触
れ

合
い

や
遊

び
の

場
の

提
供

、
幼

児
教

育
情

報
の

発
信

の
中

で
「

食
」

に
関

す
る

情
報

の
提

供
を

し
ま

す
。

参
加

者
数

 2
,5

2
1

人

悪
天

候
で

し
た

が
、

市
民

に
定

着
し

た
く

さ
ん

の
来

場
者

が
あ

り
ま

し
た

。
情

報
発

信
の

あ
り

方
。

参
加

園
増

加
に

伴
う

内
容

の
検

討
及

び
開

催
場

所
の

検
討

。

○

2
8

子
育

て
総

合
支

援
事

業
「

子
育

ち
・

子
育

て
支

援
講

座
」

幼
児

教
育

課
、

幼
稚

園
●

専
門

講
師

に
よ

る
講

演
や

親
子

ふ
れ

あ
い

遊
び

な
ど

の
実

技
を

通
し

て
つ

な
が

り
を

広
げ

て
い

ま
す

。
2

6
回

 1
,5

5
8

人

各
園

、
食

育
を

テ
ー

マ
に

し
た

講
座

も
取

り
入

れ
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

保
護

者
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

事
業

効
果

を
高

め
て

い
き

た
い

。

○

2
9

親
子

の
学

び
場

講
座

幼
児

教
育

課
●

料
理

・
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
音

楽
・

ス
ポ

ー
ツ

チ
ャ

ン
バ

ラ
な

ど
多

様
な

ジ
ャ

ン
ル

の
専

門
講

師
に

よ
る

遊
び

の
提

供
や

講
演

会
な

ど
を

実
施

し
て

い
ま

す

8
回

 5
9

2
人

多
様

な
ジ

ャ
ン

ル
や

角
度

か
ら

、
乳

幼
児

の
子

育
て

に
関

す
る

情
報

や
知

識
を

提
供

し
、

親
の

教
育

力
を

高
め

る
様

に
努

め
ま

し
た

。
土

曜
日

に
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
多

く
の

親
子

へ
の

参
加

の
機

会
を

提
供

し
ま

し
た

。

○

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

3
0

在
園

児
及

び
未

就
園

児
の

保
護

者
向

け
講

演
会

豊
中

市
私

立
幼

稚
園

連
合

会
加

盟
幼

稚
園

豊
中

市
民

間
保

育
園

連
合

会
加

盟
保

育
園

●

①
幼

児
期

の
食

に
つ

い
て

の
講

座
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

②
給

食
の

試
食

を
行

い
、

そ
の

中
で

、
栄

養
士

・
教

諭
が

給
食

の
意

義
・

給
食

で
行

う
指

導
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

ま
す

。

随
時

実
施

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

○

3
1

バ
ザ

ー
豊

中
市

私
立

幼
稚

園
連

合
会

加
盟

幼
稚

園
●

産
地

直
送

の
野

菜
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

て
い

ま
す

。

地
域

の
人

の
お

店
を

出
店

残
屑

処
理

機
で

で
き

た
肥

料
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
な

ど
、

各
園

で
工

夫
し

て
実

施
し

た
。

地
域

に
根

ざ
し

た
交

流
で

評
価

で
き

ま
す

。
エ

コ
教

育
を

広
め

る
こ

と
も

で
き

ま
し

た
。

○

3
2

文
化

活
動

　
文

化
ク

ラ
ブ

「
ク

ッ
キ

ン
グ

」
「

手
芸

＆
料

理
」

尐
年

文
化

館
●

市
内

在
住

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

専
門

講
師

が
季

節
の

果
物

や
野

菜
を

も
と

に
、

手
作

り
お

や
つ

や
食

事
の

話
な

ど
の

講
習

及
び

調
理

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
体

験
を

積
み

重
ね

、
食

を
営

む
基

礎
を

育
て

て
い

ま
す

。

「
ク

ッ
キ

ン
グ

」
 実

施
回

数
3

0
回

　
　

延
べ

参
加

者
数

3
1

8
人

「
手

芸
＆

料
理

」
 実

施
回

数
2

8
回

　
　

延
べ

参
加

者
数

2
3

3
人

定
員

を
超

え
る

申
し

込
み

が
あ

る
の

で
、

希
望

者
全

員
が

受
講

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

○

3
3

創
造

活
動

（
適

応
指

導
教

室
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

ク
ッ

キ
ン

グ
」

尐
年

文
化

館
●

丌
登

校
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

専
門

講
師

が
季

節
の

果
物

や
野

菜
を

も
と

に
、

手
作

り
ご

飯
や

食
事

の
話

な
ど

の
講

習
及

び
野

菜
の

栽
培

、
自

家
栽

培
に

よ
る

収
穫

物
を

使
っ

て
の

調
理

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
体

験
を

積
み

重
ね

、
食

を
営

む
基

礎
を

育
て

て
い

ま
す

。

庄
内

館
は

第
1

・
3

・
5

水
曜

、
千

里
館

は
第

1
・

3
金

曜
に

実
施

毎
回

多
く

の
児

童
生

徒
が

出
席

す
る

の
で

、
生

き
る

力
を

養
う

意
味

で
も

食
に

対
す

る
関

心
を

高
め

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

。

○

3
4

保
育

、
教

育
の

中
で

食
の

循
環

に
関

す
る

取
り

組
み

各
保

育
所

・
園

、
小

学
校

、
あ

ゆ
み

学
園

※
１

・
し

い
の

実
学

園
※

２
共

通

●
●

保
育

・
教

育
の

一
環

と
し

て
行

う
野

菜
や

稲
の

栽
培

時
に

、
野

菜
く

ず
・

落
ち

葉
を

活
用

し
た

堆
肥

を
使

う
こ

と
で

、
ご

み
の

減
量

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

食
の

循
環

を
体

現
し

自
然

の
恵

み
に

感
謝

す
る

気
持

ち
を

育
ん

で
い

ま
す

。

季
節

折
〄

の
野

菜
や

稲
の

栽
培

を
年

間
計

画
し

て
実

施
。

給
食

の
食

材
に

使
用

し
た

所
も

あ
り

ま
し

た
。

堆
肥

作
り

、
菜

園
活

動
、

収
穫

、
ク

ッ
キ

ン
グ

と
一

連
の

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
「

食
を

営
む

力
」

を
育

む
基

礎
と

な
る

と
考

え
ま

す
。

○

3
5

と
よ

っ
ぴ

ー
(生

ご
み

・
剪

定
枝

堆
肥

）
で

作
っ

た
市

内
農

作
物

を
給

食
食

材
と

し
て

使
用

す
る

「
食

の
リ

サ
イ

ク
ル

」
の

取
り

組
み

保
育

所
学

校
給

食
課

●
●

と
よ

っ
ぴ

ー
(給

食
か

ら
出

る
生

ご
み

・
剪

定
枝

堆
肥

）
で

作
っ

た
市

内
農

作
物

を
給

食
で

使
用

し
て

い
ま

す
。

た
ま

ね
ぎ

3
回

3
1

4
k
g
・

じ
ゃ

が
い

も
3

回
4

0
5

k
g
使

用
。

市
内

の
生

産
者

と
保

育
所

が
つ

な
が

り
、

安
心

・
安

全
な

食
の

提
供

と
地

産
地

消
の

取
り

組
み

と
し

て
有

効
で

す
。

◎

食 品 廃 棄 物 ・ 地 産 池 消

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト  
※
１

あ
ゆ

み
学
園

：
知
的

障
害

児
通
園

施
設

 

※
２

し
い

の
実

学
園
：
肢

体
不
自

由
児

通
園

施
設
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

連 携

3
6

技
能

員
研

究
会

保
育

課
●

保
育

所
・

あ
ゆ

み
学

園
・

し
い

の
実

学
園

の
技

能
職

員
と

担
当

保
育

所
長

及
び

保
育

課
栄

養
士

が
、

給
食

作
り

を
中

心
に

食
育

と
給

食
衛

生
を

考
え

る
。

保
育

に
お

け
る

子
ど

も
の

安
全

と
環

境
整

備
を

考
え

、
環

境
保

全
・

食
育

に
関

わ
る

研
究

の
推

進
を

は
か

っ
て

い
ま

す
。

研
究

会
７

回
開

催
（

勉
強

会
・

講
習

会
・

情
報

交
換

等
）

「
わ

く
わ

く
ら

ん
ど

」
「

環
境

展
」

の
出

展
準

備
。

講
師

招
聘

研
修

会
1

回
（

六
感

で
味

わ
う

食
育

）

保
育

に
お

け
る

食
と

環
境

の
取

り
組

み
の

重
要

性
を

あ
ら

た
め

て
認

識
し

、
お

い
し

く
楽

し
い

給
食

づ
く

り
の

向
上

と
食

育
・

環
境

の
取

り
組

み
が

進
み

ま
し

た
。

◎

3
7

環
境

食
育

推
進

年
間

計
画

の
作

成
保

育
課

●

保
育

活
動

に
お

い
て

、
ご

み
の

減
量

や
堆

肥
作

り
を

行
い

、
併

せ
て

食
育

の
推

進
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

を
、

年
間

を
通

じ
て

見
通

し
を

も
っ

た
も

の
に

す
る

た
め

、
年

間
計

画
を

作
成

し
て

い
ま

す
。

各
保

育
所

・
園

の
状

況
に

応
じ

て
計

画
し

実
行

。
年

度
末

に
総

拢
し

た
。

保
育

計
画

に
ど

う
絡

め
て

い
け

ば
よ

い
の

か
、

取
り

組
み

内
容

も
含

め
て

課
題

が
見

え
ま

し
た

。
次

年
度

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

◎

3
8

食
育

目
標

の
作

成
保

育
課

＊
●

「
豊

中
市

食
育

推
進

計
画

」
「

改
定

保
育

所
保

育
指

針
」

を
踏

ま
え

た
豊

中
市

立
保

育
所

の
食

育
目

標
を

作
成

。

食
育

目
標

を
基

に
、

各
保

育
所

・
園

で
食

育
に

取
り

組
ん

だ
。

食
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
意

識
し

て
保

育
計

画
に

位
置

付
け

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

。

◎

3
9

「
食

育
年

間
計

画
」

の
策

定
中

市
立

幼
稚

園
●

幼
稚

園
教

育
で

「
食

育
の

年
間

指
導

計
画

」
に

基
づ

き
指

導
し

ま
す

。
7

園

幼
稚

園
に

お
い

て
は

、
幼

児
が

食
を

楽
し

む
内

容
で

あ
っ

た
り

、
幼

児
の

健
康

と
安

全
に

十
分

配
慮

す
る

よ
う

保
護

者
に

求
め

る
一

方
、

園
児

に
は

適
切

な
食

生
活

の
習

慣
を

身
に

つ
け

さ
せ

、
栽

培
や

調
理

活
動

を
通

じ
、

食
へ

の
関

心
を

持
つ

よ
う

取
り

組
み

を
進

め
ま

し
た

。

◎

4
0

学
校

に
お

け
る

「
食

に
関

す
る

指
導

の
全

体
計

画
」

の
策

定
保

健
体

育
課

●

①
各

校
の

定
め

る
食

育
の

年
間

指
導

計
画

に
基

づ
き

指
導

し
ま

す
。

②
「

食
に

関
す

る
指

導
の

手
引

き
」

を
活

用
し

た
指

導
、

教
科

・
領

域
な

ど
に

お
け

る
食

に
関

す
る

指
導

、
給

食
時

間
に

お
け

る
食

に
関

す
る

指
導

な
ど

を
進

め
て

い
ま

す
。

5
4

校
で

策
定

全
小

中
学

校
策

定
を

平
成

2
2

年
度

中
に

目
指

し
ま

す
。

◎

事
業

等

体 制 づ く り
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（２．教育・保育の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

4
1

小
・

中
学

校
に

お
け

る
指

導
体

制
の

充
実

保
健

体
育

課
＊

●

今
後

配
置

さ
れ

る
栄

養
教

諭
な

ど
を

中
心

に
食

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

を
対

象
に

し
た

食
育

に
関

す
る

研
修

会
を

開
催

す
る

な
ど

食
育

の
重

要
性

に
対

す
る

教
職

員
の

意
識

を
高

め
、

理
解

を
深

め
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。

４
校

に
栄

養
教

諭
を

配
置

食
育

に
関

す
る

情
報

を
正

し
く

理
解

し
て

、
実

際
に

行
動

す
る

目
標

推
進

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。

◎

4
2

教
職

員
研

修
教

育
セ

ン
タ

ー
●

児
童

生
徒

が
自

立
し

た
生

活
を

営
む

た
め

に
必

要
な

知
識

や
技

術
等

に
つ

い
て

の
支

援
方

法
を

探
る

こ
と

等
を

目
的

に
、

教
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

技
術

・
家

庩
科

教
育

研
修

に
お

い
て

、
”

参
加

体
験

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
朝

ご
は

ん
づ

く
り

」
を

通
し

て
子

ど
も

た
ち

に
伝

え
た

い
も

の
”

を
実

施
。

1
5

人
参

加
。

食
育

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○

4
3

職
員

へ
の

教
育

豊
中

市
私

立
幼

稚
園

連
合

会
加

盟
幼

稚
園

●
職

員
が

終
礼

時
に

、
給

食
献

立
に

関
連

す
る

栄
養

・
文

化
・

歴
史

等
に

つ
い

て
調

べ
発

表
し

て
い

ま
す

。

随
時

実
施

食
に

関
す

る
研

修
会

に
も

参
加

。
毎

日
の

給
食

指
導

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
。

○

4
4

（
仮

称
）

豊
中

市
新

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
整

備
（

原
田

・
服

部
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

建
替

）
学

校
給

食
課

●

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
や

障
害

の
あ

る
児

童
へ

の
対

応
食

を
は

じ
め

、
安

全
で

お
い

し
い

給
食

を
提

供
し

、
食

育
を

推
進

す
る

た
め

の
学

校
給

食
に

関
す

る
情

報
を

発
信

す
る

機
能

を
備

え
た

（
仮

称
）

新
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

整
備

を
め

ざ
す

。

「
（

仮
称

）
豊

中
市

新
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
基

本
計

画
」

に
基

づ
き

候
補

用
地

の
調

査
・

選
定

評
価

を
行

っ
た

ほ
か

、
食

器
具

や
ア

レ
ル

ギ
ー

な
ど

の
対

応
に

つ
い

て
検

討
し

ま
し

た
。

現
在

の
衛

生
管

理
基

準
に

適
応

す
る

と
と

も
に

、
食

育
や

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
な

ど
最

新
の

給
食

セ
ン

タ
ー

と
し

て
安

心
・

安
全

な
学

校
給

食
を

実
施

す
る

た
め

早
期

の
建

替
え

が
も

と
め

ら
れ

て
い

る
た

め
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○

事
業

等

体 制 づ く り
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３．地域社会の取り組み 

  

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
子

育
て

サ
ロ

ン
社

会
福

祉
協

議
会

●
●

親
の

出
会

い
の

場
・

学
習

・
交

流
の

場
づ

く
り

と
し

て
、

校
区

福
祉

委
員

会
と

民
生

・
児

童
委

員
が

連
携

し
て

実
施

。
食

育
に

関
す

る
相

談
も

行
な

っ
て

い
ま

す
。

3
8

校
区

で
開

催
年

回
数

　
4

8
0

回
延

べ
参

加
者

数
　

1
6

,5
3

7
人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

2
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

社
会

福
祉

協
議

会
●

●
●

●
●

●
●

な
か

ま
づ

く
り

・
健

康
増

進
、

い
き

が
い

づ
く

り
の

場
と

し
て

開
催

校
区

福
祉

委
員

会
民

生
・

児
童

委
員

が
連

携
し

て
実

施
。

食
育

に
関

す
る

相
談

も
行

な
っ

て
い

ま
す

。

3
8

校
区

で
開

催
年

回
数

　
1

,0
2

2
回

延
べ

参
加

者
数

　
1

5
,0

0
2

人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

3
世

代
間

交
流

社
会

福
祉

協
議

会
、

校
区

福
祉

委
員

会
、

民
生

・
児

童
委

員

●
●

●
●

●
●

●

世
代

を
つ

な
ぐ

学
習

や
交

流
を

促
進

す
る

場
。

い
も

掘
り

、
も

ち
つ

き
、

料
理

教
室

等
を

通
し

て
食

文
化

の
伝

達
と

交
流

を
行

う
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

し
て

い
ま

す
。

3
8

校
区

で
開

催
1

6
2

回
参

加
者

数
 2

6
,6

6
1

人

世
代

間
交

流
は

今
後

も
継

続
し

て
い

き
ま

す
。

○

4
自

然
と

親
し

む
事

業
社

会
福

祉
協

議
会

、
校

区
福

祉
委

員
会

●
●

●
●

●
●

●
い

も
掘

り
等

の
土

に
親

し
む

事
業

を
全

市
的

に
実

施
し

て
い

ま
す

。
2

3
校

区
で

開
催

延
べ

参
加

者
数

 1
,3

2
1

人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

5
小

学
校

と
の

交
流

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

（
蛍

池
統

合
延

寿
会

）
●

●

蛍
池

小
学

校
花

壇
に

野
菜

や
花

を
植

え
て

学
習

の
教

材
と

し
て

提
供

し
て

い
ま

す
。

じ
ゃ

が
い

も
、

さ
つ

ま
い

も
堀

り
を

生
徒

の
皆

様
に

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
毎

年
8

月
に

は
「

終
戦

記
念

日
」

前
後

に
当

時
を

し
の

ん
で

「
す

い
と

ん
」

を
作

り
、

5
0

0
人

分
を

用
意

し
ま

す
。

中
身

の
な

す
、

じ
ゅ

う
は

ち
さ

さ
げ

、
ね

ぎ
等

は
学

校
花

壇
の

畑
で

出
来

た
野

菜
を

使
用

し
ま

す
。

左
記

内
容

の
他

に
、

小
学

校
と

の
学

習
と

あ
わ

せ
、

キ
ャ

ベ
ツ

・
カ

ブ
ラ

の
生

育
等

、
学

校
の

希
望

の
も

の
を

植
え

学
習

用
に

提
供

し
ま

し
た

。
作

物
に

育
つ

青
虫

な
ど

も
学

習
教

材
と

し
て

提
供

し
て

い
ま

す
。

学
校

や
子

ど
も

た
ち

に
好

評
で

し
た

。
今

後
も

工
夫

を
し

て
取

り
組

み
た

い
。

◎

6
男

の
生

活
力

養
成

講
座

と
よ

な
か

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

●
●

●

団
塊

の
世

代
の

男
性

を
主

な
対

象
と

す
る

、
食

の
自

立
を

始
め

と
し

た
生

活
力

の
養

成
と

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
を

め
ざ

す
講

座
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

男
女

共
同

参
画

週
間

事
業

と
し

て
「

女
と

男
　

個
と

個
が

輝
く

社
会

へ
」

を
テ

ー
マ

に
、

男
女

と
も

が
個

性
を

発
揮

で
き

る
社

会
づ

く
り

を
考

え
ま

し
た

。

男
女

共
同

参
画

と
い

う
視

点
か

ら
「

男
の

生
活

力
」

を
捉

え
、

新
し

い
か

た
ち

の
「

男
の

自
立

」
を

提
案

し
ま

し
た

。

◎

7
男

の
料

理
教

室
と

よ
な

か
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
＊

●
●

●

男
性

の
生

活
自

立
と

定
年

退
職

後
の

暮
ら

し
の

充
実

、
地

域
で

の
仲

間
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。
料

理
を

体
験

す
る

こ
と

で
料

理
の

楽
し

み
と

健
康

へ
の

関
心

を
深

め
ま

す
。

9
/
1

5
（

火
）

、
3

/
1

6
（

火
）

の
2

日
間

「
旬

の
食

材
を

使
っ

た
料

理
を

楽
し

も
う

」
を

テ
ー

マ
に

料
理

研
究

家
・

吉
田

清
彦

先
生

を
招

き
料

理
教

室
を

開
催

男
性

が
料

理
の

楽
し

み
を

知
り

、
料

理
研

究
家

の
指

導
に

よ
っ

て
「

食
と

健
康

」
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

り
ま

し
た

。
男

性
の

料
理

教
室

は
今

後
も

継
続

し
た

い
テ

ー
マ

で
す

。

◎

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト

事
業

等

相 談 対 応 体 験
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（３．地域社会の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

8
健

康
教

室
健

康
づ

く
り

推
進

員
会

●
●

●
●

●
●

●

健
康

づ
く

り
推

進
員

が
そ

の
居

住
す

る
小

学
校

区
に

お
い

て
、

豊
中

市
（

健
康

支
援

室
）

と
協

力
し

て
実

施
す

る
健

康
教

室
で

、
食

育
や

口
の

健
康

に
関

す
る

テ
ー

マ
も

取
り

上
げ

て
い

ま
す

。
校

区
福

祉
委

員
会

・
公

民
分

館
・

老
人

会
等

と
共

催
し

た
り

、
講

師
を

市
や

保
健

所
の

専
門

職
員

以
外

に
地

域
住

民
に

お
願

い
し

た
り

、
小

学
校

や
地

区
会

館
で

行
っ

た
り

と
、

地
域

に
密

着
し

て
行

っ
て

い
ま

す
。

校
区

健
康

教
室

　
9

1
回

、
2

,5
0

7
人

う
ち

、
食

育
に

関
す

る
テ

ー
マ

　
2

3
回

　
8

0
2

人

市
民

が
健

康
に

関
心

を
も

つ
き

っ
か

け
と

な
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。
○

9
市

民
健

康
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
健

康
づ

く
り

推
進

員
会

●
●

●
●

●
●

●
健

康
づ

く
り

推
進

員
及

び
一

般
市

民
を

対
象

に
健

康
に

関
す

る
情

報
を

伝
え

る
講

演
会

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
1

回
 2

3
9

人

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

テ
ー

マ
は

食
育

に
特

化
は

し
て

い
な

い
が

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

時
に

食
育

に
関

す
る

情
報

提
供

も
必

要
に

応
じ

て
行

っ
て

い
き

た
い

。

○

1
0

男
性

の
料

理
教

室
社

会
福

祉
協

議
会

●
●

●
男

性
の

食
育

や
自

立
を

目
的

に
実

施
し

て
い

ま
す

。
1

回
 2

8
人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

1
1

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
の

会
食

会
社

会
福

祉
協

議
会

、
校

区
福

祉
委

員
会

●
み

ん
な

で
会

食
を

す
る

こ
と

で
、

孤
立

感
を

防
ぎ

、
仲

間
作

り
を

行
っ

て
い

ま
す

。

3
8

校
区

で
開

催
年

回
数

　
3

5
1

回
延

べ
参

加
者

数
　

1
2

,8
8

2
人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

1
2

ミ
ニ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

社
会

福
祉

協
議

会
、

校
区

福
祉

委
員

会
●

虚
弱

高
齢

者
を

対
象

に
手

作
り

ミ
ニ

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
食

育
に

関
す

る
相

談
も

行
な

っ
て

い
ま

す
。

6
校

区
で

開
催

年
回

数
　

1
0

0
回

延
べ

参
加

者
数

　
1

,3
9

0
人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

1
3

食
育

に
関

す
る

講
習

会
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
●

講
師

を
招

い
て

講
習

会
を

開
催

し
、

食
育

に
関

し
て

学
ぶ

機
会

を
つ

く
っ

て
い

ま
す

。

各
地

区
の

老
人

ク
ラ

ブ
に

て
「

高
齢

者
の

食
育

」
「

介
護

予
防

の
た

め
の

食
事

」
な

ど
の

講
習

会
を

実
施

回
数

・
開

催
地

区
を

増
や

し
て

実
施

し
た

い
。

◎

1
4

料
理

教
室

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

●
高

齢
者

対
象

の
料

理
教

室
を

老
人

会
各

地
区

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
随

時
実

施
引

き
続

き
実

施
し

た
い

。
○

1
5

電
話

・
面

接
健

康
相

談
財

団
法

人
豊

中
市

医
療

保
健

セ
ン

タ
ー

●
●

●
●

●
●

●

電
話

も
し

く
は

面
接

で
、

健
康

に
関

す
る

相
談

に
対

応
し

て
い

ま
す

。
相

談
の

対
応

は
、

医
師

会
・

歯
科

医
師

会
及

び
薬

剤
師

会
の

会
員

が
行

い
、

食
育

や
口

の
健

康
に

関
す

る
内

容
も

相
談

で
き

ま
す

。
市

民
健

康
展

会
場

で
の

相
談

で
は

、
栄

養
相

談
の

窓
口

も
設

け
て

い
ま

す
。

市
民

健
康

展
会

場
で

の
相

談
を

含
め

、
年

間
1

2
回

開
催

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
な

ど
に

よ
り

、
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

ま
す

。
△

各 種 料 理 教 室 ・ 講 演 会 ・ イ ベ ン ト

事
業

等
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（３．地域社会の取り組み ） 

 

  

所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

1
6

豊
中

市
学

校
歯

科
医

会
　

研
修

会
豊

中
市

学
校

歯
科

医
会

●
●

尐
年

期
の

さ
ら

な
る

健
康

増
進

に
寄

不
す

る
た

め
、

学
校

歯
科

医
師

が
学

校
保

健
活

動
で

よ
り

良
い

指
導

・
助

言
を

行
う

の
に

必
要

な
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

食
育

に
つ

い
て

も
取

り
上

げ
て

い
ま

す
。

大
阪

府
学

校
歯

科
医

会
よ

り
講

師
を

招
き

講
演

会
を

実
施

。
今

後
も

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。
○

1
7

歯
の

保
健

巡
回

指
導

(社
)豊

中
市

歯
科

医
師

会
豊

中
市

学
校

歯
科

医
会

●

児
童

が
歯

の
健

康
に

関
す

る
知

識
と

関
心

を
も

ち
、

歯
の

健
康

の
維

持
と

病
気

の
予

防
を

実
践

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
歯

科
衛

生
士

専
門

学
校

の
協

力
の

も
と

、
2

年
サ

イ
ク

ル
で

市
立

全
小

学
校

に
保

健
巡

回
指

導
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

歯
科

衛
生

士
専

門
学

校
5

校
に

よ
り

、
1

9
校

に
て

実
施

。
今

後
も

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。
○

1
8

よ
い

歯
の

集
い

(社
)豊

中
市

歯
科

医
師

会
豊

中
市

学
校

歯
科

医
会

●
●

●
●

●
●

●

口
腔

衛
生

の
啓

発
を

目
的

に
、

歯
の

衛
生

週
間

（
6

月
4

日
～

1
0

日
）

中
の

土
曜

日
に

、
小

学
校

を
会

場
に

、
啓

発
イ

ベ
ン

ト
、

学
校

歯
科

医
に

よ
る

講
演

、
歯

科
医

を
講

師
と

す
る

特
別

授
業

参
観

等
を

実
施

。
講

演
会

で
は

食
育

に
つ

い
て

も
取

り
上

げ
て

い
ま

す
。

庄
内

西
小

学
校

で
実

施
。

総
来

場
者

数
1

,0
6

4
人

。

食
育

パ
ネ

ル
の

掲
示

な
ど

を
よ

り
工

夫
し

、
さ

ら
な

る
食

育
啓

発
に

努
力

し
て

い
き

た
い

。

◎

1
9

よ
い

歯
の

高
齢

者
8

0
2

0
表

彰
(社

)豊
中

市
歯

科
医

師
会

●

8
0

才
以

上
で

2
0

本
以

上
歯

の
あ

る
市

民
を

対
象

に
公

募
。

2
1

年
度

よ
り

表
彰

式
の

開
催

形
態

を
大

幅
に

変
更

し
、

ア
ク

ア
文

化
ホ

ー
ル

に
て

受
賞

者
を

一
同

に
会

し
開

催
し

て
い

ま
す

。

過
去

最
多

の
1

5
5

人
を

表
彰

。
年

〄
受

賞
者

数
が

増
加

し
て

い
る

事
は

大
変

喜
ば

し
い

こ
と

で
す

。
○

2
0

よ
い

歯
の

コ
ン

ク
ー

ル
(社

)豊
中

市
歯

科
医

師
会

●

大
阪

府
主

催
の

「
全

大
阪

よ
い

歯
の

コ
ン

ク
ー

ル
」

の
地

区
審

査
会

を
豊

中
市

健
康

支
援

室
の

ご
協

力
の

も
と

、
3

歳
半

健
診

を
受

診
し

た
幼

児
と

保
護

者
を

対
象

に
コ

ン
ク

ー
ル

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

地
区

代
表

1
組

、
地

区
優

良
2

組
を

選
出

。
今

後
も

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。
○

2
1

幼
稚

園
・

保
育

所
歯

磨
指

導
(社

)豊
中

市
歯

科
医

師
会

●
（

財
）

ラ
イ

オ
ン

歯
科

衛
生

研
究

所
の

ご
協

力
の

も
と

、
豊

中
市

内
の

幼
稚

園
、

保
育

所
で

歯
磨

指
導

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
5

園
所

に
て

、
7

6
2

人
に

実
施

。

例
年

3
0

近
い

園
所

よ
り

ご
応

募
を

頂
き

、
な

か
な

か
ご

希
望

に
沿

え
な

い
状

況
が

続
い

て
い

る
為

、
2

2
年

度
よ

り
歯

科
衛

生
士

専
門

学
校

の
ご

協
力

を
徔

て
、

追
加

実
施

の
予

定
で

す
。

◎

2
2

豊
中

市
民

健
康

展
(社

)豊
中

市
歯

科
医

師
会

●
●

●
●

●
●

●

豊
中

市
医

師
会

・
薬

剤
師

会
と

と
も

に
主

催
。

歯
科

ブ
ー

ス
で

は
歯

科
健

診
、

歯
磨

指
導

、
口

臭
検

査
、

フ
ッ

素
塗

布
、

食
育

パ
ネ

ル
の

掲
示

な
ど

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

歯
科

ブ
ー

ス
で

の
総

の
べ

来
場

者
数

は
1

,5
1

9
名

。

食
育

パ
ネ

ル
の

掲
示

な
ど

を
よ

り
工

夫
し

、
さ

ら
な

る
食

育
啓

発
に

努
力

し
て

い
き

た
い

。

◎

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 習 会 ・ イ ベ ン ト
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
3

8
0

2
0

運
動

推
進

特
別

事
業

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「

お
口

の
健

康
と

介
護

予
防

」

(社
)豊

中
市

歯
科

医
師

会
●

●
●

豊
中

市
健

康
支

援
室

の
ご

協
力

の
も

と
、

「
介

護
予

防
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

」
の

中
の

1
講

座
と

し
て

、
一

般
市

民
等

を
対

象
と

し
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
。

グ
ル

ー
プ

（
1

グ
ル

ー
プ

に
歯

科
医

師
2

名
含

む
）

に
分

か
れ

、
お

口
の

健
康

に
つ

い
て

討
議

。

歯
科

医
師

8
人

、
一

般
参

加
者

1
7

人
。

参
加

者
よ

り
、

あ
ら

た
め

て
口

腔
ケ

ア
の

大
切

さ
を

知
り

大
変

有
意

義
な

時
間

で
あ

っ
た

、
と

の
感

想
を

頂
き

ま
し

た
。

各
人

が
し

っ
か

り
意

見
を

言
え

る
よ

う
1

グ
ル

ー
プ

の
人

数
を

減
ら

す
な

ど
工

夫
し

た
結

果
、

活
発

な
討

議
が

で
き

ま
し

た
。

○

2
4

各
種

の
食

に
関

す
る

講
座

豊
中

地
域

活
動

栄
養

士
会

ト
ゥ

デ
イ

●
●

●
●

●
●

●

様
〄

な
年

代
を

対
象

に
し

た
食

に
関

す
る

講
座

を
通

し
て

、
健

康
づ

く
り

の
支

援
と

食
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
い

、
食

育
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

幼
稚

園
、

小
中

学
校

、
公

民
館

、
く

ら
し

か
ん

、
市

民
健

康
展

等
、

地
域

で
の

食
育

活
動

を
実

施
し

ま
し

た
。

6
1

回
6

1
0

人
。

今
後

も
地

域
で

の
食

育
推

進
活

動
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○

2
5

料
理

教
室

と
よ

な
か

消
貹

者
協

会
豊

中
市

小
売

市
場

連
合

会

●
●

●
共

催
で

料
理

講
習

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

和
菓

子
作

り
講

習
会

 2
回

（
5

月
、

1
0

月
）

料
理

教
室

 1
回

（
3

月
）

「
春

の
旬

の
素

材
を

使
っ

て
楽

し
く

ク
ッ

キ
ン

グ
」

市
民

向
け

に
食

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
場

と
し

て
活

用
し

て
い

き
ま

す
。

○

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●
●

●
●

●

①
見

学
者

に
対

す
る

有
機

性
資

源
循

環
の

仕
組

み
と

食
の

重
要

性
の

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

②
「

と
よ

っ
ぴ

ー
祭

り
」

に
お

い
て

、
豊

中
産

も
ち

米
を

使
用

し
た

餅
つ

き
や

、
い

も
掘

り
体

験
な

ど
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

①
見

学
・

視
察

対
応

：
3

3
回

、
9

4
5

人 ②
と

よ
っ

ぴ
ー

祭
り

参
加

者
数

：
約

1
,0

0
0

人

①
単

純
な

見
学

よ
り

農
体

験
と

連
動

し
て

施
設

を
見

学
し

て
い

た
だ

く
機

会
が

増
加

し
て

い
ま

す
。

②
さ

つ
ま

い
も

の
出

来
栄

え
が

悪
く

苦
情

に
つ

な
が

り
ま

し
た

が
、

雤
天

の
状

況
か

ら
考

え
て

も
好

評
さ

が
伺

え
ま

し
た

。

○

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●
●

親
子

や
児

童
・

生
徒

な
ど

に
対

し
、

「
と

よ
っ

ぴ
ー

農
園

」
に

お
い

て
、

野
菜

の
植

え
付

け
・

収
穫

な
ど

の
食

育
体

験
活

動
の

場
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

体
験

型
学

習
：

2
4

回
、

1
,0

6
5

人

一
部

有
料

に
し

た
こ

と
も

あ
り

、
児

童
を

対
象

と
し

た
体

験
型

学
習

は
減

尐
傾

向
に

あ
り

ま
す

が
、

親
子

を
対

象
と

し
た

連
続

講
座

は
好

評
で

す
。

○

2
7

堆
肥

化
講

習
会

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●

家
庩

向
け

堆
肥

づ
く

り
講

習
会

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
生

ご
み

の
発

生
抑

制
、

家
庩

菜
園

で
の

堆
肥

活
用

を
促

進
し

て
い

ま
す

。
（

於
：

く
ら

し
か

ん
・

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

な
ど

）

2
2

回
、

1
9

3
人

定
期

的
な

開
催

に
加

え
、

保
育

所
な

ど
で

実
演

を
交

え
た

講
習

会
を

実
施

し
ま

し
た

。
○

事
業

等

各 種 料 理 教 室 ・ 講 習 会 ・ イ ベ ン ト

緑
と

食
品

の
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
運

用
事

業
2

6
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

2
8

野
菜

作
り

講
習

会

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●
有

機
性

資
源

を
利

用
し

た
上

手
な

野
菜

づ
く

り
の

講
習

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

（
於

：
く

ら
し

か
ん

）
3

回
、

6
6

人
植

え
付

け
時

期
の

尐
し

前
に

開
催

す
る

な
ど

、
工

夫
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

○

2
9

出
前

講
座

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●

希
望

す
る

小
学

校
等

に
出

向
い

て
次

の
講

座
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

①
学

校
菜

園
で

の
野

菜
づ

く
り

へ
の

助
言

。
②

米
づ

く
り

・
食

品
ご

み
・

地
産

地
消

な
ど

に
つ

い
て

、
発

生
抑

制
・

減
量

・
資

源
循

環
の

視
点

か
ら

の
話

。

①
体

験
型

出
前

講
座

：
1

6
回

、
1

,3
7

6
人

②
講

座
型

出
前

講
座

：
1

3
回

、
1

,0
1

0
人

体
験

型
の

学
習

だ
け

で
な

く
、

教
室

で
の

農
と

食
を

中
心

と
す

る
講

座
型

環
境

学
習

の
機

会
も

増
加

し
ま

し
た

。
出

向
く

学
校

が
定

例
化

し
て

い
る

の
で

、
新

た
な

学
校

等
の

開
拓

が
課

題
で

す
。

○

3
0

と
よ

っ
ぴ

ー
倶

楽
部

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

●
●

●

市
の

堆
肥

化
事

業
の

市
民

応
援

団
を

組
織

し
、

有
機

性
資

源
の

活
用

を
促

進
し

て
い

ま
す

。
年

会
貹

１
０

０
０

円
で

、
主

に
と

よ
っ

ぴ
ー

の
頒

布
日

に
受

付
け

て
い

ま
す

。
ま

た
、

年
４

回
の

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
を

発
行

・
郵

送
し

て
い

ま
す

。

と
よ

っ
ぴ

ー
倶

楽
部

会
員

数
：

1
0

3
人 （

平
成

2
2

年
3

月
末

現
在

）

市
外

の
人

も
含

め
て

地
産

地
消

や
食

の
循

環
の

考
え

に
賛

同
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

情
報

の
発

信
に

レ
タ

ー
だ

け
で

な
く

、
w

e
b

な
ど

を
活

用
す

る
な

ど
、

活
動

の
幅

と
ス

ピ
ー

ド
を

増
す

こ
と

が
課

題
で

す
。

○

3
1

男
女

共
同

参
画

推
進

活
動

へ
の

支
援

と
よ

な
か

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

●
●

●
●

●

グ
ル

ー
プ

・
団

体
活

動
の

情
報

収
集

・
提

供
、

自
主

グ
ル

ー
プ

活
動

育
成

・
支

援
、

グ
ル

ー
プ

活
動

活
性

化
の

た
め

の
講

座
の

開
催

、
す

て
っ

ぷ
登

録
団

体
助

成
金

交
付

、
グ

ル
ー

プ
活

動
リ

ー
ダ

ー
養

成
、

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
・

機
器

等
の

提
供

、
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
会

提
供

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

の
組

織
化

な
ど

を
行

っ
て

い
ま

す
。

す
て

っ
ぷ

登
録

団
体

助
成

金
事

業
と

し
て

２
団

体
の

応
募

、
協

賛
、

後
援

事
業

と
し

て
は

５
団

体
の

応
募

が
あ

り
ま

し
た

。
市

民
協

働
企

画
と

し
て

「
わ

た
し

時
間

の
見

つ
け

方
」

を
テ

ー
マ

に
、

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
講

座
を

企
画

・
運

営
す

る
人

材
の

組
織

化
を

図
り

ま
し

た
。

市
民

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

自
主

的
な

活
動

に
、

経
済

的
支

援
を

し
、

事
業

実
施

に
必

要
な

施
設

・
設

備
の

充
実

を
図

り
、

広
報

協
力

を
行

い
ま

し
た

。
市

民
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

で
、

男
女

共
同

参
画

活
動

へ
の

市
民

参
加

の
機

会
を

増
や

し
て

い
き

ま
す

。

◎

3
2

地
域

子
育

て
支

援
事

業
社

会
福

祉
協

議
会

●

①
わ

い
わ

い
子

育
て

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
②

子
育

て
サ

ー
ク

ル
マ

ッ
プ

を
作

成
し

て
い

ま
す

。
③

校
区

福
祉

委
員

会
で

の
子

育
て

支
援

活
動

（
小

地
域

福
祉

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

）
を

進
め

て
い

ま
す

。

①
年

1
回

 2
9

人
参

加
②

5
,0

0
0

部
発

行
③

3
8

校
区

で
開

催
　

年
回

数
　

4
8

0
回

　
延

べ
参

加
者

数
　

1
6

,5
3

7
人

市
民

へ
の

啓
発

の
場

と
し

て
、

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

○

事
業

等

活 動 支 援各 種 料 理 教 室 ・ 講 習 会 ・ イ ベ ン ト
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所
管

新
規 に

＊
印

妊 娠 期

幼 年 期

尐 年 期

青 年 期

壮 年 期

中 年 期

高 年 期
内

容
2

1
年

度
実

施
状

況
考

察
今

後
の

方
向

性

3
3

地
産

地
消

バ
ザ

ー

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●

地
産

池
消

の
推

進
を

目
的

に
、

「
生

活
情

報
ひ

ろ
ば

事
業

」
の

一
環

と
し

て
実

施
し

て
い

る
地

産
池

消
バ

ザ
ー

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
（

於
：

く
ら

し
か

ん
、

第
２

水
曜

日
）

ま
た

、
単

独
で

の
頒

布
会

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

の
頒

布
も

行
っ

て
い

ま
す

。

野
菜

の
頒

布
：

2
3

回
、

1
,6

3
1

人

地
場

産
野

菜
を

提
供

い
た

だ
け

る
協

力
農

家
が

尐
し

ず
つ

増
加

し
て

お
り

、
バ

ザ
ー

の
参

加
に

加
え

、
平

成
2

1
年

1
2

月
よ

り
単

独
で

の
頒

布
会

（
野

菜
市

）
も

月
1

回
開

催
し

ま
し

た
。

○

3
4

生
ご

み
堆

肥
化

容
器

等
助

成

N
P

O
法

人
と

よ
な

か
市

民
環

境
会

議
ア

ジ
ェ

ン
ダ

2
1

・
花

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
公

園
み

ど
り

推
進

課

●
●

●
家

庩
で

の
生

ご
み

の
堆

肥
化

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

堆
肥

化
容

器
等

の
購

入
貹

の
助

成
や

資
材

な
ど

の
配

布
を

し
て

い
ま

す
。

ダ
ン

ボ
ー

ル
資

材
：

2
0

件
コ

ン
ポ

ス
タ

ー
：

7
件

電
動

処
理

機
：

2
件

気
軽

に
取

り
組

め
る

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

で
の

堆
肥

づ
く

り
を

中
心

に
、

活
動

を
支

援
し

ま
し

た
。

○

3
5

地
産

地
消

の
レ

シ
ピ

作
成

と
よ

な
か

消
貹

者
協

会
＊

●
●

●
●

●
●

●
平

成
2

1
年

3
月

開
催

の
く

ら
し

の
研

究
発

表
会

で
「

地
産

地
消

の
推

進
」

と
し

て
、

地
産

材
料

の
お

料
理

レ
シ

ピ
を

発
表

し
ま

し
た

。

今
年

度
は

我
が

家
の

料
理

レ
シ

ピ
集

と
し

て
パ

ネ
ル

展
を

実
施

。
完

3
6

豊
中

産
大

根
の

試
食

と
よ

な
か

消
貹

者
協

会
●

●
●

●
●

●
●

農
業

祭
で

市
民

3
0

0
人

に
大

根
炊

き
を

し
て

試
食

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

3
0

0
人

が
1

1
時

開
始

と
同

時
に

並
び

1
5

分
で

品
切

れ
し

ま
し

た
。

お
い

し
く

楽
し

く
食

べ
る

こ
と

に
つ

な
が

る
取

組
み

と
考

え
ま

す
。

○

3
7

市
民

レ
ン

ゲ
ま

つ
り

、
野

菜
も

ぎ
と

り
園

市
民

レ
ン

ゲ
ま

つ
り

実
行

委
員

会
農

業
委

員
会

事
務

局

●
●

●
●

●
●

●

市
民

レ
ン

ゲ
ま

つ
り

会
場

で
野

菜
の

も
ぎ

と
り

園
を

実
施

し
、

市
民

に
土

に
親

し
ん

で
も

ら
い

、
自

ら
が

収
穫

す
る

楽
し

み
と

新
鮮

野
菜

を
食

す
る

喜
び

を
提

供
す

る
と

と
も

に
市

民
と

農
家

と
の

交
流

を
図

っ
て

い
ま

す
。

4
月

2
9

日
(祝

)に
実

施
1

2
,0

0
0

人
参

加

レ
ン

ゲ
の

開
花

時
期

を
考

慮
し

、
開

催
日

を
早

め
て

実
施

し
ま

す
。

○

3
8

桜
井

谷
あ

お
ぞ

ら
朝

市
桜

井
谷

あ
お

ぞ
ら

朝
市

運
営

委
員

会
●

●
●

●
●

●
●

桜
井

谷
地

域
を

中
心

に
し

た
地

場
野

菜
等

を
販

売
す

る
朝

市
を

毎
月

第
1

,3
土

曜
日

（
7

月
、

8
月

は
毎

週
）

午
前

9
時

（
夏

期
は

8
時

半
）

か
ら

J
A

大
阪

北
部

桜
井

谷
支

店
駐

車
場

で
開

催
し

て
い

ま
す

。

3
1

回
開

催

地
産

地
消

を
推

進
し

、
地

場
農

産
物

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

も
、

継
続

の
必

要
性

が
あ

り
ま

す
。

○

事
業

等

食 品 廃 棄 物 ・ 地 産 池 消





- 73 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他（食育関連の情報提供等） 
 

              食育推進グッズ貸出一覧 

             食育推進グッズ貸出実績 
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食育推進グッズ貸出一覧 
お借りになりたい方は、健康支援室 栄養士（６８５８－２８００）へお問合わせ下さい。 

使用目的によっては、貸し出しをお断りする場合もあります。ご了承ください。 

 

グッズ名、（所管） 概要 

食育のぼり・旗 

（健康支援室） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズ 

の入ったのぼりと旗。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育ジャンパー 

（健康支援室） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズの入ったジャンパー 

（５０枚）（色：ピンク、素材：ナイロン） 

イベント等で、スタッフジャンパーとしてお使いください。 

 

 

 

 

 

豊中市食育推進計画 

パネル 

（健康支援室） 

 

 

 

食育推進計画概要版（A2,カラー）1２枚 1 組 

 

 

 

 

 

 

＊豊中市食育推進計画の概要がわかるパネルです。イベント

や講座のときの展示用です。 

 

 

  

脊面 前面 

 

のぼり 

：50 本 ポールつき 

（縦約 150cm 

×横約 45cm） 

旗：５枚、ひもつき 

（縦約 90cm×横約 160cm） 
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グッズ名、（所管） 概要 

お口の健康づくりパネルシ

アター 

（健康支援室） 

『にこりちゃんとぴかりくんの大冒険』 

＊「カムカムの街」や「おやつの街」などいろいろな街を通

りにこりちゃんとぴかりくんが探検をして学びながら、丈

夫な歯を持つ元気な子どもの国に向かって進んでいくス

トーリーです。 

 

・パネルシアター絵人形 

・パネルシアターステージ 

・台本 

・演じ方ＤＶＤ 

※「にこりちゃん・ぴかりくんの大冒険」作成希望の方も 

 ご連絡ください。 

そのまんま料理カード 

（健康支援室） 

・ちょっぴりごちそう編 

・食事バランスガイド編 

・3 皿でバイキング編 

・菓子飲み物カード 

（群羊社） 

＊実物大の料理カードです。重たくないので、持ち運びしや

すいです。健康支援室では、料理を例示しながらお話しする

ときに使っています。 

食事バランスガイド掛け図 

（健康支援室） 

縦約１００cm 

×横約１２０ｃｍ 

布タイプ 

 

 

 

＊バランスガイドについて説明するときに使います。大きい

サイズなので、講義のときなどに使うことができます。巻い

て持ち運びすることができます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

食育エプロン 

（健康支援室） 

 

エプロンシアター 

「早ね早おき朝ごはん」 

～生活習慣からはじめる食育～ 

演じ方 DVD 付 （メイト） 

 

 

 

「味覚を育てる食育エプロン」 

～味覚・歯と口の衛生～ 

（メイト） 

 

  

 

 

＊エプロンのポケットから色〄なものを取り出して、エプロ

ンにはりつけたりしながら話します。一人で劇のように演じ

ることができます。幼児向けのお話に向いています。 

まめつまみセット 

（健康支援室） 

セットの内容（6 セット） 

・塗箸 1 

・割り箸 1 

・器 4 

・小豆 30g 

・大豆 30g 

・スーパーボール 25 個 

セットの他に、・キッチンタイマー 2 個  

＊まめつまみゲームができます。豆などを箸で器から器にう

つし、制限時間内に何個うつすことができたかをみるゲーム

です。盛り上がること間違いなし！ 

お口の体操人形けいすけ君 

（健康支援室） 

・取り外せる歯や動く舌が 

ついている人形です。 

 

 

 

 

＊舌や口唇の体操などを指導する際に使います。 

 

 

 
 

 

おいしく楽しく食べる

ためのお口の健康づく

りについてのお話です 
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グッズ名、（所管） 概要 

顎模型と歯ブラシ模型 

（健康支援室） 

・ ２０×１５×１５cm プラスチックの顎模型 

・ ２３ｃｍプラスチックの歯ブラシ模型 

 

 

 

 

 

＊歯磨き指導の時に使います。 

口腔内カメラ 

（健康支援室） 

小さなカメラをお口の中 

に入れ、９インチ程度の 

モニターでお口の中の状 

態を見ることができます。 

（３台） 

 

 

よい歯のつどいカルタ 

（健康支援室） 

Ｂ４サイズラミネート  

読み札 ５０枚、取り札 ５０枚 

 

＊平成２１年度に庄内西小学校で 

行われた「よい歯のつどい」に展示 

された庄内西小学生作のカルタです。 

ひらがなの読めない子どもでも取れるように、読み札の裏側

に取り札と同じ絵を印刷しています。 

はてなボックス 

（学校給食課） 

 

 

 

＊クイズをしながら食育 

 カードを入れると？ボックスの中で 

くるりとひっくり返り、答えが出て 

きます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

紙芝居 

（学校給食課） 

 

＊紙芝居 A２サイズの手づくり紙芝居１５種類あります。 

 

       

とよっぴー（豊肥） 

（公園みどり推進課） 

2.5kg・5kg 袋（イラスト入り） 

3kg・6kg・10kg（透明袋） 

 

＊「食の循環」に関する環境教

育（食育）授業などに使うこと

ができます。袋詰めしたものを

お渡しします。 

 

食育ＣＤ-ＲＯＭ 

（大阪府豊中保健所） 

ＣＤ-ＲＯＭ「元気っ子クラブ」（大阪府） 

             〈内容〉 

              ・がんばれゲンキープ号 

（三色栄養） 

              ・野菜バリバリ元気っ子 

              ・朝食モリモリ元気っ子 

              ・おいしく楽しくヘルシーに 

＊子どもがクイズやゲームで楽しく遊びながら、健康的な食

生活について学ぶことができるソフトです。各メニューお話

とクイズ・ゲームで構成されています。小学生向け（内容に

よっては幼児でも活用できます）。 

 

・太郎君のむし歯 

・牛乳のおはなし 

・食べもの大行進 

・はな子さんの運動会 

・ケンちゃんのぼうけん 

・ステップ ララちゃん 

・牛乳をのもう 

・なんでも博士のロボット 

・行こう！栄養の国へ 

・楽しい給食 

・まほうのサラスケ君 

・みんな なかよし 

・王子様の旅 

・栄養ってなあに？ 

・あさごはんを食べよう 

けんいち君とまさお君
のふたごの兄弟が、お皿
にのって野菜の国へ行き
ました。 
 そこで人参君や玉ねぎ
君の話を聞き、今まで野
菜が嫌いでよくカゼをひ
いていたまさお君も、が
んばってたべるようにな
り元気になりました。 
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グッズ名、（所管） 概要 

野菜ソングＣＤ 

（大阪府豊中保健所） 

ＣＤ「野菜バリバリ元気っ子」ソング（大阪府） 

 

 

 

 

 

＊楽しく歌って踊って、からだが元気になる「野菜」をテー

マとした歌です。曲に合わせた「元気っ子ダンス」の振り付

けがついています。体操や運動会、お遊戯などに最適です。 

実物大そのまんま食材・料理

カード 

（大阪府豊中保健所） 

 

     食材カード→ 

 

 

 

 

←料理カード 

食事バランスガイド編 

＊実物大の食材・料理カードです。重たくないので、持ち運

びしやすいです。料理を例示しながらお話するときに使いま

す。（群羊社） 

フードモデル 

（大阪府豊中保健所） 

「野菜１日３５０グラムフードモデル」（川崎ﾌｰﾄﾞﾓﾃﾞﾙ） 

 

＊野菜を１日３５０ 

グラム摂るための 

組み合わせ方や量 

 の確認が出来ます。 

 

「食育・栄養３色３食フードモデル」（川崎ﾌｰﾄﾞﾓﾃﾞﾙ） 

＊赤、黄、緑の３色の食品 

を使った朝食の献立例のセ 

ットです。３つのグループ 

をそろえることや、朝食の 

お話に。ランチョンマット 

付き。キャリングコンテナ 

ケースに入っています。  
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グッズ名、（所管） 概要 

野菜カードゲーム 

（大阪府豊中保健所） 

「Ｐｏker831（ポーカーやさい）」（大阪府） 

＊32 種類の野菜の絵が描かれたカードゲームです。 

ポーカーとしても、絵合わせとしても遊ぶことができます。

遊び方の解説シート付き。 

 

 

 

 

 

 

 

食育かるた 

（大阪府豊中保健所） 

「野菜バリバリ朝食モリモリ食育かるた」（大阪府） 

 

 

 

＊小学生が考えた絵と 

文で作ったＡ５サイ 

ズの食育かるたです。 

 

食育大型絵本 

（大阪府豊中保健所） 

大型絵本「やさいだいすきげんきっこ」（大阪府） 

＊朝食のお話、野菜料理 

とそれに使われている 

野菜の名前あてクイズ 

などが出来るＡ２サイ 

ズの大型絵本です。 

 

食育パネル 

（大阪府豊中保健所） 

「野菜バリバリ元気っ子」 「朝食モリモリ元気っ子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊Ａ１サイズのパネルに入っています。（大阪府） 
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グッズ名、（所管） 概要 

野菜断面図クイズ 

（大阪府豊中保健所） 

「野菜断面図クイズ」（大阪府豊中保健所） 

＊１０種類の野菜の丸ごとの写真、切り口の写真をそれぞれ

Ａ３サイズに印刷し、パウチした手作り教材。野菜の名前

あてクイズなどに使えます。 

 

 

 

食育スケッチブック 

（大阪府豊中保健所） 

「食育スケッチブック」（大阪府豊中保健所） 

＊あか・き・みどりの食べ物の仲間の働きやどんな食品が 

あるかのお話に。食べ物カードとセットで、バランスクイ

ズが出来ます。２５ｃｍ×３５ｃｍの手作り教材。 

 

 

 

 

消貹者協会食育パネル 

（とよなか消貹者協会） 

・なにわの伝統野菜って？（Ａ１サイズパネル ２枚） 

・大阪特産物カード（Ａ３サイズ ２２枚） 

・地産地消の推進（Ａ１サイズパネル 1 枚） 

・大阪エコ農産物とは（A2 サイズパネル １枚） 

・なにわの伝統野菜について（A2 サイズパネル １枚） 

・日本各地の郷土料理（Ａ３サイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊イベント等で展示することができます。 

 

 

地産地消 
の推進→ 

大阪特産物カード ↑ 

なにわの伝統野菜って？ → 

 

 

日本各地の郷土料理 ↑ 
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グッズ名、（所管） 概要 

我が家の料理レシピパネル 

（とよなか消貹者協会） 

Ａ３サイズラミネート ５３枚 

 

 

＊とよなか消貹者協会会員が我 

が家の自慢の料理を持ちよって 

試食し、写真とレシピをパネル 

にしました。イベント等で展示することができます。 
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食育推進グッズ 貸出実績 

  平成 21 年度（2009 年度） 

貸出日 貸し出したグッズ 使用目的 

4 月 エプロンシアター 幼稚園児への教育 

7 月 食育パネルなど 
「子どもと本のつどい」part1 で 

展示 

9 月～10 月 
食育パネル、 

そのまんま料理カード など 
パネル展 

10 月 食育のぼり、旗＊、ジャンパー＊ メニューコンテスト表彰式 

11 月 まめつまみセット＊ 地域の集会 

11 月 まめつまみセット＊ 地域の集会 

2 月 
食事バランスガイド掛図 

そのまんま料理カード 
健康教育 

3 月 バランスガイド掛図 講習会 

3 月 まめつまみセット＊ イベント 

 

＊： 平成 21 年度の途中から貸し出しを開始しました。 

 



 

 



 

 



 

 

 

 平成２１年度（２００９年度） 豊中市食育推進計画年次報告書 

平成２２年（２０１０年）９月 

豊中市 健康福祉部 健康支援室 

〒560-0023 豊中市岡上の町 2-1-15 

Tel 06-6858-2800  Fax 06-6846-6022 


